
第七 章 「イ プセ ンの女」 とは(『 三 四郎』 とイ プセ ン 『ヘ ッダ ・ガブ ラー』 を 中心 に)

1.「 イ プ セ ン の 女 の様 」 だ

広 田 と与次郎 か ら、美禰 子 は 「イ プセ ンの女 の様 」(六 の四)だ と評 され る。

日本 で初 め てイ プセ ン(1828～1906)の 名 前が紹介 され るの は、明治22年(1

889)森 鴎外 に よってで あった。 その後 、明治25年(1892)坪 内迫遙 が 『早稲 田

文学 』上 でイ プセ ンを紹 介 し、明治26年(1893)以 降 、イ プセ ンの作 品 『社 会 の敵 』

『人形 の家』 な どが翻訳 され は じめる。 けれ ども、 日本 で本 格 的にイ プセ ンへ の 関心が高

まった のは、イ プセ ンが没 した1906年(明 治39年)以 降 か らであった。

丁度 『三四郎』 が連載 され ていた 明治41年(1908)は 、文壇や 演劇界 でイ プセ ン

が話題 になって いた頃 であ る。

「あの女 は落 ち付 いて居 て、乱暴 だ」 と広 田が云つ た。

「えS乱 暴 です。イ プセ ンの女 の様 な所 が あ る」

「イ プセ ンの女 は露 骨だ が、 あの女 は心 が乱暴 だ。尤 も乱暴 と云つ て も、普通 の乱暴

とは意味 が違 ふが。 野 々宮 の妹 の方 が、一 寸 見 る と乱暴 の様 で 、矢 っ張 り女 ら しい。

妙 な ものだ ね」

ロ 　
「里見 の は乱 暴 の内訂 です か 」(六 の四)

ここで言 われ る 「乱暴 」 とは ど うい うこ とか。「心が乱 暴」 とい うことは、広 田に とって

は、美禰 子 の精神性 が 、 「乱暴 」 に見 える とい うこ とだろ うか。

第 四章 で も見 た よ うに、当時、進歩 的な女 学生 た ちを、新 聞や雑 誌で は 「生意 気」「お転

婆」 と盛 んに評 してい たが、広 田が使 う 「乱 暴」 とい う言 葉 は、 この 「生意気 」 「お転 婆」

とい う言葉 と置 き換 えて考 えてみて もいい だ ろ う。 広 田に とって、現役 の女学 生で あ るよ

し子 よ り、美禰 子 の ほ うが、心 の 中が 「生意 気」 で ある と感 じた と見 て とれ る。

「君 はあの人 をイ プセ ンの人物 に似 て ゐ る と云つた ちや ないか」

「云つ た」
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「イ プセ ンの誰 に似 て居 る積 なのか」

く　　

「誰 つ て … …似 て ゐ る よ 」(六 の 五)

三 四郎 の問い に、与次 郎 は美禰 子 がイ プセ ン劇 の 中の誰 に似 てい るの か、具体 的な例 は

挙 げない。『人 形の家 』の ノ ラ、『ヘ ッダ ・ガブ ラー』 のヘ ッダな どが 思い起 こされ るが、

三 四郎 や与 次郎 、野 々宮 、広 田先 生 、原 口な どの独 身男性 達 に囲まれ 、そ の話題 の中心 と

なってい る美禰 子 は、イ プセ ンの作 品の 中で も とりわ け、男性達 の 中で女王 の よ うに君臨

くヨ　

す る 『ヘ ッダ ・ガブ ラー』のヘ ッダ との共通 項が多 い と思 われ る 。

さらに、漱石 がイ プセ ンの作 品に言及 して い る断片 の 中で、『ヘ ッダ ・ガブ ラー』に 関す

く　　

る もの が 一 番 多 い こ とか ら、 『三 四郎 』 と 『ヘ ッ ダ ・ガ ブ ラー 』 と の 関 連 を 追 っ て 見 て い

き た い 。

2.『 ヘ ッ ダ ・ガ ブ ラ ー 』

『ヘ ッダ ・ガ ブ ラー』 は、1890年 に ノル ウェーで発 表 され 、瞬 く間 にフ ランス、イ

ギ リス、 アメ リカ、 ロシア、 オ ランダで翻訳 され た。 以 下、 内容 の簡 単な紹介 で ある。

故 ガブ ラー将軍 の美貌 の娘ヘ ッダは、奔放 で、気位 が高 く、征服 欲 が強い女性 であ り、

なに よ りも退 屈す るこ とが大嫌 い であ る。

彼 女 の賛美 者 た ちは沢 山い たが、ヘ ッダは、テ スマ ン とい う真 面 目な学者 と結婚 して し

まい、新婚 早々退 屈で たま らない毎 日を送 ってい る。 そ んなヘ ッダ の もとへ 、学校 時代 の

知 り合 い であ ったテア がや って くる。 テア は レー ヴボル グ を探 してい て、家 を飛び 出 して

きたので あ る。 そ してヘ ッダは、 レー ヴボル グがテア に よって過 去 の放蕩 か ら生 まれ 変 わ

り、新 しい著書 を出版 した こ とを知 る。 レー ヴボル グは 、ヘ ッダの昔 の恋 人 であ った。 ヘ

ッダは嫉妬 し、夫 で あるテスマ ンに手紙 を書 かせ 、 レー ヴボル グ を家 に招 き寄せ る。 ヘ ッ

ダは、 レー ヴボル グを焚 き付 け、判事 ブ ラ ックの家 で催 され るパ ーテ ィー で、新 しい著述

の原稿 をテ スマ ンに読 んで聞 かせ るよ うに させ た。 パーテ ィー の帰 り道 、す っか り酔 った

レー ヴボル グは原稿 を無 く して しま うが、幸 い に もテスマ ンが拾 っ てヘ ッダに預 けた。

翌 朝、 レー ヴボル グはヘ ッダの家 に現れ 、心配 して待 ってい たテ アに 「原稿 は ズタズ タ

に引き裂 いて、 フ ィ ヨル ドにば らまいた」 と告 げる。 絶望 したテ ア は立 ち去 り、ヘ ッダ は
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原稿 が 自分 の手元 に ある こ とを告 げず 、亡 き父の愛蔵 してい た ピス トル を レー ヴボル グに

渡 し自殺 をそそ のかす。 レー ヴボル グが去 った後 、ヘ ッダは原稿 を燃 や して しま う。 そ の

後 、判 事 ブ ラ ックが レー ヴボル グの 自殺 の報 をもた らす が、 ブラ ックは ピス トルがヘ ッダ

の もので あ るこ とに気付 いて いた。弱 み を握 られ たヘ ッダは、以 前 の よ うにブ ラ ックに対

して強い態度 で 出 られ な くな った 自分 に嫌気 が差す。 さらに夫テ スマ ンは、 テア と共 に レ

ー ヴボル グの原稿 を再現 す る作 業 に夢 中になって いて、ヘ ッダの こ とも 目に入 らない様 子

であ る。ヘ ッダは、今 まで人 に囲 まれ て、人 を思 いのま まに動 か してきた はず の 自分 が、

す っか り孤 立 して しまった こ とに気付 き、 ピス トル で 自殺 して しま う。

くら　

漱 石 は 、 『ヘ ッ ダ ・ガ ブ ラー 』 を英 国 留 学 中 の1901年9月18日 に購 入 して い る 。

こ の 『ヘ ッダ ・ガ ブ ラ ー 』 は1891年 出版 の 「エ ドモ ン ド ・ゴス の英 訳 に よ る 四 六版 の

限定 本 」 で 、 「ラー ジペ ー パ ー 版 百 部 限 定版 の うち22番 」 で あ る。 漱 石 は他 に 八 点 の イ ブ

く　　

セ ンの作 品 を購 入 す るが限定版 は これ だ けであ る 。

2.『 ヘ ッ ダ ・ガ ブ ラー 』 傍 線 部

漱石 蔵書 の 『ヘ ッダ ・ガブ ラー』 の 中には書 き込 み こそない が、多 くの傍線 が 引かれて

い る。 そ のほ とん どが 主人公ヘ ッダのセ リフで ある。

くの

その 中で も、漱 石が特 に興 味 を覚 えた と思 われ る部分 を挙 げ る 。

(傍線 部 につい ては、木 村巧 「夏 目漱 石 にお けるイ プセ ン戯 曲の受容一 留学 時代 のイプセ

ン読 書(1)一 」(「宇部 国文研 究」271996.3)か ら、 日本語 訳 は、明治40年(19

07)1月 「心 の花」 に連載 された 千葉掬香 ・新井 雨泉訳 の 「ヘ ダ ・ガブ ラア」 と、原千

代海 『イ プセ ン戯 曲全集 』第5巻(1989.12未 来社)に 依 った。)

ヘ ッダが、伯母 の帽子 を女 中の帽子 とわ ざと間違 える とい う意 地悪 をブ ラ ックにた しな

め られ て言 う場面

HEDDA.

Nervous」 位crossesthefloor.ノYes,yousee--itjusttakesmelikethatallofasudden.
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AndthenIcan'thelpdoingit.ThrowsherselfdownIntothearmchairnearthestove.ノ

Oh,Idon'tknowhowIamtoexplainit!

ヘ ツダ

(神 経 質 に部 屋 を 歩 き 回 り)だ っ て 、 だ っ て 、 私 は ど うい うわ け だ か 、 不 意 に そ うい うふ

うに な る の 。 そ うな る と 、 も う我 慢 が で き な く な っ て し ま っ て 。(暖 炉 の 側 の 肘 掛 け

椅 子 に 、どっ か と身 体 を 投 げ る)あ あ 、私 に も 、何 て 説 明 した ら い い か わ か ら な い わ 。」

漱石 は、 このヘ ッダの理 由 もな く相 手 の気 分 を害 す る よ うな行動 を とる ところに注 目し

た よ うで 、後 に、 自分 自身で も説 明の付か ない複雑 な行動 を とる女性 を描 こ うと した とき

っかけ になった と思われ る。

美禰 子 が、丹青 会 の会 場で野 々宮 と会 った とき、野 々宮 に当てつ け るよ うに三 四郎 の耳

元 で何 事 か を囁 いたが 、その時 の行動 を 「私 、何故 だか、あ ＼したかつ たんです もの」(八

の十)と 説 明す るの は、ヘ ッダのセ リフ 「Idon'tknowhowIamtoexplainit!」 に該 当

す る とい え るだ ろ う。

しか し、美禰 子 の行動 は、ヘ ッダの よ うに単 に 「相 手 の気分 を害す るた め」の 「理 由も

無 き意 地悪 」とは違 って、野 々宮 に ジェラ シー を感 じさせ る とい う目的 があ った。漱石 は 、

自分 自身 では説 明が付 かない行動 を、『三 四郎 』の 中では 、美禰 子 と野 々宮 、三四郎 の男女

間の微 妙 な駆 け引き として発展 させ た。

漱石 は、『三四郎』 の 中で広 田に次 の よ うな ことを言 わせ てい る。

「うん、 まだあ る。 此二十 世紀 になつ てか ら妙 なの が流 行 る。 利他本位 の内容 を利 己

本位 で充たす と云ふ と六つ か しい遣 口なんだ が、君 そん な人 に 出逢 つた ですか 」

「何 んなの です」

「外 の言 葉 で云ふ と、偽善 を行ふ に露悪 を以 てす る。 ま だ分 らないだ ら うな。 ち と説

明 し方 が悪 い様 だ。一 一 昔 しの偽 善家 はね。何 で も人 に善 く思 はれた いが先 に立っ ん

でせ う。 所 が其反対 で、人 の感触 を害す る為 め に、 わ ざ/＼ 偽 善 をや る。横 か ら見

て も縦 か ら見て も、相 手 には偽善 と しか思 はれ ない様 に仕 向 けて行 く。相 手 は無 論厭

な心持 がす る。 そ こで本人 の 目的は達せ られ る。 偽善 を偽善 其儘 で先方 に通用 させ 様

とす る正直 な所 が露 悪家 の特色 で、 しか も表面 上の行為 言語 は飽迄 も善 に違い ないか

ら、一一 そ ら、二位 一体 といふ様 な事 にな る。 此方法 を巧妙 に用 ひ るものが近来 大分
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殖 えて来た様 だ。極 めて神経 の鋭敏 になった文 明人種 が、尤 も優美 に露悪 家 にな らう

とす る と、 これが一番 好 い方法 にな る。 血 を出 さなけれ ば人 が殺せ な い といふ のは随

(8)

分野蛮 な話 だか らな君、段 々流行 らな くな る 」(七 の 四)

広 田が言 う 「偽善 を行 うに露悪 を以 てす る」「優 美 な露悪 家」とい うの は、ヘ ッダの よ う

な 「人 の気 持 ちを害す るた めにひ どい こ とをす る」つ ま り 「露 悪 を行 うに露 悪 を以 てす る」

人物 を よ り発 展 させ た もので あ る。

広 田の言葉 を借 りて言 うと、ヘ ッダの よ うな極端 な人 間は 「此 二十世 紀」 には 「段 々流

行 らな く」な り、「優 美 な露悪家 」 とい う 「妙 なのが流行 る」ので あ る。三 四郎 は、 この広

田の話 を聞いて 、美禰子 の こ とを思 い出す が、美禰 子 こそ漱石 が作 り上げ た 「此 二十世紀 」

の 「優 美 な露悪家 」 とい える。

次 に、漱石 が関心 を持 った のは、 レー ヴボル グが、昔ヘ ッダ と、父 ガブ ラー将軍 の 目を

盗み なが ら、絵入 り新 聞 を読 んでい る振 りを して 、秘か な会 話 を楽 しんでい た こ とを回想

す る場 面 であ る。

レー ヴボル グ とヘ ッダが過去 を回想 しなが ら言 うセ リフ に傍線 が 引かれ てい る。

LOVBORG.

Alwayswiththesameillustratednewspaperinfrontofus一

レ ー ヴ ボ ル グ

い つ も 、 同 じ絵 入 り新 聞 を 前 に 置 い て …

HEDDA.

Forwantofanalbum,yes.

ヘ ツ ダ

あ い に く 、 ア ル バ ム が 無 か っ た か ら …

『ヘ ッ ダ ・ガ ブ ラー 』 の 中 の こ の 場 面 の こ と と 思 わ れ る 「Onewspaper/backデ

whisper」 とい う言 葉 が 、 『三 四 郎 』 制 作 時 で あ る 、 明 治40、41年(1907,08)

く　　

頃 の 断 片 に 記 され て い る 。 『三 四 郎 』 の 構 想 を 練 っ て い る とき に 、『ヘ ッダ ・ガ ブ ラ ー 』

ロ 　　

の この印象 的 な場 面 を思 い 出 し、 ヒン トに したの で あろ う 。
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「一 寸御 覧 な さい 」 と美禰 子 が小 さな声で云 ふ。三 四郎 は及 び腰 に なつ て、画 帖の

上へ顔 を出 した。美禰 子 の髪 で香 水の匂 がす る。

画 はマー メイ ドの図で あ る。裸 体の女 の腰 か ら下 が魚 になつて 、魚 の胴 が、 ぐる り

と腰 を廻つ て、 向ふ側 に尾 だ け出てゐ る。 女 は長 い髪 を櫛 で杭 きな が ら、杭 き余っ た

の を手 に受 けなが ら、此方 を 向いてゐ る。 背景 は広 い海 であ る。

「次 メ蕉 」

「ア メ蕉 」

くロ 　

頭 を擦 り付 けた 二人 は同 じ事 さ ＼や い だ 。(四 の十 四)

一つ の書 物や 画帖 を挟 ん で
、男 女 が親 密 に囁 き あ う描 写 は、『草枕 』 の画 工が那 美 さ

んに 『ビー チ ャムの生涯 』 を読 んで 聞かせ てい る ところへ 地震 が くる場 面や 、『虞 美人草 』

の小 野 と藤尾 が シ ェイ クス ピアの 『ア ン トニ ィ とク レオパ トラ』 を読 む場 面 な どに も見受

け られ る。

この よ うな場面 を、小 説 の中に取 りあ げ る手法 を漱 石 は好 んで使 ってい た ことが見て と

れ る。 それ は、 明治 とい う時代 にお いて、男 女の距 離が縮 ま るため の効果 的 な演 出であ っ

た とい えよ う。

さらに、漱 石 は、 レー ヴボル グがヘ ッダに、 自分 に過去 の さま ざまな放蕩 を臓悔 させ た

のは、愛情 が あって、 自分 を救 お うと思 っていた か らか と尋ね る場面 に注 目す る。 その 問

い に答 えるヘ ッダのセ リフに傍線 が 引かれ る。

HEDDA.

Mightwantverymuchtogetapeepin-toaworldwhich一

ヘ ツ ダ

「ど うか し て 、 世 の 中 の そ う い う こ と を 覗 き 見 し た い と …

LOVBORG.

Which‐

レ ー ヴ ボ ル グ

「そ うい う こ と … 」

HEDDA.

Whichsheisnotallowedtoknowanythigabout?
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ヘ ツダ

「若 い 女 性 が そ れ に つ い て 知 る こ とは い け な い と され て い る?」

LOVBORG.

Thenthatwasit?

レー ヴ ボル グ

「じや あ 、 そ れ で?」

こ の 部 分 で は ヘ ッ ダ の 言 葉 「Mightwantverymuchtogetapeepin-toaworld

which-」 に 三 重 傍 線 が 引 か れ て あ り、漱 石 の 強 い 関 心 が 見 て とれ る。

ヘ ッ ダ は 、 単 に臓 悔 の 内 容 に 興 味 が あ っ た だ け で レー ヴボ ル グ へ の 愛 情 な ん て も の は 、

これ っ ぽ っ ち も な か っ た。 漱 石 は 明 治42年(1909)頃 の断 片 に 『ヘ ッダ ・ガ ー ブ ラ

ー 』 に つ い て 書 き記 して い る が 、 そ こ に 「10ve.一 一afferwardsfindsitisaninterest.

一 一disillusion」(「 愛 一 一 の ち に 単 な る 関 心 とわ か り一 一 幻 滅 」)と あ る
。 これ は 、 レー ヴ

ボル グが 、ヘ ッダ の 愛 か ら来 る もの だ と思 っ て い た行 為 が 、 単 な る興 味 か らで しか な か っ

た こ と に 幻 滅 す る 場 面 を 指 して い る と い え よ う。 さ ら に 「1Vanity2Strugglefor

conquest3Practicalbearingsetc.etc.」(「1虚 栄 心2征 服 の た め の 奮 闘3実 際 的 な 関

係 、等 々」)と 続 き 、そ の 「単 な る 関 心 」 は 、ヘ ッダ の虚 栄 心 の 高 さ、他 者 を征 服 し よ う と

す る 奮 闘 、ヘ ッダ と周 囲 の 人 物 との 実 際 的 な 関 係 な どか ら起 こ る とい うよ うに 分 析 して い

る。

ILiteratureofReliefLiteratureofsurplusenergy

IIForce

presumingforceinoppositionasexisting.

1.0{

Necessaryoutcomeistouseforceasagainstforce.result.consumptionof

energy,kindnesspityetc.

presumingforcenotinopposition

2.0
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(HeddaGabler)

Loveaffairsin(1.)Loveintrigues(Congreveandsoforth)

(orothers)Loveaf.whichhasforitsobjectthemasteringoftheother(煤 煙)

Loveaffairsin(2.)

(others)

Glove.afferwardsfindsitisaninterest.disillusion

l

lVanity

2Struggleforconquest

3Practicalbearings

etc.etc.

1息 抜 き の 文 学 一 一 余 剰 エ ネ ル ギ ー の 文 学

II活 カ

ー 一 対 立 す る 活 力 の 保 存 を 想 定 す る

10{

一 一 必 然 的 結 末 は 力 に 対 し て は 力 を 使 用
。

結 果 一 一 エ ネ ル ギ ー の 消 耗 一 一 親 切 一 一 同 情 等

一 一 対 立 せ ざ る 活 力 を 想 定

20

(『ヘ ッ ダ ・ガ ブ ラ ー 』)

(1)に お け る 恋 愛 一 一 恋 の 策 略(コ ン グ リ ー ヴ そ の 他)

他 を 征 服 す る こ と を 目 的 と す る 恋 愛(『 煤 姻 』)

(2)に お け る 恋 愛 一 一 … …

0愛 一 一 の ち に 単 な る 関 心 と わ か り一 一 幻 滅

1
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1虚 栄心

2征 服 のための奮闘

3実 際的な関係 、等 々(12)

4.漱 石 の イ プ セ ン感

漱石 が留 学時代 に書 いた ノー ト断片 に、HeddaGablerに つ いて のメモ があ る。190

1年9月 に 『ヘ ッダ ・ガブ ラー 』 を購入 した漱 石 は、それ を読み な が ら、早速 そ の小説 の

構成や 人物造 型 に深 い 関心 を寄せ て いた こ とが伺 え る。漱 石 が特 に関心 を寄せ て いたの は、

ヘ ッダ のキ ャラク ター であ る。

Realism&ldealism(lllusion)

S1C
OCelvantes/DonQuiquote(improbable)ナ リHeddaGabler(Improbable)

ナ リ.

ロ ヨ　

Rostandノ(シ ラ ノ)improbableナ リ.是 等 ノcharacterハ 皆improbableナ リ

こ こで 、漱 石 は ヘ ッダ を 、 ドン ・キ ホ ー テ や シ ラ ノ と並 列 して 「Improbable」 と して い

る。 確 か に 、 ヘ ッダ の よ うな 異 常 な性 格 の 女 性 は 、 現 実 に は 存 在 しそ うに も な い 。

さ ら に 、『幽 霊 』の ア ル ヴ ィ ン グ 夫 人 を 出 して 、「日本 ニ ハ 此 種 ノ女 殆 ン ドナ シ 故 二idea1

ナ ル ベ シ」 「西 洋 ニ テrea1ナ ル 者 モ 東 洋 二 来 レバidea1ト ナ ル ナ リ」 と して 、 西 洋 で は実

在 的 で も 、 日本 で は ア ル ヴ ィ ン グ夫 人 の よ うな 女 性 は 、 観 念 的 に の み しか 存 在 しな い と述

べ て い る。 そ の 例 と して 、 続 い て 『人 形 の 家 』 の ノ ラ も 、ヘ ッダ も挙 げ られ て い る。

OIbsen/TheGhost中 ノ 母 ヲ 見 ヨ.Rea1ト 云 フ カidea1ト 云 フ カ,先 ヅ 其character

ヲ 見 ヨ.若 シ カ ＼ル 見 識 ヲ 有 シ カ ＼ルenlightened女 ア ラ バ 其resultト シ テ 此 言

行 ア ル ベ シ.Resultハrealナ リ 此assumptionハidealナ リ 而 シ テ 其idealノ 度 ハ

S1C

カ ＼ル 女 ノ 少 ナ キ ニ 従 ツ テ 益ideaト ナ リ其 数 ノ 増 ス ニ従 ツテ 益realト ナ ル.日 本 ニ

ハ 此種 ノ女 殆 ン ドナ シ故 二idea1ナ ル ベ シ 然 シ西 洋 人 ノIbsenヲrealsticト 云 フ 以

上 ハ 此 種 ノassumptionノ 少 ク トモ 目障 リ トナ ラヌ 程 迄 此 種 ノ女 ノexistenceハ 認
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メ ラ レ タ リ ト云 フ モ 不 可 ナ カ ラ ン是 西 洋 ニ テrealナ ル 者 モ 東 洋 二 来 レバidealト ナ

ル ナ リ.又HeddaGablerヲ 見 ヨ.Noraヲ 見 ヨ.是 ト反 対 ノ例 ハ 馬 琴 ナ リ天 保 時

ロ 　　

代 ニ ハ 目障 ニ ナ ラ ヌ 程 ノidealcharacteaモ 今 ハ 如 何 殆 ン ド読 ム ニ堪 エ ズ

この記述 か ら、漱石 は、ヘ ッダ に深 い 関心 を寄せ て はい るが、ヘ ッダ の よ うな女性 を 日

本 に置 き換 えた とき、そ のキ ャ ラクター に 「real」現 実味 を感 じない で あろ うと考 えて い

る ことが わか る。

帰 国後 、小 説家 と して歩み 出 して いた漱石 が、 明治41年(1908)に 語 っ てい る談

話 「愛 読せ る外 国の小説戯 曲」 の 中で も、ヘ ッダの よ うな女性 は、現 実 には 日本 に も ヨー

ロ ッパ に も居 ない と言 ってい る。

早い話 がヘ ッダ、 ガブ ラなんて女 は 日本 に到底居 や しない。 日本 は愚 か、イプセ ンの

生 まれ た所 にだつ てゐ る気 づかひ は ない。 それ だか らイ プセ ン劇 にな るので ある。 只

こん な底 抜 をっ らまへて来 て さも生 きて居 る様 に、 隣 りに住 んで ゐ る様 に、 自分 と交

くユ ら　

際 して居 る様 にか くのがイ プセ ンの芸術 家た る所 、 一大 巨匠た る所以 であ る 。

ただ、 その リア リテ ィー を感 じない人物 です ら 「隣 に住 んで ゐ る様 に」生 き生 き と描 く

ところが 、イプセ ンの 「芸術家 た る所 」 「一大 巨匠た る所以」 で あ る と評価 していた。

ここで また留学 中に漱 石が記 した ノー トに戻 るが、「TasteCustometc.ノ 推移 」 とい う

項 目の 中で漱 石 は、ヘ ッダの よ うな登 場人物 は、 ヨー ロ ッパ では リア リテ ィー を感 じた と

して も、 日本 で は心理学 的 な違 いか ら リア リテ ィー を感 じない と書 き記 して い る。 ここま

では、漱石 の学者 と してのヘ ッダ批評 で あ るとい え る。 ところが、漱石 はそ こか ら一 歩進

んで、ヘ ッダ を どの よ うに した ら、 日本で リア リテ ィー の ある登 場人物 とす るこ とがで き

るだ ろ うか と模 索 し始 めてい る。 文学者 として の批評 す る漱 石 か ら、既 に創作 す る立場 の

漱石 へ と近付 きつ つ あ るところが興 味深 い。

TasteCustometc.ノ 推 移

DonQuixote--idealcharacteruniversa1反 対

Scrooze--Pecksniff-一 〃

HeddaGabler-x=realcharacter
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Roscan-x=〃

Ifthey[are]realtoEuropeans,theyarenotsototheJapanese.Thedifferenceof

psychology.(16)

ここで漱石 は、ヘ ッダ を リア リテ ィー のあ る登場 人物 にす るた めに、「x」 とい う要素 を

マイ ナスす るこ とを仮 定 して 、そ の結 果 を想 像 してい る。

ヘ ッダか らxを マイ ナス して造型 された女性 、 それ こそが漱石 が小説 の 中で描 きたか っ

た登場 人物 とい え よ う。

では、xと は何 か。 その ヒン トは、 日本 に帰 ってか らの漱 石 の談話 、講 演 の内容 か ら考

えてい きたい。

5.漱 石 のイプセ ン的人 物の創 作

『三 四郎 』 を連 載 す る1年 前 、 明治40年(1907)4.月20日 、 東 京 美 術 学校 で行

っ た 「文 芸 の 哲 学 的基 礎 」 とい う講 演 の 中 で ヘ ッダ の こ と を 、「ヘ ダ ・ガ ブ レル と 云 ふ 女 は

何 の不 足 も な い の に 、 人 を欺 い た り、 苦 しめ た り、馬 鹿 に した り、 ひ どい 真 似 をや る 、 徹

ロ の

頭徹尾 不愉快 な 女 」 と述べ てい る。

この講演 で漱石 は、物 事の 「真 」 を描 い た極端 な例 として 、ヘ ッダ を挙 げてい る。 漱石

が この講演 の 中で使 う 「真 」 とい う言葉 は、対象物 をあ りの まま描 くゆ えに、対象物 の醜

い部分 まで も露骨 に描 くとい うこ とを指 してい る。

明治41年(1908)6月 の談話 「近作小説 二三 に就 て」で は、イ プセ ンの作 品を 「渠

の作 は其社会 的哲 学 の具 体的表 現 に過 ない 」 とし、 けれ ども 「其 哲理 が情操化 され て居 ら

に 　ラ

な い。」 そ の た め に 「ど う も泣 け な い 」 と指 摘 して い る 。 さ らに 、

「渠 は社 会 の改革者(イ プセ ン 自身 に思 ふ)と して の主張 を貫徹す る為 めに、渠 の作

くユ　　

物 の文 学的 の効果 を減 ず る事 を敢 て して居 る といつ て もよろ し い 。

と、イプセ ンは彼 自身 の 「哲学 」 を主 張す るた めに、文学 的効果 を減ず るこ とをあえて し

て しま ってい る として い る。
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この 中で漱 石 はイプセ ンの作 品 を 「泣 けない」 と評 してい るが、 こ こでい う 「泣 く」 と

は、メ ロ ドラマ の よ うに涙 を流す こ とで はな く、情 操 を満 足 させ る とい うことを 「泣 く」

とい う言葉 で表現 して お り、イ プセ ンの作 品は情操 を満足 させ ない と言 っ てい るのだ。

さらに漱石 は、イプセ ンの作 品 はイプセ ン 自身 の 「哲学 」 を表 現す るた めに、人物 の造

型 が露 骨 にな りす ぎて い る と考 えた。 しか し、イ プセ ン戯 曲の人 物 の よ うな 自我 の強い女

性 を描 い てみた い とい う欲 求 はイプセ ンを読 んだ ときか ら常 にあっ た よ うだ。

明治40年(1907)に 書 いた最 初 の新 聞小説 『虞美 人草』 の藤尾 は、 さな が ら 日本

版ヘ ッダ とい って もよか ろ う。

藤尾 は作 品 中語 り手 か ら 「我 の女」 と呼ばれ 、「己れ の為 にす る愛 を解す る。人 の為 にす

る愛 の、存在 し得 るや とは考へ た事 もない。詩 趣 はあ る。道 義 はない」(十 二 の四)と いっ

た性格 として描 かれて い る。 そ して 、最後 、プ ライ ドの 高 さ故 に、憤 死 して しま うところ

な どは、ヘ ッダが ピス トルで 自殺 す る ところ と呼応 す る。

漱石 自身 、「藤 尾 とい う女 にそ んな 同情 をもって はい けない。あれ は嫌 な女 だ。詩 的で あ

く　　　

るが大人 しくない。徳義 心 が欠 如 した女 であ る 。」 と語 り、ヘ ッダ につ いて は 「何 の不 足

もない のに、人 を欺い た り、苦 しめた り、馬鹿 に した り、ひ どい真 似 をや る、徹頭徹 尾不

く　 ユ　

愉快 な 女 」(「文 芸 の哲学 的基礎 」)と 述べ てお り、藤 尾 はま さにヘ ッダの よ うな女 性 と

して描 かれ てい る。

そ して 、 「あいつ を仕 舞 に殺 す のが一遍 の主意 で ある。 うま く殺せ な けれ ば助 けてや る。

しか し助 かれ ばなお藤尾 な る人 間 は駄 目な人 間 にな る。最後 に哲 学 をつ ける。 この哲 学 は

一つ のセ オ リー であ る
。 僕 は このセ オ リー を説 明す るた めに全編 をかいてい るので あ る。

く　 　　

だか ら決 してあ んな女 をい い と思 っちゃい け な い 。」 と述 べ 、作 品の 当初 か ら 「藤 尾 を

殺す 」こ とが 目的 に あった。これ も、『ヘ ッダ ・ガブ ラー』の結末 がヘ ッダの 自殺 であ った

こ とを念頭 に置 いて、作 品 を作 って いたか らで あろ う。

ところが、そ の 『虞美 人草』 は、漱石 に とって必 ず しも満 足 のい く作 品で はなか った。

晩年 、『虞 美人 草』 を語 った漱 石 は、 「該 著作 は小生 の尤 も興味 なき もの」で 「出来栄 よろ

く　 ヨ　

しか らざる もの」 で ある と語 り、 「絶 版」 に した い とまで言 ってい る。

漱石 は 『虞 美人 草』 で、ヘ ッダ のよ うな女性 を描 こ うと しなが らも、それ に失敗 して し

まった のだ。

イ プセ ンほ ど己の哲 学 を露骨 に しない 、 ヒロイ ンの性格 描写 を 日本 とい う環境 に合 うよ

うに模 索 した 中で、『虞 美人 草』 の藤 尾 の失 敗 を経て 出来上 がった 、 「HeddaGabler-x」
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として生 まれ た のが美禰 子だ とい えるだ ろ う。 っ ま り、ヘ ッダか ら、 日本 で受 け入 れ られ

ない よ うな 「露骨 」な ところをマイナ ス して 、さ らに、「泣 ける」要素 を加 えた女性 とい う

こ とに なる。

ヘ ッダの よ うに 自由奔 放 に振 る舞 う女性 を、漱石 は 明治 日本 の 中で リア リテ ィー を もっ

て描 こ うとした。 そ のため、封建 的 な家制度 か らは ほ ど遠 い ところにい る女性 として、美

禰 子 を あ らか じめ両親 が居 な い、それ ゆ えに 自由に振 る舞 える女性 として設 定 した と思 わ

れ る。

両親 のいない美禰 子 には、 「孝行 」 の義務 はない。 「孝行 」 の思想 は彼 女 と最 も距 離の あ

る ものだ ろ う。だか らこそ 、団子坂 の菊人形 の時 、美禰子 は 「養 老 の滝 」(五 の七)の 菊人

形 の前 で気分 が悪 くなるので あ る。

ところが、両親 がい ない ゆえに、兄 が結婚 した後 、 〈頼 るべ き人 も帰 るべ き家 〉もな く

なって しま う美禰 子 は、 自由奔放 に出来 る猶 予期 間が終 わ りを告 げ た ことを悟 り、突 然現

れ た 「立派 な人」(十 の八)と の結婚 を選 ぶ。

イ プセ ンは結婚 した後 の女性 の悲劇 を よ くモテ ィー フに した が、美禰子 の結 婚 も、そ の

よ うな悲劇 的要素 を孕 んでい る と考 え るこ ともで き るだ ろ う。美禰 子 ほ ど感受性 の鋭 い人

間であれ ば、 「立派 な人」 との結婚 生活 に疑 問を持た ない こ とは考 え られ ないか らで ある。
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第八章く頼るべき人も帰るべき家〉も持たない者たち

1.美 禰子 の境遇

里 見美禰子 は 「名 刺」 を持 ち、 自分名 義 の 「小 口当座預 金通帳 」 を持 っ一種 の独 立 した

女 であ る。

彼 女 に両親 はな く、長 兄 も早 くに他 界 し、今 は次 兄 の恭助 と暮 ら してい る。里 見恭助 と

い う人 物 は、小説 の 中では ほ とん ど登 場せず 、 よ し子の 「いい え、科 は違 ひ ます。法 学士

です。其 上の兄 さん が広 田先 生 の御友 達 だつた のです けれ ども、早 く御 亡 くな りに なつ て、

今 では恭助 さん丈 なん です」(五 の二)と い う美禰 子 の境遇 を語 る場 面や 、原 口の一 中節 の

話(七 の五)、 三 四郎 が美禰 子 の家 を訊 ねた時 に見 た標 札(八 の五)等 で名前 が 出 るば か り

で 、三 四郎 の 目の前 に直接 姿 を現す事 は ない。そ の為、 三 四郎 に とって里見 家 にお け る美

禰 子 の生活 は謎 に包 まれ た ものに なる。 さらに美禰 子の唯 一 の家族 であ る恭助 が、視 点人

物 であ る三 四郎 の前 に姿 を表 わ さない事 に よって 、美 禰子 とい う人物 が個 人 で行動す る人

物 であ る とい うことを、我 々読者 に印象づ け る効果 が生 まれ る事 にな る。

誰 の附属物 で もない 、 「里 見美禰子 」 で ある とい うこ とを証 明す るか の よ うに、彼 女 は、

自分 の住所 と名 前 だ けを記載 した名刺 を三 四郎 に渡 す。

名 刺 には里 見美禰子 とあつ た。本 郷真砂 町 だか ら谷 を越 す とす ぐ向で ある。 三 四郎 が

くの

此名 刺 を眺 めてゐ る間 に、女 は橡 に腰 を卸 し た 。(四 の十一)

この名刺 に は、肩書 きが な く、つ ま り所属 す る場所 を もた ない一人 の女性 の固有名 と住

く　　

所 のみが 印刷 され てい る 。

小森 陽 一氏 は、美禰 子 の名刺 を 「家 の あ る場所 と家 の名 前 、っ ま り住 所 と名 前 だけが、

女 の社 会 的同一性 を示す 」もので あ ると し、「自 らが属 してい る親 の家 しか社会 的 同一性 を

与 えない よ うな 日露戦争 後の 時代 状況 の 中で、肩書 きを持 った男 と同 じよ うに、 自らを、

あるい は 自分 の 固有名 を社 会 に流通 させ よ うとしていた こ とがわか る。 そ の意 味 で彼 女 は

くヨ　

「新 しい女 」の一人 で あった と言 えよ う 。」 と述 べ てい る。 しか し、同時代 の流行 でい う

と、女 が名刺 を渡 す とい う行為 は、芸者 の風俗 で あ り、美禰 子 は 「性 的商 品」 「性 的記 号」

く　ラ

と して しか流 通 を許 され ぬ 「女 」 で あ る こ と を も 、表 して い る の だ 。
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さ ら に 、 こ の 「里 見 美 禰 子 」 とい う固 有 名 に は 、 「里 見 」 とい う 「父 の名 」 が 刻 印 され て

い る こ とを 、 「女 」 は そ の 下 で 「里 見 」 とい う 「鎧 」 に守 られ た存 在 で あ る こ と を見 逃 して

くら　

はな らない と芳川 泰久 氏は指摘 してい る 。

「里見 」 とい う 「父の名 」、美禰子 が所 属す る 「里 見」家 は、両親 、長 兄が 亡 き現在 、次

兄 の恭 助 が戸主 とな ってい る。 一般 的に言 えば、 両親 と死別 した兄妹 は、兄 が家督 を相 続

し妹 を養 ってい くものであ るが、恭助 は美禰 子 に 自由にな る金 を渡 し、美禰 子 を気 遣 う事

な く結 婚 を決 めて しま う。

これ は 『坊 ちゃん』(明 治39年 ・1906)の 兄 が財 産 を片 付 け、坊 ちゃんへ六 百 円を

渡 し、 自分 は任 地 で ある九州へ 出立す るこ ととよ く似 て い る。 この坊 ちゃ んに渡 され た六

百 円を石原 千秋氏 は 「新 しい戸 主 としての扶養 の義務 をまぬ がれ るための手切 れ金 の よ う

く　　

な もの だ ろ う 」 としてい るが、美禰 子 の 「預 金」 にも、そ の よ うな性 格 が あった のか も

しれ ない。

ここで里 見家 の戸主 が長兄 では な く次兄 であ る所 に注 目 したい。 長 兄は推 定家督相 続人

として育 て られ るが、 その長兄 が早 くに他界 した後 、本来 な ら家督 を相続 す るはず では な

かった次兄 が家督相 続 し戸主 とな る。妹 の輿入れ が決 る前 に、自分 の結婚 を決 めて しまい、

自分 が結婚す る と決 まった後 、急 に妹 を、友人 の妹 の縁 談相 手 と結婚 させ る とい う行動 は、

推定家 督相続 人 として の 自覚 な しに育 て られ て きて しま った 「次 兄」 とい う立場が大 い に

影響 して い るの では ないだ ろ うか。

当時 の民法 をみ てみ る と

「家族 力婚姻 又ハ養 子縁組 ヲ為 ス ニハ 戸主 ノ同意 ヲ得ル コ トヲ要 ス家 族 力前項 ノ規定

二違反 シテ婚 姻又ハ養 子縁 組 ヲ為 シタル トキハ戸 主ハ其婚 姻又 ハ養子 縁組 ノ 日ヨ リー

年 内二離籍 ヲ為 シ又 ハ復籍 ヲ拒 ム コ トヲ得(第 七五 〇条)」

とあ り、妹 の婚姻 に 同意 す る 「同意権 」が戸 主の義務 の 中に含 まれ てい る事 が分か る。 現

民法 で は親権 が独 立 してい るが、明治 民法 では、 まだ戸主権 と親権 を併存 させ てい るので

ある。 戸主 の 同意 な しで も婚姻 で きる よ うにな るには、女性 は満 二十五歳 以上 に な らな け

れ ばな らなか った。 二十 三歳 であ る美禰 子 は恭助 の同意無 しに婚姻 が成 立 しない こ とが、

この条 文 か ら伺 え る。恭助 は、一度友 人の妹 、野 々宮 よ し子 に縁 談 があ った男性 を、美禰

子 の夫 としてふ さわ しい と 「同意 」 した事 にな るので ある。
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しか し、先 に も述べ た よ うに、三 四郎 には、この兄恭 助 の存 在 は見 えない。三四郎 には、

美禰子 が 、自分 で考 え、自分 で決 め、自分 一人 で行動す る女性 として しか、映 じな かった。

戸主 で ある兄の存在 を微 塵 も感 じさせ ない彼 女 を、三 四郎 は どの よ うに見て いた のだ ろ う

くの

か 。

此女は我儘 に育 つた に違 ない。それ か ら家 庭 にゐて、普 通 の女性 以 上 の 自由を有 して 、

万事意 の如 く振舞 ふ に違 ない。 か うして、誰 の許 諾 も経ず に、 自分 と一所 に、往 来 を

歩 くので も分 る。年 寄 の親 がな くつ て、若 い兄 が放任 主義 だか ら、斯 うも出来 るの だ

ら うか、是 が 田舎 で あつた ら嚥 困 る ことだ ら う。 此女 に三輪 田の御 光 さんの様 な生活

を送れ と云つ た ら、何 うす る気 か しらん。東 京 は 田舎 と違 つて 、万事 が 明け放 しだ か

ら、此方 の女 は大抵 斯 うなのか も分 らない が、遠 くか ら想像 して見 る と、 も う少 しは

旧式の様 で もあ る。す る と与次郎 が美禰 子 をイ プセ ン流 と評 したの も成程 と思 ひ 当る。

但 し俗礼 に拘 は らな い所丈 がイ プセ ン流 なの か。 或 いは腹 の底 の思想 迄 も、 さ うなの

く　　

か。 其 所 は 分 らな い 。(人 の 七)

三 四郎 は、美禰 子 の 自由奔放 な行動 を、「年 寄 の親 が な くつ て、若 い兄 が放任 主義 だ か ら」

出来 るのだ と考 えてい る。 保護者 か らの干渉 が な く、 自分 の意志 だ けで、思 うよ うに行 動

で き る美禰子 を、三 四郎 は都会 的で 、進 ん だ女性 と して見 てい るの だ。 そ して 「東京 は 田

舎 と違 つ て、万事 が明 け放 しだ か ら、此方 の女 は大抵斯 うなのか」と考 え るが 、冷 静 に 「遠

くか ら想像 して 見」て 、東 京 で さえも 「も う少 しは 旧式 の様 で もあ る」か ら、美禰 子 の行

動 は都 会 で も、 目立つ もので あ るこ とが分 かって くる。 だか らこそ道行 く学生 が 「擦 れ違

ふ 時に屹度 二人 を見 る」ので あ り 「中 には遠 くか ら眼 を付 けて来 る もの も」(人 の人)い る

のだ。 若 い学生達 で さえ、そ うで あるのだ か ら、 団子坂 の菊 人形 の帰 りに、三 四郎 と美 禰

子 が小 川 のほ と りで二人 並ん で座 ってい る所 を、 「広 田先生位 な男」 に 「正 面か ら」 「睨 め

付 け」(五 の九)ら れ るの も、無理 は ないので あ る。

『三 四郎』 が 「朝 日新 聞」 に掲載 された 翌年 の、 明治42年(1909)12月3日 付

『東京 朝 日新 聞』 に 「若 き婦人 の男子 に対す る心得 」 とい うものが掲 載 され てい る。 これ

は東京 の各種 女学校 の教員 等 に よって組 織 された女 子教育懇 話会 が発表 した もので 、そ の

中には 「凡て男子 と面接 す る場 合 には適 当な る同席者 あ るを要す 」「漫 に青年男 子 と文 通す

可 か らず」「若 き男女 のみ にて散歩 、遊戯 、若 くは娯 楽等 をなす は周 囲の指 弾 を招 くもの と

1:



の 　

心得べ し」 とい った 当時の女性 達 の慎 むべ き行動 が列挙 され てい た 。

この 「若 き婦人 の男子 に対す る心得 」 に引 き寄せ て考 え るな らば、美禰 子 は、保護 者 で

ある兄 の許諾 な しに、 三四郎 とい う青年 と、密 室 内で対談 し、文 通 し、散 歩 を し、 さ らに

は三十 円 もの金 を貸 す とい うよ うな 「慎 むべ き行動 」 を した こ とに なるので あ る。

美禰 子 の年 齢 は先 に述 べた よ うに二十三歳 で、当時 の結婚適齢 期 を過 ぎ よ うとしてい る。

しか し、 あ と二年待 てば、兄 の同意 が無 くて も 自分 の意 に添 う結婚 が出来 る歳 で もあ る。

もち ろん 、ただ で さえ行 き遅れ た感 が ある上 に、満 二十 五歳以上 にな るま で結 婚 しなか っ

た な らば、大い に問題 があ ったか も しれ ない。 しか し、 明治40(1907)年 の国勢調

査 では、東京都 の23歳 以上満24歳 未満 で結婚 した女性 の数1703人 に対 して、25

歳以 上満26歳 未満 で結 婚 した女性 の数 は1318人 で、決 して少 ない数字 で はない こ と

を述 べてお く。 けれ ども美禰子 は二年 待つ事 をせず に、急 ぐよ うに 「立派 な人 」 の元へ嫁

ぐ。 兄が結婚 す る と決 った今 、美 禰子 は 自分 の将来 を早急 に決 めて しまわ なけれ ばな らな

かった のだ。 兄夫 婦 と同居 し 「小姑」 とな るこ とを よ しと しなかっ た背 景 を、小森 陽一 氏

は述 べて い るが 、美禰 子 は 「愛 が存在 しよ うが しまいが 、他 家 の男 の金銭 に よって扶 養 さ

くユ 　　

れ る しか生 き る道 の ない、 〈妹 の宿命 〉 」 を受 け入れ 、 「立派 な人 」 との結婚 に踏 み切

ったのだ。

行 き遅れ た妹 が、兄夫婦 と同居す る ことの難 しさを、漱 石 は後 に 『行 人』(大 正元 年1

912)の 中で描 いてい る。一郎 夫妻 は、一郎 の父母 、次郎 、お重 と共 に暮 ら して い るが 、

行 き送 れ た妹 お重 は、 常に一郎 の妻お 直 を敵 の様 に思 ってい る。 お重 は、下女 で あ るお貞

の 「嫁 入 り仕 度」 の着物 を縫 ってい たお直 に 「お重 さん これ お貞 さんの よ。好 い でせ う。

あなた も早 く佐 野 さん 見た様 な方の所 へ入 らつ しや い よ」 と言 われ て、それ を 「何 時迄小

ロ の

舅 の地位 を利 用 して人 を苛虐 め るんだ 」 とい う 「調 刺 」 として 「解釈 」す るので あ る 。

(「帰つ てか ら」十)

新 しく嫁 いで くる兄嫁 に とって、美禰 子 とい う妹 の存在 は、煙 たい 「小姑 」に しかな ら

ない。兄 里見恭助 が結婚 す る と決 まった今 、美禰 子 は、兄夫 婦 の邪 魔物 にな らない為 に も、

早 く嫁 が な けれ ばな らない運命 に あった のだ。
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2.「 汽 車の女 」た ちが抱 えてい た問題

恭助 が 「近々結婚 」す る と決 ま ったか らには、美禰 子 は兄夫婦 の邪魔物 とな らない為 に

も、早々 に里見家 か ら出て行 かな けれ ば な らない。今 ま で 自由に振 舞 えた家 は、 も う兄夫

婦 を主体 とした家 と変化 して しま う。美禰 子 は、兄夫 婦の家庭 の空気 を乱 さないた めに も、

一刻 も早 く里見家 か ら出て行 かね ばな らな い存在 なのだ
。兄 の結婚 が決 まって しまった今 、

彼女 は、帰 るべ き家 も頼 るべ き人 もな くなって しま うことを、敏感 に感 じ取 っていた のだ。

「で も兄は近 々結婚 します よ」

「おや 、左 うです か。 す る と貴方 は何 うな ります」

ロ 　　

「存 じま せ ん 」(十 の 四)

原 口のア トリエ でモデ ル を務 め る美禰 子 は、恭 助 の結婚 が決 ま った こ とを原 口に告 げ る。

そ の時 「おや、左 うです か。す る と貴方 は何 うな ります 」とい う質 問が投 げ掛 け られ るが、

これ は兄恭助 が結婚 した後、早急 に彼 女 は身 の振 り方 を考 えなけれ ばな らない こ とを原 口

も三 四郎 も当然 の よ うに考 えてい るか らで あ る。 自分 を守 って くれ る頼 るべ き人 も、 自分

を受 け入れ て くれ る温 かい家 も、失 って しま う美禰 子。『三 四郎』の 中に は、この よ うな 〈

頼 るべ き人 も帰 るべ き家 もな い女性 〉が何人 か描 かれて い る。

久 し振 で 国へ 帰つ て小供 に逢 ふの は嬉 しい。 然 し夫 の仕 送 りが途切 れ て、仕方 な し

に親 の里へ帰 るのだ か ら心配 だ。夫 は呉 に居 て長 らく海 軍 の職 工 を してゐた が、戦

争 中は旅 順 の方 に行 つ てゐ た。 戦争 が済 んで か ら一旦 帰つ て来 た。 間 もな くあつ ち

の方 が金 が儲 か る と云つ て、 又大連 へ 出稼 ぎに行 っ た。 始 めの うち は音信 もあ り、

.月々 の もの も几帳 面 と送 つ て来た か ら好 かつ たが、此 半歳許 前 か ら手紙 も金 も丸 で

来 な くなっ て仕舞 った。 不実 な性 質 で はない か ら、大 丈夫 だ けれ ども、何 時迄 も遊

んで食 て ゐ る訳 には行 かない ので 、安否 のわ か る迄 は仕 方 がない か ら、里へ帰 つて

ロ ヨ　

待 て ゐ る積 だ 。(一 の 一)

三 四郎 が、九州 か ら汽 車 に乗 って上京 す る時、一 緒 にな った女 の話 で ある。 話 し相 手 に

なってい た爺 さんは、話 の始 めの うちは 「只はい/＼ 」 と返 事丈 してい たのだ が、「旅順 」
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とい う単語 の後 は 「急 に 同情 を催 ふ して 、それ は大い に気 の毒だ」と言 いは じめ る。「旅順 」

は明治36年(1903)に 勃発 した 日露戦 争 の時、多 くの 日本 兵 が犠 牲 にな った場 所 で

ある。爺 さんは 「旅 順」 とい う単語 に特別 な思 い入れ が ある よ うで もある。息子 を 「旅順 」

で 亡 く したのか もしれ ない。

自分 の子 も戦争 中兵 隊 に とられ て、と う/＼ 彼地 で死 んで仕舞 つた。一体戦争 は何

の為 にす る ものだ か解 らない。後 で景気 で も好 くなれ ばだ が、大事 な子 は殺 され る、

物価 は高 くな る。 こんな馬鹿 げた もの はない。 世の好 い時分 に 出稼 ぎな ど ＼云ふ も

くユ　 　

の は な か つ た。 み ん な 戦 争 の 御 蔭 だ 。(一 の 一)

女 は、戦後 出稼 ぎに行 った き り行方 不 明 とな ってい る夫 の話 を し、爺 さんは戦争 で死ん

で しま った息子 の話 をす る。爺 さんは 「何 しろ信 心 が大切 だ。生 きて働 いて ゐ るに違 ない。

も う少 し待 つて ゐれ ば屹度帰つ て来 る」 と女 を慰 め るが 、女 の夫 は 、 も う 「半歳」 も音信

不通 な のだ。 大 陸で何 らかの トラブル に捲 き込 まれ たの か、す でに死 んで しまって い るの

か、『三 四郎』の 中で は明 らかに され てい ない が、も う一度 、夫 か ら仕 送 りが来 て 、元 の生

活 に戻 る ことが でき る とは考 えに くい。 この女 も、頼 るべ き人 も帰 るべ き家(里 へ帰 るこ

とがで きるが、里 の親 か らすれ ば、片 付い た女で あ った娘 が 出戻 っ てきた こ とに なる。 そ

ういつ まで も女 の面倒 を見て くれ は しない だ ろ う)も な い女性 の一人 なので あ る。

漱石 は、なぜ希 望 を持 って上京す る前途悠 々 た る一青年 に、 この よ うな会 話 を聴 かせ た

のであ ろ うか。無論 「うと/＼ と して眼が覚 め」 た ばか りの三 四郎 には、何 らの実感 も沸

かない し、感想 す ら持 ち合わせ て はいない。彼 は、何 事 に関 して も物事 の表 面 しか 見 えて

い ない のであ る。

名 古屋 で同 じ部屋 に泊ま った女 の他 に も、 も う一人 く頼 るべ き人 も帰 るべ き家 もない女

性 〉がい る。 三 四郎が野 々宮 の家で留 守 を預 か っていた ときに、裏 の土手 か ら礫 死 した女

で あ る。

「あ ＼あ ㌧、 も う少 しの 間だ」 と云ふ 声 が した。方 角 は家 の裏手 の様 に も思へ るが、

遠 い ので確 か りとは分 らなかつ た。 ま た方角 を聞 き分 ける暇 もない うちに済ん で仕 舞

つた。 けれ ども三 四郎 の耳に は明 らか に、此一 句が 、凡 てに捨て られた人 の、 凡てか

ロ ら　

ら返事 を予期 しない、真実 の独 白と聞 え た 。(三 の九)
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礫 死 した女 は、列 車 に飛 び込む 前 に、「あ ㌧あ ㌧、も う少 しの間 だ」 とい う言 葉 を吐いて

い る。 三 四郎 には一瞬何 事か は分 らなか ったが、 その独 白を 「凡 て に捨 て られ た人 の、凡

てか ら返事 を予期 しない、真実 の独 白」だ と感 じた。 女 が、如何 な る理 由で 自殺 に至った

のかは、小説 の中で知 るすべ も無 いが、当時礫 死 は鉄道 の発 展 と共 に、自殺 の手段 として 、

数 を増 や してい たの は事 実で あ り、新 聞 に もよ く掲載 され てい た。 漱石 は、 明治41(1

くユ　　

908)年 の 「断 片」 に、 「汽 車礫 死以 前 」 とい うメモ を残 して い る。 明治41(19

08)年3月14日 に生麦で 二十一 二歳の女性 が無残 の礫 死 を遂 げ た事件 が 『読売新 聞』

に、明治41(1908)年7月3日 に、 同列車 に二つ の礫 死事 件 があ った ことが 『朝 日

新 聞』 に報道 され るな ど して いた。漱 石 はそん な新 聞記事 を眺め なが ら、小説 の構想 を練

る際に 「汽 車礫死 以前 」と綴 った のか も しれ ない。「かっ てない規模 の戦争 に よる戦後社 会

ロ の
の歪 み、矛盾 も激化 し、その端 的 な象徴 として、鉄道 自殺 の飛躍 的増加 が指摘 で き る 」

とした のは平 岡敏 夫氏 だが、礫 死 の増加 は、 日露戦 争 が人 々 の心 に残 した傷痕 の大 き さを

示す象 徴 で もあった。 さらに、女性 の 自殺 は、「その理 由の多 くが 、日露戦争 で夫 を亡 くし

た為 に起 こった経 済的 困窮、死 んだ夫 の両親 に よる強制 的な離婚 等 といっ た、戦争 が もた

く　　　

らした過酷 な現 実 」 が原 因で あった。

日露戦争 の後 には、戦 死 した兵士達 の妻 、つ ま り戦争未 亡人 の問題 が起 こって くる。二

葉亭 四迷 は、「未 亡人 と人道 問題 」とい うタイ トル の もと、そ んな未 亡人た ちに 「天 下の寡

ロ 　　

婦 は再 婚す べ し 」 と呼び かけ るが、死 ん だ兵 士達 は 「英霊 」で あるが ゆえに 、そ の妻 も

貞節 を守 らな けれ ば な らず、死 んだ兵 士た ちの家族 を新 聞が追 いか ける とい う情報合 戦が

起 こ り、新 聞 ジャーナ リズ ムが未 亡人 達が再婚 す る こ とを よ しと しなかった とい う背 景 が

く　の

あっ た 。

『三 四郎』 の中で、大 久保 で礫 死 した 「若 い女」 に、戦争 未 亡人 の問題 が隠 され ていた

のか ど うかは分 か らない。 しか し、私 に は、 この 「凡て に捨て られ た人 の、凡 てか ら返事

を予期 しない、真 実 の独 白」 を眩い た後 に礫 死 した女が 、三 四郎 と名 古屋 で 泊ま った、夫

と音信 不通 に な り里へ帰 って行 った 「汽車 の女」 の行 く末 を表 してい る よ うに思 えてな ら

ない。「汽車 」とい う共通 項 によって結 ばれ た この二 人の女性 はく頼 るべ き人 も帰 るべ き家

もない女性 〉の持 っ、共 通す る寂 しさの よ うな もの を備 えてい る と感 じるのだ。

〈頼 るべ き人 も帰 るべ き家 もない女性 〉 とい えば、美禰 子 もそ うであ る。「汽 車の女 」の

よ うに、美禰 子 もまた 、経済 的に も精神 的 に も肉体 的 に も不安 定の まま、宙 づ りに され て

い る。『三 四郎』の汽 車 の女、ひ いて は美禰 子 の出現 の背 後 には、当時かまびす しか った女
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学生 問題 ・未 亡人 問題 ・"性欲"の 問題 等へ の異常 な関心 の高 ま りが あった と考 えるべ きで

あろ う。特 に、女 学校 を卒業 し、二十 三歳 に もなった美禰子 は、 これ らの 問題 を兼 ね備 え

く　 の

た女性 として、汽車 の女 に引 き続 いて登場 す る 」 とは西村 好子氏 の意 見で あるが、美禰

子 は、 この汽 車 の女 と礫 死 した女、 これ らの女性達 に共通す る〈淋 しさ〉を背負 って登場

す る女 性 であ る と私 は考 えるので ある。

ス トレイ ヘシ　プ

「迷 へ る子 」 とは、 羊飼 い か らも群 れ か らも、 は ぐれ て しまった 羊で あるが、美禰 子 は

自分 自身 を守 って くれ る羊飼 い か らも、 自分 が属 して い た群れ か ら もは ぐれ て しま った

ス トレイヘシ　プ

「迷 へ る子 」 と して 喩 え て い る の で あ る。

松 村 昌家 氏 は 、 こ の 「ス トレイ ・シ ー プ 」 とい う言 葉 は 、 ラ フ ァエ ル 前 派 の 画 家 ウ ィ リ

ア ム ・ホ ル マ ン ・ハ ン ト(1827～1910)の1852年 の 作 品 「迷 え る 羊 」(Strayed

Sheep)か ら想 起 され た もの だ と述 べ て い る。

松 村 氏 に よ る と、 こ の 「迷 え る 羊 」(StrayedSheep)は1852年 に ロイ ヤ ル ・ア カ デ

ミー に 出展 され 、 テ イ ト ・ギ ャ ラ リー の コ レ ク シ ョ ン に な っ て お り、 ロ ン ドン留 学 中 の漱

石 が こ の絵 を見 た 可 能 性 が 高 い こ とを 、 さ ら に、 この 絵 の グ ラ ビア がハ ン トの 自伝 的 著 作

『ラ フ ァエ ル 前 派 と ラ フ ァエ ル 前 派 仲 間 』に 掲 載 され てお り、『文 学 論 』の 第 五 編 第 六 章 に

あ る 「HolmanHuntに 関 す る 書 籍 」 が 、 この 『ラ フ ァ エ ル 前 派 とラ フ ァエ ル 前 派 仲 間 』

を指 す と思 わ れ る こ とか ら、漱 石 が 「迷 え る 羊 」(StrayedSheep)を 直 接 あ るい は グ ラ ビ

く　 　　

アか ら利 用す る ことは可能で あっ た と推 察す る。

ロヘ ロコ も

へ 噌鷹>y-、
/　 ミや さ
げ

/ズM

:こ 銑

ノ ℃

ウ ィ リ ア ム ・ ホ ル マ ン ・ ハ ン ト 「迷 え る 羊 」(1852年)

Photo:◎Tate,London2012htt〃www.tate.oruk/art/artworks/hunt-our-enllsh-coasts-1852-straed-shee-nO5665(2012.10.02ア ク セ ス)
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ハ ン トの 「迷 える羊」(StrayedSheep)に 描 かれ てい る羊た ちは、海岸 沿い の崖 の上 に

放牧 され てい るが、そ こに羊飼 い がいない た めに、羊 た ちはそれ ぞれ 気 ままに行動 し、藪

に絡 ま ってい る ものや 、今 に も崖 か ら落 ちそ うな ものもい る。 羊飼 いが 目を配 ってい ない

ため、 このま までは、 羊た ちは彷 往 うか崖 か ら落 ち る運命 に ある と もい える

ス トレイヘシ　プ

美禰 子 は 自 らを 「迷へ る子」 に喩 え るが、いつ まで待 って も帰 って こない羊飼 い として 、

は ぐれ た 自分 を探 しに こない広 田や野 々宮 の こ とを思い浮 かべ てい たので あろ う。「責任 を

逃れ たが る人 」 とい う言 葉 は、広 田や 野 々宮 に向け られ た批判 で あ り、 また、 自分 を放 っ

てお いて結婚 を決 めて しま った兄 に対 して の批難 も含 まれ てい るだ ろ う。

自由奔放 で、帝 国大学 を中心 とす る独 身男性 グル ープ の女王 の よ うに見 え る美禰子 で あ

ス トレイヘ シ　プ

るが、実 は、彼女 は 自分 の家 に も、広 田 らの グル ープ に も居場所 が ない 「迷 へ る子 」 なの

で あ る。

3.「 崖 」 に立 た され た 女

「絶壁 ね」と大袈 裟 な言 葉 を使 つた。「サ ツフオー で も飛び 込み さ うな所 じや あ りま

せ ん か」

(中略)

「あなた も飛 び込 んで御覧 な さい」 と美禰 子 が云ふ。

「私?飛 び込 みませ うか。で も余 ま り水 が汚 ない わね」 と云 ひな が ら、此方へ 帰っ

く　ヨ　

て 来 た 。(六 の 十 一)

三 四郎 が大学 の池 のほ とりで、美禰 子 と出会 った時、彼 女 が立っ ていた 「岡 の上」 は、

よ し子 曰 く 「サ ツ フオ ー」が失 恋 した後 に 「飛び込 み さ うな」崖 の上 で もあった。 芳賀徹

氏 は、この 「巌 山の上」に立 つ美禰子 を、ラファエル前派 の画家 達 が好 ん で取 り上 げた 「ヴ

ィナ ス の丘 」のモ テ ィー フを隠 して い る と見 な し、美禰 子 が 「無 慈悲 の美 女」 ヴィナス の

く　 　　

よ うに 三 四郎 を誘 惑 して しま っ た と して い る 。 しか し、 私 は この 「崖 」 に は 、 ヴ ィナ ス

の よ うな 〈宿 命 の 女 〉 の イ メ ー ジ よ りも、 「オ フ ェ リア 」 「シ ャ ロ ッ トの 女 」 「エ レー ン」 の

よ うな 〈水 に 死 せ る女 〉の イ メ ー ジ を彷 彿 させ られ て しま う。
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ジ ョ ン ・ ウ ィ リ ア ム ・ ウ ォ ー タ ー ハ ウ ス

「シ ャ ロ ッ ト の 女 」(1888年)

PhotoOTate,London2012

http/ム ～"、～tate・rguk/art/art、 ～・rks/、uaLerh・use-the-lady-・r-sha1・tt-r10

1543(2012.10.02ア ク セ ス)

〈水 に死せ る女 〉の詳 しい考 察 は、後 の項 に譲 る と して 、『三 四郎』に、ラフ ァエル 前派

く　 ら　

を始 め とす る英 国絵 画 の影響 が色 濃 く表れ てい る事 は、前 述 の芳賀 徹氏 、熊 坂敦 子 氏 、

く　の

サ相 仁 氏、す でに先学 の諸氏 に よって言及 され てい る。そ の ラフ ァエル前 派の画 家達 が、

繰 り返 し描 いた 〈水 と死 〉のモ テ ィー フ、ハ ム レッ トとの愛 が成就 せず狂 気 の果て に溺死

す る 「オ フ ェ リア」、そ して 自分 に与 え られ た世界 に満 足せず 、外 の世界 の男 との一体化 を

望 んだ為 に呪い がかか る 「シャ ロ ッ トの女」 等 はそ の代表 とい え る。

三 四郎 が初 めて美禰 子 を 目に した とき、彼 女 が立 って いた場所 が 、実 は、サ ッフォー が

飛び込 み そ うな 「崖 」 であ ったの は、兄 が結 婚す る と決 ま った今 、生 きて い く為 に 自分 の

将来 を早急 に決 めて しまわ なけれ ばな らない美禰子 の置 かれ た状 況 、 も う後 の無い青春 を

象徴 して い る とい えよ う。

この 「崖 の上」に立っ美 禰子 の姿 は、『草枕』の那美 が、鏡 が池 に立って い る構 図 と似 て

い る。

緑 りの枝 を通す 夕 日を背 に、暮れ ん とす る晩春 の蒼黒 く巌頭 を彩 どる中に、楚 然 と

して織 り出 され た る女 の顔 は、一一 花 下 に余 を驚 か し、ま ぼろ しに余 を驚 うか し、振

袖 に余 を驚 か し、風 呂場 に余 を驚 か した る女 の顔 で あ る。

余 が視 線 は、蒼 白き女 の顔 の真 中に ぐ さと釘付 けに され たぎ り動 か ない。女 も しな

やか な る体躯 を伸せ る丈伸 して、高 い巌 の上 に一指 も動 か さず に立つ て居 る。 此一刹

那!

余 は覚 えず飛 び上 つ た。 女 はひ ら りと身 をひ ね る。帯 の 問に椿 の花 の如 く赤 い もの
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く　 の

が 、 ち らっ い た と思 つ た ら、 既 に 向 ふ へ 飛 び 下 り た 。(『 草 枕 』 十)

く　 　　

「『三 四郎 』研 究 の問題 点 」 とい う論 の 中で 「美禰 子 と三 四郎 が大学 の心 字池 で出会

う場 面 は有名 だ が、 この構 図 は 『草枕 』 の那 美 が画 工 のい る 「鏡 が池 」の対岸 に突然 現 わ

れ た場 面 とよ く似 てお り、(1)男 の視線 の動 き(2)男 と女 の位置 関係(3)夕 日が木

の間か ら射 して い る(4)周 囲の静 け さ とい う四つ の共 通項 が ある。 この場面 には、共

通 のモテ ィー フが隠 され てい るので はない だ ろ うか。」と指摘 が あ る。続 いて 「この二人 に

は異 な る性 質が与 え られ てい る。『草枕 』の那美 は、寺 の和 尚か ら高 い評価 を得て お り、ま

た 、長 良の 乙女や オ フェ リア のイ メー ジが重 ね られ 、悲劇 の女 であ るかの よ うに描 かれて

い る。 美禰子 は、そ の よ うな描 かれ方 は され てい ない」 とあ るが、美禰 子 もまた 、那美 の

よ うに、 〈水 に飛 び込 む女 〉を象徴す るよ うなモ テ ィー フ と共 に描 かれ て い るこ とを見逃

しては な らない。『草枕 』の那美 の よ うに、美禰 子 には直接 的に 「長 良の 乙女や オ フェ リア

のイ メー ジが」重 ね られ てい ない だけで、文 芸協会 の演 芸会 の場 面 ではオ フェ リアへ 向か

って吐かれ たハ ム レ ッ トの台詞 「尼 寺へ行 け。尼寺へ行 け。」は直接美禰 子 に投 げ掛 け られ

た よ うに感 じ られ るこ とを思 い出 して も らいたい。 美禰子 が 「サ ツフオー で も飛び 込み さ

う」 に高 く、下 には 「汚 ない」水 が あ る崖 か ら登場 す る とい うところか らも、や は り、美

禰子 に も、悲劇 の果 て に 〈水 に飛び込 む女 〉のイ メー ジが常 につ きま とってい るのだ。

オ フェ リア、 サ ッフォー のよ うに、失恋 の果 て に 〈水 に飛び込 む女 〉の影 を背負 った美

禰 子 は どうや ら野 々宮 に好意 を持 っていた ら しい。

野 々宮 も少 なか らず その気持 ちには応 えていた よ うで 、彼 は美禰 子 に 「蝉 の羽根 の様 な

リボ ン」(二 の六)を 贈 ってい る。

この リボ ンは、三 四郎 が大学 へ訪 ねて きた帰 りに、野 々宮 が買 った もの であ る。「蝉 の羽

根 の様 な」 とある こ とか ら、薄物 で あ るこ とがわ か る。後 に、三 四郎 が病 院 で美禰 子 と再

会 した とき、美禰 子 の頭 に は、 この 「蝉の羽 根 の様 な リボ ン」 が飾 られて いた。そ の時 、

三 四郎 は入 院 してい る よ し子 に袷 を屈 けて い るこ とか ら、服 装 は も う秋 に なってい る こ と

がわか る。 それ なの に薄 物の リボ ンを付 けてい る ことは 、明 らかに季節 を逆行 して お り、

田舎者 の三 四郎 で さえその こ とを疑 問に思 ってい る。 それ は 「君 、今 頃で も薄 い リボ ンを

掛 け るものか な。あれ は極暑 に限 るん ぢや ないか」(三 の十 四)と 与 次郎 に聞 くほ ど、不 自

然 な行 為 であ った。 秋 にな って も野 々宮か ら貰 った薄物 の リボン を掛 け るのは、美禰 子が

この贈 り物 と贈 り主 の ことを大 事 に思 って いたか らで あるが、「蝉 の羽根 の様 な リボ ン」は 、
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二人 の 関係 も 「蝉 の羽根 」の よ うに修 い一一 秋 が来 れ ば終わ って しま うよ うな一一 もので

ある との暗喩 ともい える。

美禰 子 と野々宮 の 問にすれ違 いが生 じだ したの は、団子坂 の菊人形 見物 の頃か らで ある。

広 田の家 の庭 か ら二人 が言い争 う声 が した。

「そん な事 をす れば地 面の上 へ落 ちて死 ぬ計 りだ」是 は男の声 で ある。

「死 んで も、其方 が可 い と思 います」 是は女 の答 であ る。

「尤 もそ んな無謀 な人 間は高 い所 か ら落 ちて死ぬ だ けの価値 は充分 ある」

く　の

「残酷 な事 を仰 しや る 」(五 の四)

この美禰子 と野 々宮 の間で交 わ され る会話 をは、三 四郎 を 「不安 」に させ る。三 四郎 は 「不

安 の念 を駆 る為 めに、 二人の談柄 を再 び別 挟 出 して見た い気 が」 して質 問 の機 会 を うかが

う。 ところが話 は 「空 中飛 行器 」の こ とで あった。 三 四郎 は なぜ 「なに空 中飛 行器 の事 で

す」 と聞 いて、 「落語 のお ちを 聞 く様 な気 が した」の か(五 の五)。 それ は三 四郎 が、 この

二人 の会話 にた だな らぬ雰囲気 を感 じたか らで ある。 三 四郎 は、美 禰子 と野 々宮 の関係 に

薄 々なが ら気 付 いてお り、二人 が結婚 す るか も しれ ない とい う 「不安 」が絶 えず三 四郎 の

頭 の 中にあ るか らな のだ。そ んな時 、野 々宮が大久保 に構 えた新 居 を引 き払 って、 再び下

宿生活 に戻 る。

三 四郎 は寧 ろ野々宮 さん の気 楽 なの に驚 ろい た。さ う容 易 く下宿 生活 に戻 る位 な ら、

始 めか ら家 を持 たない方 が善 か ら う。 第一 鍋、釜 、手桶 杯 といふ世 帯道 具の始 末 は

ど う付 けた ら うと余 計 な事迄 考へ たが、 口に 出 して云 ふ程 の事 で もな いか ら、別 段

の批評 は加 へな かった。 其上 、野 々宮 さんが一 家の主 人か ら、後戻 りを して 、再び

純書生 と同様 な生活 状態 に復す るのは、取 も直 さず家族 制度 か ら一 歩遠退 いた と同

じ事 で、 自分 に取 つて は、 目前の疑 惑 を少 し長 距離へ 引 き移 した様 な好都 合 に もな

る。其 代 りよ し子 が美禰 子 の家へ 同居 して仕 舞 つた。 此兄妹 は絶 えず往 来 してゐ な

い と治 ま らない様 に 出来 上 がって ゐ る。絶 えず往 来 してゐ る うちに野 々宮 さん と美

禰 子 との 関係 も次 第次第 に移 つて来 る。す る と野々宮 さん が又 いつ 何 時下宿生 活 を

のの

永久 に 巳める時機 が来 ない とも限 らな い 。(六 の十 三)
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三 四郎 は、野 々宮 が元の下宿 生活 に戻 った時 「家族制 度 か ら一歩遠 退い た」「自分 に取っ

て は、目前 の疑惑 を少 し長距離 へ 引き移 した様 な好都 合 に もな る」と考 え る。つ ま り、野 々

宮 が美禰 子 と所帯 を持 つ こ とか ら遠 のいた と思 うので あ る。 しか し、それ で もなお 、二人

の関係 を考 える と、居 て も立 って もい られ な くなって くる。 そ んな時 、三 四郎 は広 田先生

の所へ 行 く。

自分 は美禰子 に苦 しんでゐ る。 美禰 子の傍 に野 々宮 さん を置 く と猶 苦 しんで来 る。

そ の野 々宮 さん に尤 も近 い もの は此 先生 であ る。 だ か ら先生 の所へ 来 る と、野 々宮

くヨの

さん と美禰 子 との 関係 が 自か ら明瞭 になって くるだ ら うと思 ふ 。(七 の二)

野 々宮 と美 禰子 の 関係 に悩む 三 四郎 は、「野 々宮 さん に尤 も近い 」広 田に対 して、野 々宮

が下宿 生活 に戻 った事 につい て、 「当分 あ ＼遣つ て御 出の積 なんでせ うか」 「奥 さん で も御

貰 にな る御 考へ はない んでせ うか」(七 の二)と い ろい ろ質 問す るの も、三 四郎が薄 々 なが

らも、野 々宮 と美禰 子 の関係 に気 付 いてい るか らなので あ る。

「なに遣 らな くつ て も同 じ事です。 高 く飛 ば うと云ふ に は、高 く飛 べ る丈 の装置 を考

へた上 で なけれ ば出来 ないに極つ てゐ る。 頭 の方が先 に要 る に違 ない ぢや あ りませ ん

か」

「そ んな に高 く飛び た くない人 は、それ で我慢 す るか も知れ ませ ん」

「我慢 しなけれ ば死 ぬ許 です もの」

「そ うだ とす る と安 全で地 面 の上 に立つ てゐ るのが一番 好 い事 にな ります ね。何 だか

の 　　

詰 ま らない様 だ 」(五 の五)

話 を も う一 度 「空 中飛 行 器 」 に 戻 す 。 「空 中 飛 行 器 」 の話 が 、 日常 会 話 と して 人 々 の 中 に

浸 透 した の は 、 明 治42年(1909)頃 か らで あ っ た。『朝 日新 聞 』 に 、 この 回 が 掲 載 さ

れ た の は 、明 治41(1908)年 の10月20日 、21日 で あ り、『三 四郎 』 の 作 品 世 界

で は 、 そ の 前 年 明 治40(1907)年 の秋 に、 この 会 話 が な され た 事 に な る。 ラ イ ト兄

弟 の飛 行 成 功 が 明 治37(1904)年5月 に 『中央 公 論 』 で 紹 介 され 、『萬 朝 報 』 が 明 治

40(1907)年3月25日 と明 治41(1908)年10月3日 に 「飛 行 船 」「飛 行 機 」

に 関す る記 事 を書 き 、 さ らに 『大 阪 朝 日新 聞 』 で は 明治41(1908)年9月20日 、
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25日 に 「空 中飛行機 墜落」 の記 事 を載 せ てはい るものの、全 国的 に 「空 中飛 行器 」の話

の ヨ　

題 が新 聞紙 上 を賑 わす のは、『三 四郎』掲載 の翌年 明治42(1909)年 か らなので あ る 。

では 、なぜ突然 に 『三 四郎』の 中で、「空 中飛 行 器」の話 が交 わ され たので あろ うか。私

は、 ここに、作者 の意 図 を感 じるの であ る。美 禰子 と野 々宮 の関係 は、三 四郎 に も、三 四

郎 の視 点 に よって小説 を読ん でい る読者 に も、二人 が結婚す るのか しない のか、 はっき り

とは分 か らない。 そ こで、真新 しい 「空 中飛行 器」 とい う話題 をハイ カ ラで知的 な二人 に

させ る事 に よって、読者 の注 目を集 め、 この二人 の関係 を 「空 中飛 行器 」 とい う物 を通 し

て 、暗 に示 唆 してい るので はなか ろ うか。つ ま り 「空 中飛行器 」 の会話 は、 その まま美禰

子 と野 々宮 の結婚観 を表 して い る と読 み取れ るの だ。 だ か らこそ 、三 四郎 は、 この話題 を

聞いて 「不 安 の念 」に駆 られ 、読者 とも ども、一体二 人 は何 の話 を して い るのだ ろ うか と、

話題 の 中心 が知 りた くな るの であ る。や っ との こ とで三 四郎 が 「質 問の機 会 を得」て 、「今

のは何 の御話 しなんです か」 と訊 ねた後 、「なに空 中飛 行器 の事 です 」 と野 々宮 に 「無 造作

に」言 われ た時 、三 四郎 も読者 も 「落語 のお ち を聞 く様 な気 が」す るので ある。

「空 中飛行 器」 を巡 って二人 の意 見は激 し く対 立 していた。 これ は二人 の結婚観 の違 い

を意 味 し、結 婚す るには 「飛 べ る丈 の装 置」 イ コール経 済 的基盤 が必 要 とす る野 々宮 と、

「装置 」 が不十分 で も飛 びた い、す なわ ち経 済的基盤 が不 十分 であ って も結婚 した い美 禰

子 との意見 が分 かれて い る ところ として、読者 に強調 してい る とは とれ ないか。

美禰 子 と野 々宮 の生活 レベル の差 は、歴然 で あ る。 月 々五十五 円の月給 に私 立学校 の月

給 をプ ラス した ところで、三十 円 もの大金 を 「み ん な御 遣ひ な さい」(八 の十)と 言 って し

まえ る美禰子 の生活 レベ ル にまで達す るこ とはで きない。 だ が、美 禰子 は、野 々宮 に対 し

て 「そん なに高 く飛 び た くない人 は、それ で我 慢す る」「我 慢 しな けれ ば死 ぬ許」だ と、早

急 な決 断 を迫 るので あるが、野 々宮 はそん な彼 女 の必死 の求婚 を受 け入れ て は くれ なか っ

た。後 に美禰 子 が言 う 「責任 を逃れ たが る人 」(五 の九)と は、野 々宮 その人 であ り、野 々

宮 が気 持 ち を受 け入 れ て くれ なか った今 、相 手 を選 ばず結婚 しな けれ ばな らない 自分 自身

を 「御 貰 い を しない乞食 」(五 の九)と 喩 えたので あ る。

漱石 は 「空 中飛行 器」 につ いて、『三 四郎』連 載 よ り三年 後の 明治44年(1911)8

月 に大阪堺 で行 われた 「中味 と形 式」 とい う講演 で述べ てい る。

近頃流 行 る飛 行機 で もその通 りで 、い ろ/＼ 学 理的 に考へ た結果 、斯 う云ふ風 に羽

翼 を附 けて、斯 う云ふや うに飛 ばせ ば飛 ばぬ筈 はない と見込 みがつ いた上 で借雛 形 を
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椿 へ て飛 ば して見れ ば果 して飛 ぶ、飛 ぶ こ とは飛 ぶ ので一応安 心 はす るや うな もの ＼

それ に 自分 が乗つ てい ざとい ふ時飛 べ るか ど うか とな ると飛 んで見 ない うちは矢 張不

安だ ら うと思ひ ます 。学理 通 り飛行機 が 自分 を乗せ て動 いて 呉れ た所 で 、始 めて形式

に 中味が ピツ タ リ喰付 いて ゐ る事 を証 明す るの だか ら経 験 の裏 書 を得 ない形式 はい く

の 　　

ら頭 の 中で完備 してゐ る と認 め られて も不完全 な感 じを与へ るのであ りま す 。

形式 ばか りに こだわ って、 中味が付 いて こない 日本 を、飛 行機 の研究 で喩 えたわ けで あ

るが、「経 験 の裏 書 を得 ない」形式 とい うのは、美禰 子 との結婚 を 「頭 の方」でば か り考 え

て いて、美禰 子 が今 現在 置かれ てい る状況 、そ して美禰 子 の寂 しさ、す な わち 「中味」へ

の配慮 が欠 けて いた野 々宮 に もあて はま るので はなか ろ うか。

さ らに 「中味 と形式 」 で、漱 石 は学者 を攻 撃す る。 学者 は 「冷 然 た る傍 観者 」 で あ り、

「彼等 の取 り扱ふ材 料 か ら一歩退 い て停 立ず む癖」 の ある 「徹頭徹 尾観 察者」 で あるた め

「相 手 と同化 す る事 は殆 ど望 めない」そ して、「当の相 手 た る人 間の性情 に共通 の脈 を打た

してゐ ない」 と批難 す る。

野 々宮 が 「学者 」肌 で、「観 察」好 き一 一 人 間で さえ も観 察す る一 一 で あ るこ とは 『三 四

郎』 の 中に も、 しば しば登場す る。

「昨夜 、そ こに礫 死 があつ た さ うです ね」と云ふ。停 車場 か何 か で聞い た もの らしい。

三 四郎 は 自分 の経験 を残 らず 話 した。

「それ は珍 ら しい。 滅 多に逢へ ない事 だ。僕 も家 に居れ ば好 かつ た。 死骸 は も う片付

けた だ ら うな。 行っ て も見 られ ないだ ら うな」

「も う駄 目でせ う」 と一 口答 へ たが、野 々宮君 の呑気 な のには驚 ろいた。 三 四郎 は此

無神経 を全 く夜 と昼 との差別 か ら起 る もの と断定 した。 光線 の圧力 を試験 す る人 の性

癖 が 、か う云ふ場合 に も、同 じ態 度で あ らはれ て くるの だ とは丸 で気 が付 か なかっ

くヨらラ

た 。(三 の十 一)

三 四郎 は、野 々宮 の この態度 を夜 と昼 との差別 のせ い だ と思 ってい るが、語 り手 は 「光

線 の圧 力 を試 験す る人 の性 癖」 のた めに、野 々宮 が この よ うな態度 を とるこ とを、説 明す

る。 野 々宮 は礫 死 した女 の 「死骸 」 には興 味 を示 して も、礫 死 した女 の内情 には見 向 きも

しない のであ る。
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そ ん な野 々宮 は、美禰子 に対 して も、「冷 然 た る傍観者 」であ り、あ くま で も 「徹頭 徹尾

観察者 」(「中味 と形式」)で あ る。 美禰 子 の 内面 には関心 が向か なか ったのだ。

4.〈 水 に飛び 込む女 〉の系譜

漱 石 が留学 した1900年 か ら1902年 のイ ギ リス は、丁度 ヴィ ク トリア時代 の終焉

であ った。

ヴィク トリア社会 の 中産 階級 の若 い女性 に とって、 「結婚 は この うえ もな く切実 な課 題 」

コ　 リング くヨ　　

であ り、彼 女 らに とって結婚 とは 、「ま さに 「職 業 」 に相 当す るもので あっ た 。」

ところが、十 九世紀 中頃 の国勢調査 の報告 書 には、男性 に対す る女性 の過剰 が浮 き彫 り

に され てい た。 「当時 の大多数 の家族 が、 この よ うな 「余 分 」の女 性 の少 な く とも一 人 を

の わ

かか えこんで いたか ら、 ヴィク トリア朝 の人 は この 問題 をこの上 な くよく知 って い た 」

ので ある。

結 婚 できな かった女性 達 を一体誰 が扶養す るのか といった 問題 を解 決す る為 に、修 道院

の 　　

に も似 た宗教 団体が い くつ か設 立 され た 。文字 どお り 「尼 寺へ行 く」 こ とにな った女性

も多か ったの であ る。

川 本静 子氏 は、次 の よ うに述 べ てい る。

『ヴィク トリア 時代 のイ ギ リスにお ける フェ ミニ ズ ム と家族 計画 』(一 九六 四)の 著

者バ ンクス夫妻 の挙 げる数 字 に よる と、一八五 一年 にお ける十五歳 以上 の独身女性 は

二七 六万五 〇〇人 、一八 六一年 には二 九五万 六〇〇人 、一八 七一年 には三二二 万八七

〇 〇人 に上 り、二 〇年 間で一六 ・八%増 加 してい る。 うち、十五歳 以上 の独身 女性 と

独身 男性 数 の差一一 す なわ ち、配 偶者 を持 たない、 あ るい は持 つ 見込み のない女性 数

一 一 は七万 二五 〇〇人 か ら一 二万五 二〇〇人 へ と二〇年 間で七 二 ・七%増 えてい るの

だ。 男 女数 の こ うした アンバ ランスの原 因 として、バ ンクス夫妻 は、(一)男 女の死

亡率 の相違 、(二)海 外移 住 に関す る両性 問の相違 、(三)上 流お よび 中流 階級男性 の

晩婚 の傾 向 とい った三つ を挙 げてい るが、いず れ にせ よ、独 身女性 の数 の増加 は厳 粛

の 　　

な事 実で あ る 。
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漱 石 が留学 してい た1900年 か ら1902年 までの人 口で は、女性 が 「余 ってい る」

とい う程、 男性 の数 を上 回 って はいな いが 、 ヴ ィク トリア朝文 学や絵 画 の 中で は、 「余 っ

く　の

た女性 」 とい う題 材 は恰好 の題 材 であ っ た 。

女性 が 「余 って」 い る とい う表現 は、『三 四郎』 の中で も使 われ てい る。

「なに、 も う五 六年 もす る と、 あれ よ り、ずつ と上等 な のが、 あ らはれ て来 るよ。

日本 ぢや今 女の方 が余 つ てゐ るんだか ら。 風邪 なん か引 いて熱 を出 したつ て始 ま ら

く　 の

な い 。(後 略)」(十 二 の五)

『漱石 全集 』第5巻(2002年8.月 岩 波 書店)の 注解 では 、 「日本 ぢや 女の方 が余

っ て ゐ る」 とい う部分 を、 「確 か に総務 庁 統計 局監修 『人 口統計 総覧 』 に よれ ば 明治 四十

一年 の全 国の二 十五歳 人 口では女性 が七千人 ほ ど多い
。 また 当時の 内閣統計局 の集 計 に よ

って も同年 の東京 の二 十一 二 十五歳 の本籍人 口は、男性七 万七千 六 百五十人 に対 して女性

七 万 九千九 百二十 六人 で僅 か なが ら女性 の ほ うが多 い。(た だ し本 籍人 口で な く、 また年

齢 を無視 した推 計人 口な ら、東京 で は男性約 百六十 七万人 に対 して女性約 百三十九 万人 で、

く　 　　

男性 の方 が多 い 。)」とある。適齢 期や 階級 の差等 が左 右す るこ ともあるだ ろ うが、確 か

に、僅 かなが ら、女性 の人数 の方 が男性 の人 数 を上 回 ってい る。 しか し、与 次郎 が 「日本

ぢや 女 の方 が余 つて ゐ る」 と豪語す る程 の人 数 で もない。

これ は、 ヴィ ク トリア朝時代 の小説 の よ うに 「余 った女 」=適 齢 期 を過 ぎた女 のく婿捜

し言章〉を、漱 石 は 『三 四郎』 の 中で描 きた かった が為 に、わ ざわ ざ持 ち 出 した と受 け取れ

るので はない か。

もちろん 、美禰 子 は ヴィ ク トリア朝 の結 婚 で きなか った女 性達 の よ うに 「尼 寺へ行 く」

(文字 どお りの 「尼 寺」であ った り、「私娼窟 」 とい う隠語 の意 味 も含 まれて い る)は めに

はな らなかった。彼 女 には彼女 自身 を扶 養す るこ とがで き る 「立 派 な人 」 の元 へ嫁 ぐ道 が

残 され て いた。た とえそれ が 「御 貰 い を しない乞食 」(五 の 九)の よ うな結婚 で あった とし

て も。

ヴィク トリア朝 ロン ドンの若 い女性 た ちが、結婚 で きなか った場合 、そ の よ うな〈余 っ

た女性 〉た ちは、 どの よ うな手段 を とった ので あろ うか 、 「上品で レデ ィ ら しく振舞 う事」

を第 一 とされ て きた社会 で は、労働 して賃金 を貰 うとい うこ とは、「レデ ィ」らし くない と

して敬 遠 され て きた。 そん な中で、唯 一 「レデ ィ」 ら しく振 舞 え、僅 かで はあ るが賃 金 を

122



く　 ヨ　

も らえた職 業が 「ガ ヴ ァネス」 で あっ た 。

しか し、そのガ ヴァネ ス も、「レデ ィ」で ある点 にお いて は雇 い主 と対等 で はあ るが 、雇

われ てい る身 分 として は対等 でない とい う、い はば 「宙づ り」 に され た、 中途 半端 な存在

で あ り、加 えて過 酷 な労働 条件 、安 い賃金等 、 あ らゆる問題 を抱 えていた。

リチ ャー ド ・レッ ドク レイ ヴ(1804～1888)の 「かわい そ うな先 生」 は、 ヴィ

ク トリア朝 のガ ヴァネ スの孤独 な姿 を、雇 い主の子供 達 の明 るい姿 と対 照的 に描 き出 して

い る。

・

1

a囎 訴

:7趣 製
へ,・ き

、 勢〆

リチ ャー ド ・レ ッ ドク レイ ヴ

「か わい そ うな先 生 」(1844年)

原 題 は"TheGoverness"

PhotoOVictoriaandAlbertMuseum,London

httpJ/collections.vam.ac.uk/item/017822/the-eoverness-oil-paintine一

redgrave-rlchard-cb1(2012.10.02ア ク セ ス)

女性 が 大量 に余 って いた この時期 、ガ ヴァネ ス志願 者 は 「優 に二万 人 を超 えて供給 が需

要 をは るかに上 回 り、施設 に収容 され る 「零 落の ジ ェン トル ウー マ ン」が あ とを絶 たなか

く　 　　

った」 のであ る 。

ガ ヴァネ ス志願者 が増 えた の と同時期 頃 、売春婦 の 問題 も浮上 してきた。 〈余 った女性

〉たち の中に は、生活 の為 に、身 を売 る者 さえ出ていた ので あ る。

そん な中、人生 に追 いっ め られた女性 た ちが、 ウォー タールー橋 や ウェス トミンス ター

橋 、アデル フィ ・アー チ等で身 投 げ 自殺 す るとい う場面 が、 ヴィ ク トリア朝 の文学や絵 画

く　 らラ

等 で 、 く りか え し題 材 と して 使 わ れ 始 め た 。1913年 に発 表 され た バ ー ナ ー ド ・シ ョ

ウの 『ピ グ マ リオ ン』 で は 、 自殺 す る とい う単 語 が 「Makingaholeinwater」 とい う英

語 で 書 か れ て い る程 で あ っ た 。

橋 か ら身 投 げ 自殺 した 女 性 を謳 っ た も の で 最 も有 名 な の は 、 トマ ス ・フ ッ ド(1799

～1845)の`theBridgeofSighs'で あ る が 、漱 石 は 、そ の`theBridgeofSighs'

が掲 載 され て い る1907年 に 出 版 され たLyllcsfromThomasHoodと い う本 を持 っ て い
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† ギュ ス タ ヴ ・ ドレ 「嘆 き橋 」(1878年)

(『水 の女』高宮利之解説1994年 トレヴィル より)

漱石 は、 このよ うな身 投 げ 自殺 をす る行為 に、 強い 関心 を持 ってい たので はな いだ ろ う

か。『三 四郎 』執筆 前 と思われ る明治41(1908)年56月 頃の 「断 片」の 中に、次 の

よ うな もの を残 してい る。

(前略)田 子浦 入水親 子三 人脊髄病 。本所 小女 二人 同時入水。

六月十 三 日故 法学 士渋谷槌 爾(二 十八年 没)未 亡人 三人 ノ遺 子 ト共 二横 須賀 ニテ入

水 ス。長 男次男 共 二多病ナル 故ナ リ。死 スル ヲ得 ズ。

十九 日 静 岡県 ノ 田舎 親 子三 人古池 に飛込溺 死。妻 ト養 父 ト折合 はぬ為 め離 縁 を

逼 られ た る結果 といふ。

く　 　　

二十 日 腰越デ巌 頭 よ り入水 シタル 伺懊 ア リ 。

いず れ も 日本 での 出来 事で あ るが 、入 水 自殺 の ことをメモ してい る。 これ を見 る といか

に漱石 が 「入 水 自殺 」 とい うもの に関心が あった かが伺 われ る。 そ こに は、漱 石 自身が 明

く　 　　

治31年(1898)5月 に体験 した、鏡子夫 人 の入 水事件 との関連 もあ るだ ろ う。
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さ ら に 、 明 治40、41年(1907・1908)頃 に 書 かれ た と思 われ る断 片 に は 、

イ プ セ ン の 『ロ ス メ ル ス ホ ル ム 』 の 概 略 と して 、

ORosmersholm.夫 婦 ア リ。アル 女 此 男 ノemancipationノ 為 ニ ハ 此 女 房 デ ハ 駄 目 ト思

フ。 自分 ガ 適 当ナ 細 君 ト思 フ。 夫 デ ア ル 意 志 ヲ決 行 シ テ 其 結 果 女 房 ハ 入 水 ス ル 。 ア ト

く　 　　

カ ラ男 ト女ハ 添ハ レズ シテ情 死 ス ル 。

と、 ロスメル の妻ベ アーテ が橋の上 か ら入 水 自殺 した こ と、最 後 には ロスメル とレベ ッ

カ が、ベ アーテ が入水 した の と同 じ橋 の上 か ら滝 に飛び 込ん で死ぬ ことを書 き記 してい る。

『三 四郎』 の中に は汽 車 に飛 び込 み礫 死 自殺 す る女性 は描 かれ て はいた が、水 に飛 び込

む よ うな人物 は描 かれ てはい なか った。 しか し、小説 構想段 階 で、入水 自殺 に関す る事件

をメモ していた のな ら、入 水 自殺 とい うもの を、事件 として または、 イメー ジ と して、取

り入れ るつ も りであ った とは言 え ないだ ろ うか。

実 際、漱石 作 品の ヒ ロイ ンた ちには、 〈水 に飛 び込む 女 〉のイ メー ジが、漂 ってい る場

合 が多い。

『三 四郎』 よ り以前 、明治39(1906)年9月 に発 表 され た 『草枕』 の 中では、 ヒ

ロイ ン那美 は、画 工か ら ミレイ のオ フ ェ リア と二重 写 しで見 られ る女性 で あ り、始 終、水

に身 を投 げ る女性 と してのイ メー ジで描 かれ てい る こ とが よ く分 か る。

画 工 は、まだ那 美 の身 の上 も、 「長 良の 乙女 」の話 も、 「志保 田の嬢様 」が身 を投 げた話

も聞いて いない 時で さえ、既 に、 「オ フェ リア」 のイ メー ジを那美 に重ね あわせ てい る。

不思議 な事 には衣 装 も髪 も馬 も桜 もはつ き りと目に映 じた が、花嫁 の顔 だ けは、 どう

して も思ひ つ けなかつ た。 しば らくあ の顔 か 、 この顔 か、 と思案 して居 る うちに、 ミ

レー のかい た、オ フェ リアの面影 が忽然 と出て来て 、高島 田の下へす ぼ りとは まつ た。

是 は駄 目だ と、折 角 の図面 を早速取 り崩す 。衣装 も髪 も馬 も桜 も一 瞬 間に心 の道 具立

て か ら奇麗 に立 ち退 いたが 、オ フェ リア の合掌 して水 の上 を流 れ て行 く姿丈 は、朦朧

く　 　　

と胸 の底 に残 つ て、株椙 箒で姻 を払ふ様 に、 さつ ば りしなかつ た 。(『草枕』 二)
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ジ ョ ン ・ エ ヴ ァ レ ッ ト ・ ミ レ イ 「オ フ ィ ー リ ア 」(1851-52年)

Photo◎Tate,London2012http//、 ～、～、～tateorguk/art/art、corks/millais-ophel⊥a-r101506(20121002ア ク セ ス)

長 良の 乙女が振袖 を着 て、青馬 に乗っ て、峠 を越 す と、い きな り、さ ＼だ男 と、さ ＼

べ男 が飛び 出 して両方 か ら引つ 張 る。女 が急 にオ フェ リア になつ て 、柳 の枝 へ上つ て 、

くら　　

河 の 中を流 れ なが ら、 うっ くしい声 で歌 を うた ふ 。(『草枕 』三)

土地 の伝説 で あ る 「長 良 の乙女」 が夢 の中に登場 して も、 乙女 は突 然 「ミ レイ のオ フェ

リア」 にな り、河 を流れ てい く。 画 工のイ メー ジの 中で く水 に飛 び込 む女 〉は、 日本 の女

で はな くて、西洋 の女 なの は、なぜ だ ろ うか。漱石 の脳裏 には、英文 学、英 国絵画 に繰 り

返 し描 かれ た、 〈水 に飛 び込 む女 〉の印象 が こび り付い てい たのか もしれ ない。

『草枕 』の 中では、「身 を投 げ る」には うってつ けの 「鏡 が池」ま で存 在す る。那美 は、「鏡

が池 」 に身 を 「近 々投 げ るか も知れ ませ ん」 と言 い、 さらに 「私 が身 を投 げて浮い て居 る

所 を一一 苦 しん で浮い て る所 ぢや ないんです一一 や す/＼ と往 生 して浮い て居 る所 を一 一

奇麗 な画 にかい て下 さい」(『草枕 』 九)と 言 って、画工 を驚 かせ る。

その 「鏡 が池 」は 「なんで も昔 し、志保 田の嬢様 が、身 を投 げた時分 か ら」(『草枕』十)

存在 し、那美 は 「余程 昔」 に身 を投 げた嬢様 の為 に、代 々身 を投 げ る運命 にあ るか の よ う

に描 かれ てい る。

また、 大正元(1912)年12月 か ら連 載 され た 『行 人』 の、お 直 も、水 に身 を投 げ

る ことをほの めかす女 と して描 かれ てい る。

「あ ら本 当よ二郎 さん。妾 死ぬ な ら首 を絡 つ た り咽喉 を突 いた り、そ んな小刀細 工 を

す るのは嫌 よ。 大水 に櫻 はれ る とか、雷火 に打たれ るとか、猛 烈 で一息 な死方 が した
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いん です もの」(中 略)

「本 に出 るか芝居 で遣 るか知 らないが 、妾や真剣 に さ う考へ て るの よ。嘘 だ と思 うな

ら是 か ら二人 で和歌 の浦へ行 つ て浪で も海 囎 で も構 はない 、一所 に飛 び込 んで御 目に

くら の

懸 けませ う か 」(「兄」 三十 七)

この、水 に飛び 込む こ とを恐 れ ない女 のセ リフは、美禰 子 が 「サ ツフオー で も飛 び込み

さ うな」崖 の上 か ら、よ し子 に向か って 「あなた も飛 び込 んで御覧 な さい」(六 の十一)と

言 い放 つ こと と、同 じ性 質 を帯 びて い るよ うに思 われ る。『草枕』 の那美 、『三 四郎』 の美

禰 子 、『行 人』のお直 は、水 に身 を投 げ る とい うセ リフを、臆 面 もな く吐 き、周 囲 の人間達

を驚 かす ので ある。

興 味深 い こ とに、漱石 は、 明治37(1904)年2.月8日 付 の寺 田寅彦宛 の葉書 に、

次 の よ うな詩 を書 いて送 って い る。

水底 の感 藤 村操 女子

水 の底 、水 の底。 住 まば水 の底 。深 く契 り、深 く沈 めて、永 く住 まん、君 と我 。

黒 髪 の、長 き乱れ。 藻 屑 もつれ て、 ゆ る く漂 ふ。 夢 な らぬ夢 の命 か。 暗 か らぬ 暗 きあ

た り。

くら 　　

うれ し水底 。清 き吾等 に、畿 り遠 く憂透 らず。有耶 無耶 の心 ゆ らぎて 、愛 の影 ほの見 ゆ 。

この詩 が、華厳 の滝 か ら身 を投 じた青年 、藤 村操 の恋人 が後 を追 って投身す る とい う虚

構 を詠 ん だ ものであ る ことは周 知 の事 実で あ るが 、 この詩 とよ く似 た感 じを起 こす 「土左

衛 門の賛」 を、漱石 は、『草枕 』 の 中で書 いて い る。

雨が降っ た ら濡 れ るだ ろ。

霜 が下 りた ら冷 たか ろ。

土の したで は暗 か ろ う。

浮 かば波 の上 、

沈 まば波 の底 、

くらヨ　

春 の水 な ら苦 はなか ろ 。(七)
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「水 底 の感 」も 「土左衛 門の賛 」も、共 に、水 に身 を投 げ るまで に至 る苦悩 は謳 われ ず 、

そ こに描 かれ るのは、水 にた ゆた う美 しい死 のイ メー ジであ る。 漱石 は、入 水 自殺 とい う

ものに対 して、 ヴィク トリア朝 の文学 や絵画 に繰 り返 し描 かれ た 〈水 に飛 び込 む女 〉を重

ね て見て いたの では なか ろ うか。

蓮 實重彦 氏 は、漱 石作 品 にお ける 「水」 を分析 し 「漱石 にお け る 「水 」 は、それ が池で

あれ 、河 であれ 、あ るいは海 であれ 、奥行 き をもって拡 が る風景 で はな く、人 の視線 を垂

くら 　　

直 に惹 きつ け る環境 なの だ 」 と して い るが 、なぜ 「奥行 き」 を もたず 、 「垂 直」 の動 き

を 「水 」 に求 めるのか とい うことを考 える と、や は り、 〈水 に飛 び込 む女 〉のイ メー ジで

もって、 ヒロイ ンた ちを捉 えていた か らで あ ろ う。

『三 四郎 』で、美禰子 が始 めて作 品 に姿 を表 わす とき、「サ ツフオー で も飛 び込み さ うな

所」 に立 ってい たの も、美禰子 が、 〈水 に飛 び込む 女 〉のイ メー ジで描 かれ ていた か らで

ある。漱石 が残 した、『三 四郎 』執 筆前 に書かれ た と思 われ る 「断片 」の、入水 自殺 に関す

るメモ は、 ヒロイ ンに、 〈水 に飛 び込 む女 〉の苦悩 を描 きた かった こ とを、表 して い るの

で はない か と考 え る。

では、『三 四郎』の 中には、美禰 子 が抱 え るく水 に飛 び込 む女 〉の よ うな苦悩 は どの よ う

に描 かれ てい るのだ ろ うか。次 章か ら、作 品の 中に挙 げ られ る絵 画 を手が か りに考 察 して

い く。
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第九章 明治40年 代の絵画事情

1.美 禰 子 の 「絵 葉 書 」

くの

『三 四郎』 は 「絵画小 説」 と言われ てい る 。

レオナル ド ・ダ ・ヴィ ンチ 、 グル ーズ、 クールベ エ、モ ロー 、シ ャ ヴァンヌ、歌麿 、エ

ラスケス 、祐 信 、 ラフアエル な ど画家 の名前 が次 々 と挙 げ られ 、絵 画 にまつ わ るエ ピソー

ドも数 々登場 す る。『草枕』 の画 工が最後 まで一枚 の絵 も描 かない のに対 して、『三 四郎』

の作 中人物 た ちは よ く画 を描 く。 与次 郎 は授 業 中に教授 の顔 をポ ンチ に描 き、広 田は足元

に 「灯台」 の絵 を描 く、画家原 口は油彩 で美禰 子 の 肖像画 を描 き、 よ し子 は 自宅 の縁側 で

「藁葺 屋根 」に 「柿 の木 」を水 彩絵 の具 を使 って描 いて い る。美禰 子 は、「迷 羊」を描 いた

「絵端 書」 を三 四郎 に送 る。

小川 を描 い て、草 を もちや/＼ 生や して、其縁 に羊 を二 匹腺 か して、其 向ふ側 に大 き

な男 が洋 杖 を持 つ て立つ てゐ る所 を写 した もので あ る。 男 の顔 が甚 だ狸猛 に 出来 て ゐ

る。全 く西洋 の絵 にあ る悪 魔 を模 した もので 、念の為 め、傍 にちや ん とデ ギル と仮名

く　　

が 振 つ て あ る 。(六 の 三)

前 日、団子坂 の菊人形 か らの帰 り道 、三 四郎 と共 に腰 を下 ろ した小川 のふ ちで 、「広 田先

生位 」 の年齢 の 「洋 服 を着て髭 を生や した」 男 に睨 み付 け られ た(五 の九)経 験 を描 いた

もので ある。 「デギル 」は、睨 み付 けた男性 で あ り、二 匹の羊 は三 四郎 と美禰 子で あ る。ハ

ガ キの表 には、 三四郎 の宛 名 の下 に 「迷 え る子」 と書い てあ るだ けで、名 前 は書 いてい な

かった。

その絵葉 書 は、何 を使 って描 かれ てい るのだ ろ うか。

イ ソツプ に もない様 な滑稽趣 味 があ る。 無邪気 にも見 える。洒 落 で もある。 さ うして

凡て の下 に、三 四郎 の心 を動 かす あ る ものが あ る。

手 際か ら云つて も敬 服 の至で あ る。諸 事明 瞭 に出来 上 てゐ る。 よ し子 の描い た柿 の

の 　

木 の比 で はない。一一 と三四郎 には思 はれ た 。(六 の三)

「よ し子 の描 いた柿 の木 の比 で はない」 と、 よ し子が描 い た水彩 画 と比較 され てい るの
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で 、水 彩 で描 かれ た のであ ろ うか。私 は、 この洒落 気 を帯び た美禰 子 の絵 葉 書か ら、漱石

のペ ンで描 いた戯 画的絵葉 書 が思い起 こ され る。

明治37年(1904)野 村傳四宛絵葉書

(津田青楓監修 『夏目漱石遺墨集』第四巻絵画篇1980・1求 龍堂)

それ は、明治37年(1904)6.月4日 付 で野村 傳 四宛 に送 っ た2枚 の戯 画的絵 葉書

で あ る。

一枚 は
、大 きな ラ ッパ を吹 く少年 の うしろに西洋 人 らしき婦人 が立 ち、下 で犬 がほ えて

い る画 で 、横 に 「僕 の気焔 を吐いて居 る処 だ よ」 と添 え書 きが して ある。 も う一枚 の葉 書

も、同 じ時刻 の消 印が あ る ところか ら、 同時に書 いて 出 した もの と思 われ るが、No.2と あ

るので、先 ほ どの葉書 の続 き ら しい。「夏 目講 師気h炎を吐 き過 ぎて免 職猿 廻 しとな る処 」と

あ り、髭 を生や した男 が猿 を遣 い、三 人の子供 達 に見せ てい る とい う画 で ある。

美禰 子 の絵 葉書 も、 この よ うな戯画 的なペ ン画 だった ので はなか ろ うか。絵 の具 で色彩

が付 けて あ るな ら、い かに愚鈍 な三 四郎で も、そ の色彩 につい て語 るはず で あ る し、 よ し

子 の柿 の木 の画 と比較す るな ら、そ の色 の出 し方 の差違 に触 れ るだ ろ う。しか し、「滑稽 趣

味」 「無邪 気」 「洒 落」 と評 され るこの絵 葉書 は、菊 人形 か ら帰 った後 、時 間を空 けず に さ

らさら と描 かれ た ところに、 その 良 さが あ るので 、水彩 では な く、ペ ン画 だった と想 像す

る。

絵葉 書 の流 行 は、 明治33年(1900)10月 に郵便 法 が改 正 され 、私製 の葉書 の使

用 が認 め られ た ことに端 を発す る。 さらに、絵 葉書 のブー ム を牽 引 したの は、明治35年

(1902)6,月 の万 国郵便連合 加盟25周 年 を記念 す るは じめて の官製 記念絵 葉書 や、
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明治38年(1905)か ら明治39年(1906)に か けて数度 にわた り発 売 され た 日

露戦争 先勝記 念絵葉 書 であ る。石井研 堂 『明治事物 起源 』に よる と、「絵葉 書 の最 も盛 ん に

行 はれ た るは三十 七八年征 露 の役 、在外 将卒慰 問 に之 を使 用 した るに起 り、好 事者 の問 に

く　ラ

絵葉 書熱沸騰 した りし」 とあ る 。

明治37年(1904)4.月 に 日本葉 書会 とい う絵 葉書 ・書籍 の 出版 団体 がで き、同年

10月 には月刊雑誌 『ハ ガ キ文 学』 が発 行 された。 この 『ハガ キ文学』 は、一 般 の人 々 を

対象 と し、投 稿欄 も設 け られ た文芸美術 雑誌 で あった。絵葉 書 図案 の懸 賞 も募 り、 多 くの

くらラ

投稿者 た ちが こぞって絵筆 を取 っ た 。

もち ろん、懸 賞 に当選 し、新進 の画家 をめ ざそ うとす る者 だけで な く、趣 味 と して 、『ハ

ガ キ文 学』 に掲載 され てい るよ うな画 を模写 し、親 しい相 手 に絵葉 書 を送 る人 々 の方 が多

かっただ ろ う。

折 しも、そ の頃は水彩 画が ブー ムであ った。

2.水 彩 画 を描 くよ し子

水彩 画 は明治30年 代 か ら、非常 に流行 してい た。 明治34年(1901)6.月 大 下藤

次郎 が、独 学 で水 彩画 を描 こ うとす る初心者 の ための手 引 き書 『水彩 画之栞 』を刊行 した。

定価 二十銭 、初版 一千部 で あったが 、年 内に六版 を重ね 、二 万部 を売 りあげ る とい う売れ

く　　

行 きだ っ た 。 それ か らとい うもの、翌年 明治35年(1902)に は、小 林鐘 吉 『水彩

画一斑 』、大槻 虎軸 『スケ ッチ の栞』、明治37年(1904)織 田一麿 『水彩 画法』、明治

38年(1905)三 宅克 巳 『水彩画 手 引』、中村勝 次郎 『水彩 画及 油絵画 法』、橋本 邦助 ・

辻永 共著 の 『洋画 一斑』、明治39年(1906)丸 山晩霞 『水 彩画 講義録 』『山水無 尽蔵』、

太 田三郎 『スケ ッチ画法 』 な ど、 ほぼ毎年新 しい水 彩画 の入 門書 が次 々 と刊行 され た。 こ

のため、特別 に画の教 育 を受 けてい ない一般 の人 々 に も、水彩 画 は広 く普及 す るので あ る。

明治38年(1905)に は、水彩 画専 門誌 『み つゑ』 が創 刊 され る。 水彩 画 とい う意

味 であ る 「水 絵」 が タイ トル にな ってい る。

丁度 、『三 四郎 』が発表 され た明治41年(1908)頃 に水彩 画 の流行 は ピー クを迎 え

て いた。

三 四郎 が、大久保 の野 々宮 の家 を訪 ねた とき、 よ し子 は縁 側 で水 彩画 を描 いてい る。 こ

131



の時の三 四郎 は不 意 の訪 問で あ るか ら、 よ し子 は三 四郎 に見せ るた めに絵 を描 いて いた の

で はない。 それ は他 者 の 目を意識 せず 、 自分 の楽 しみの ため に描 い てい るので あ り、三 四

郎 の訪 問を知 りなが ら、 ヴァイオ リンの音 を響 かせ た美禰 子 の技 巧 的態度 と対 極 にあ る と

い え よ う。

見 る と縁側 に絵 の具 函が あ る。描 きか けた水彩 が あ る。

「画 を御 習ひ です か」

「え ＼、好 きだか ら描 きます 」

「先生 は誰 ですか」

「先生 に習ふ程 上手 ぢや ない の」

「一寸拝 見」

「是?是 まだ出来 てゐ ないの」 と描 き掛 を三 四郎の方 へ 出す。 成程 自分 の うちの庭 が

描 き掛 けて あ る。空 と、前 の家 の柿の木 と、這入 り口の萩丈 が 出来 て ゐる。 中に も柿

くの

の木 は甚だ赤 く出来 て ゐ る 。(五 の一)

「先 生 に習ふ程 上手 ぢや ないの」 とい う発 言 か ら、独学 で水彩 画 を描 いて い るこ とが分

かる。 画 の題材 は 「柿 の木 」 と 「萩」 そ して 「藁葺屋 根」 で ある。 よ し子 は、三 四郎 が来

た ことす ら頓 着 しない で、丹念 に 自分 の家 の縁側 か ら見 え る景 色 を描 いて い る。「藁 葺屋根 」

に 「柿 の木 」「這入 り口の萩」 とい う題 材 は、純 日本 的 な もので あ るが、和風 の題 材 だか ら

(8)

とい って、彼 女 の趣 味 が古 い とい うわけで はな く、 よ し子 は 「水 彩 」 とい う新 しい技法

で 、眼前 にあ る景 色 をそのま ま画 に写 す 「写 生」 とい う新 しい概念 を試 みて い るこ とに注

目したい。

「好 きだか ら」描 く。 よ し子 は、不慣 れ な手つ きなが らも、水彩 画 を描 くことを純粋 に

楽 しんで い る。

漱石 もまた水彩 画が好 きで あった。漱石 が水彩 を描 いた時期 は、明治36年(1903)

か ら明治38年(1905)頃 に集 中す るが、後年 描い た画 も水 彩画 的 日本 画で あった。

リ ラ

油彩画 も数 点試 み た よ うだが 、油彩 は 「性 に合 は ず 」あま り馴染 めなか った よ うであ る。

油絵具 の粘 っ こい質感や 、 固い筆 、画布 よ りも、水彩 の軽 い筆遣 い 、 さ らさ らと水 で溶 く

絵 の具 、に じみ 、紙 が透 けて見 え る淡い透 明感 の ある色、何 度 も色 を上 塗 りできな い潔 さ、

そ うい った ところが、漱石 の性 に合 ってい たのか も しれ ない。
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漱石 の水彩 画 は、そ の ほ とん どが絵葉 書 と して作成 され た もので あった。 自筆絵葉 書 は

くユの

現存す るもので57枚 あ るが 、51枚 が水彩 で描 かれ てい る 。風景 画が一番 多 く占める

が、 自画像や 女性 の画 、 フラン ク ・ウィ リアム ・ブ ラン グウィ ンや ジ ョン ・E・ ミ レー の

油絵 の模 写 もあ り、そ のバ ラエ テ ィの豊か さか ら、漱 石 がい かに楽 しみな が ら、絵葉 書 を

描 いてい たかが よ く分 か る。

水彩 絵葉 書 を描 いて いた頃 の漱 石 を、小宮 豊隆 は 「画 をか く事が 、 さ うしてか いた画 を

見 て、 自分 でい ろん な批評 を加 へた り連 想 を逞 し うした りす る事 が、楽 し くてた ま らない

くユの

とい ふや う な 」状態 で あった と語 って い る。

くユ　　

その漱石 の水彩絵 葉書 の 中で、 よ し子 が描 いた水彩 画 の 「柿 の木 」 と 「藁葺 屋 根 」 と

い うモチー フ と同様 の ものが あ る。漱石 が 明治37年(1904)11.月7日 に寺 田寅彦

へ送 った もので あ る。

薄曇 りの よ うな淡い 鼠色 の空 の下 、「藁葺屋根 」の上 に赤 い実 を付 けた柿 の木 が あ り、そ

の枝 に黒 い鴉 が止 ま ってい る絵 で ある。

他 に も、白い壁 に黒い屋 根 の建 物 と、「柿 の木 」を描 いた 明治38年(1905)8月1

5日 付 橋 口貢 宛 の絵 葉書 が あ り、 日本 的家屋 と 「柿 の木」 とい う組 み合 わせ を、漱石 は好

んでいた よ うで あ る。

明 治37年(1904)11月7日 寺 田寅 彦宛 明治38年(1905)8月15日 付 橋 口貢 宛

(津 田青楓監修 『夏 目漱石遺墨集 』第四巻絵画篇1980・1求 龍堂)
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もっ とも、漱石 の描 いた柿 の実 は赤 くで きてい て、 よ し子 の 「蔭干 の渋 柿 の様 」 には な

ってい ない。 しか し、漱 石 も何度 も色 の 出 し方や筆 の使 い方 に苦 労 し、絵 を駄 目に した経

験 があ ったのだ ろ う。

よ し子 は丹念 に藁葺屋 根 の黒い影 を洗つ てゐ たが、 あま り水 が多過 ぎた の と、筆 の使

ひ方 が 中/＼ 不慣 なの で、黒 い もの が勝 手 に四方へ浮 き出 して 、折角赤 く出来 た柿 が、

蔭干 の渋 柿 の様 な色 に なつ た。 よ し子 は画筆 の手 を休 め て、両手 を伸 ば して、 首 をあ

とへ 引いて 、 ワツ トマ ンを成 るべ く遠 くか ら眺 めて ゐた が、仕 舞 に、小 さな声 で、

に の

「も う駄 目ね 」 と云 ふ 。(五 の三)

水 彩画 は油彩 と違 って、色 を重 ね るこ とが不 向 きで あ る。何 度 も リタ ッチす る と色 が

濁 って きて しま う。 色 の出 し方 に苦心 す る様 は、『吾輩 は猫 であ る』(明 治38年.190

5年)の 苦沙 弥 の水彩画(一)と い い、漱石 の実体 験か ら来た描 写 とい える。

自らが好 む水彩 画 を、 よ し子 に描 かせ る とい うことは、そ の行為 は、単 な る同時代 の風

俗史 と して片付 け られ る もの では ない。 この技巧 を知 らぬ、肩 の力 の抜 けた 、 自然 な感 じ

がす る女性 にふ さわ しい趣 味 と して 、漱 石 は選 び取 った ので あろ う。

3.丹 青会 の深 見先生 の遺画

『三 四郎』 の中で、水 彩画 にまつ わ る話 はまだ あ る。 それ は、三 四郎 が美禰 子 に誘 われ

て行 く 「丹 青会」 の展覧 会で 、別 室 で催 され てい た 「深見先 生 の遺 画 」で ある。

三 四郎 と美 禰子 は、原 口か ら 「此奥 の別室 にね。深 見 さん の遺 画 があ るか ら、それ

丈見 て、帰 りに西 洋軒へ 入 らつ しや い」と言 われ る。その 時、以 下の よ うな注意 を受 け る。

「深見 さん の水彩 は普通 の水 彩 の積 で見 ちや不 可ませ ん よ。何 所迄 も深 見 さん の水彩

な んだ か ら。 実物 を見 る気 に な らないで 、深 見 さんの気 韻 を見 る気 に なつ て ゐ る と、

ロ 　　

中々面 白い所 が 出て来 ます 」 と注 意 して、原 口は野 々宮 と出て行つ た 。(八 の九)

「普 通 の水 彩画 」 とは、 よ し子や漱石 の よ うな素 人の水彩 画 を指す のか、 それ とも、 当
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時 日本 で水彩 画 を普及 させた大 下藤次 郎や 、三宅克 巳 ら水彩 画家 の絵 の こ とを指す のか分

か らない が、 この 「深 見先生」 の水彩 画 は、何 を どの よ うに描 いて いるか を見 るのでは な

く、絵 か ら溢れ 出て くる画家 の 「気 韻 を見 る」こ とが鑑 賞 のポイ ン トであ る と教 え られ る。

この 「深 見先生 」 とは、芳賀 徹氏 に よる と、 明治40年(1907)12月 に没 した浅

井忠(1856～1907)の こ とで あ り、「深見 さん の遺 画」は、明治41年(1908)

5月16日 か ら6.月14日 に開催 され た第 六回太平洋 画会 に展示 され た浅井 の遺作 の こ と

くユ らラ

で あ る 。

光線 の乏 しい暗い部屋 で あ る。細長 い壁 に一列 に懸つ て ゐる深 見先 生 の遺 画 を見 る と、

成 程原 口さんの注意 した如 く殆 ん ど水彩 ばか りで あ る。 三 四郎が著 る しく感 じたの は、

其水彩 の色 が、 どれ も是 も薄 くて、数 が少 な くつて 、対 照 に乏 しくつて 、 日向へ で も

出 さない と引き立 たない と思ふ程 地味 に描 い て ある といふ事 で あ る。其代 り筆 が些 と

も滞つ てゐ ない。殆 ん ど一気 呵成 に仕上 げた趣 が あ る。 絵 の具 の下 に鉛筆 の輪廓 が 明

らかに透 い て見 え るので も、洒 落 な画 風 が わか る。 人 間杯 に な る と、細 くて長 くて、

ロ 　　

丸 で 殻 竿 の 様 で あ る。 こ 》に も ゴ ニ ス が 一 枚 あ る 。(八 の 十)

た しか に、浅井 が描 い た水彩画 、特 に 「ヴェニス」 の絵 を見 る と、 同時代 に活 躍 した大下

や三 宅 の水彩 画 と比べ て色合 いが暗 い。
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浅 井 忠 「ヴ ェ ニ ス 」(1902年)

(『近 代 日本 の水彩画』1996・2岩 波書店 より)

回

「其水彩 の色 が、 どれ も是 も薄 くて、数 が少 な くつて 、対照 に乏 しくつて 、 日向へ で も

出 さない と引 き立た ない と思ふ程 地 味に描 いて ある」 とい う描写 と一致す る。

そ して 、細 か く繊 細 に精密 に描 い てい る大 下、三 宅 らと大 き く違 う点は、筆 に勢 いが あ

る ところ、水 彩 の特質 であ るぼか しや 、紙 の質感 を生か した作風 で ある ところで ある。

浅井 の弟子 で あ る黒 田重太郎 は、 師の水彩 画 を評 して 、

浅井 の水彩 は英 国流 の くど さに も陥つ てゐ ねば、 また仏蘭 西流 の手軽 さに も堕 して

ゐ ない。 荒 目や細 目の ワツ トマ ン を巧み に使つ て、透 明 な着 色 の精 々二度 か 三度 の筆

触 を重 ねて 、水 彩画 の特色 を充分発 揮 し乍 ら、習作 の程 度 で了 らず 一つ の タブ ロー と

して の完 結 を もつ てゐ る。水 彩画 画家 と して はた しかに ヨンキ ン ト以上 で、技法 の特

質 を生 か してゐ る点 で は、ま さに本 格 的な洋画 で あ るに違ひ ない が、それ が他 に類 例

ロの
を見 ない点 では 日本 人 の生 み 出 した独特 の ものだ と云ふ こ とが 出来 る

と言 ってい るが、これ はま さに 『三 四郎』の 中で 、「筆 が些 とも滞つ てゐ ない。殆 ん ど一

気呵成 に仕 上 げた趣 が あ る。絵 の具 の下 に鉛 筆 の輪廓 が 明 らかに透 い て見 えるので も、洒

落 な画 風 がわか る」 とい う評価 と一致 す る。

この漱石 の水彩 画 に対 す る審美 眼 は、 どの よ うに して培 われ てい ったので あ ろ うか。 そ

こには、英 国留学 中に水 彩画 を観 た漱石 の経 験が生 か され てい る と思 われ る。
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4.漱 石 と英 国水彩 画

ヨー ロ ッパ で は、水彩 画 は、 も ともとフ レス コ画 や油彩 画 の下絵 、 習作 に使 用す るた め

に使 われ ていた が、や がて、絵 の具 の扱 いや す さ、速乾性 に優れ て いる とい った特性 か ら

ロ 　　

広 く普 及 し た 。

英 国で は、上流 階級 の紳士淑 女の 間で、 「絵 をた しなむ こ とは、 ダ ンスや フェン シング、

ロ 　　

あるい は刺繍 と同 じステー タスを持 ってい た 」ため、油彩 よ りも安価 で習得 しやす い水

彩画 は人気 を高 め る。

その一方 で、水 彩画 は、旅行 、探検 とい った ツー リズムの発達 と共 に発 展 してい く。水

彩画 の利 便性 が 、旅 先 の風景や 、博物 学、地 質学 、考古学 の記録 を とるの に適 して いた か

く　 　　

らであ る。使節 団や探 検 隊は水彩 の画家 を専 門に雇い 同行 させ た 。水彩 画家 たち は、こ

れ まで見 た こ とのない風 景や 、新 しい動植 物 、鉱物 な どを観 察 し対象 を精 密 に描い た。

携 帯用 の絵 具箱 が次 々 に販売 され 、屋 外 のス ケ ッチ にた く さんの画材道 具 を持 ち運 ぶ必

要 は無 くなって いった。

18世 紀 に入 り、イ ギ リス を中心 に、若者 た ちのイ タ リア巡礼 旅行 「グ ラン ド・ツア ー」

く　の

が流行 し、イ タ リアの風景 が描 かれ るよ うにな る 。イ タ リア の明 るい光 、それ に反 射す

る川や 海 の水 といった もの を表 現す るの に、油彩 と違 って透 明感 の高 い水彩 は適 してい た。

その後 、美 しい風景 は、イ タ リア を旅 行 を しな くて も本 国イ ギ リスのそ こか しこに ある

とい うこ とを発 見 した のは、ウ ィ リアム ・ギル ピン(1724～1804)で ある。彼 は 、

イ ギ リス の 田舎 を旅 し、挿 絵付 きの紀行 文 『ワイ川 紀行～ 主 として ピクチ ャ レス ク美 をめ

ぐって』 を1770年 に刊行す る。 それ に よって イ ギ リスで は 「ピクチ ャ レス ク」 とい う

く　 　　

概念 が流行す る 。

19世 紀 、水 彩画 専門 の協会や 団体 がでて くる。J.M.W.タ ー ナー(1775～1851)

も、そん な水 彩画 のサ ー クル か ら巣 立った一 人で あ る。 ターナー は油彩 画 も水 彩画 も両方

描 いたが 、今 日ターナ ーの名声 を高 めた理 由のひ とつ として、 その優れ た多 くの水彩 画が

挙 げ られ る。彼 は、水彩 で油彩 にひ けを とらない壮 大な風 景画 を多 く描 き、 また油彩 画で

も水彩 画 と同 じよ うな、物 の輪 郭 を淡 くぼか した よ うな質感 を もって、光や色 彩 を表 現 し

た。

漱石 は、そ のターナ ー をは じめ とす る英 国水彩画 をロン ドンで数 多 く観 た。
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漱石 が ロン ドン留学 中 に訪れ た美術館 につ いて 、サ相仁 氏 は、『世 紀末 と漱 石』 の 中で、

以 下の よ うに挙 げてい る。

漱 石 が テ ー ト・ギ ャ ラ リー で 見 た 絵 は 、ロセ ッテ ィ、ミ レイ 、バ ー ン=ジ ョー ン ズ 、

ウ ォ ー タ ー ハ ウス 、 ス トラ ドウ ィ ッ ク とい っ た ラ フ ァ エ ル 前 派 の も の だ け で は な い 。

ター ナ ー の 膨 大 な コ レク シ ョン を は じめ 、ブ レイ ク 、レイ ノル ズ 、コ ン ス タ ブ ル 、F・

レイ トン、 サ ー ジ ェ ン ト、 ワ ッツ な どの名 品 に も直 接 目に触 れ る こ とが で き た の で あ

る。

テ ー ト ・ギ ャ ラ リー の ほ か に 、 留 学 中 の 漱 石 が 訪 れ た 美 術 館 の リス トを整 理 して み

る と、 明 記 され て い る も の だ け で も 、NationalGallery(明 治 三 三 年 一 一.月 五 日)、

VictoriaandAlbertMuseum(明 治 三 三 年 一 一 月 一 一 日)、WaterColour

Exhibition(NationalGallery?明 治 三 四年 一 月 二 九 日)、NationalPortraitGallery

(同)、DulwichPictureGallery(明 治 三 四 年 二 月 一 日)BritishMuseum(明 治 三 四

年 三 月 二 七 日)、SouthLondonFineArtGallery(明 治 三 四 年 四月 七 日)、Kensington

Museum(明 治 三 四年 一 〇 月 十 三 日)と 挙 げ る こ とが で き る。 こ の ほ か に も 、蔵 書 の

カ タ ロ グ類 か らみ て 、 ウ ォ ー リス ・コ レ ク シ ョ ン(WallaceCollection)や ロ イ ヤ ル ・

く　 ヨ　

ア カ デ ミー(Roya1AcademyofArts)に も足 を 運 ん で い る と推 察 され る 。

そ の 中 で最 も興 味 深 い の は 「WaterColourExhibition(NationalGallery?明 治 三 四年 一

月 二 九 日))で あ る。

漱 石 の 、 明 治34年(1901)1月29日 の 日記 に は

帰 途WaterColourExhibitionヲ 見 ル 画題 筆 法 油 画 ヨ リモ 我 嗜 好 二 投 ズル 者 頗 ル 多 シ

く　　ラ

日本画 二近 キ故力 日本 ノ水彩 画杯 ハ遠 ク及 バ ズ

とあ り、 ク レイ グ 先 生 の 家 か らの 帰 りに 、WaterColourExhibitionを 見 た ら しい 。

そ こで どの よ うな 水 彩 画 の 作 品 を 目に した の か は 分 か らな い が 、 漱 石 に とっ て 、 水 彩 画

は 「日本 画 二 近 キ 故 」 か 「画 題 筆 法 」 と も に 「油 画 」 よ りも漱 石 の 「嗜 好 」 に 合 っ た。

は た して 、 こ のWaterColourExhibitionと は 、 どこ で 開 かれ て い た も の な の か。 松 村

昌家 氏 に よ る と、RoyalsocietyofPaintersinWaterColoursの 展 覧 会 で あ ろ う とい う こ
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と で あ る 。RoyalsocietyofPaintersinWaterColoursは1804年 に 設 立 さ れ 、183

2年 に オ ー ル ドボ ン ドス ト リー トの16番 地 で 初 の 展 覧 会 を 開 催 し 、1882年 か ら19

く　 らラ

70年 に 契 約 が 切 れ る ま で は ピ カ デ リー の ギ ャ ラ リー で 展 覧 会 を 開 い て い た 。 漱 石 は 、

こ のWaterColourExhibitionの 後 、PortraitGalleryに 行 っ た よ うだ が 、 ピカ デ リー か

らな らす ぐに 歩 い て い け る距 離 で あ る 。

そ こで 水 彩 画 を観 た 漱 石 は 「画 題 筆 法 油 画 ヨ リモ 我 嗜 好 二 投 ズル 者 頗 ル 多 シ 」 とい う感

想 を持 ち 、 た ち ま ち 水 彩 画 の 魅 力 に と りつ か れ て しま っ た の で あ ろ う。

WaterColourExhibitionを 見 る よ り先 か 、後 に な るか は 分 か らな い が 、漱 石 は 留 学 中、

芸 術 雑 誌 「ス テ ユー デ ィオ 」の エ キ ス トラナ ンバ ー で あ る 、チ ャー ル ス ・ホー ム 編 「English

WaterColour」 を購 入 して お り、 この よ うな こ とか ら、 イ ギ リス の 水 彩 画 は漱 石 の 嗜 好 に

非 常 に マ ッチ した こ とが 窺 え 、 帰 朝 後 、 水 彩 画 に没 頭 した理 由 の 一 つ と して 、 これ ら英 国

で の水 彩 画 体 験 が 関係 して い る と思 わ れ る。

5.〈 技巧 〉を鑑 賞す る男た ち

画 家原 口が画 いてい た美禰子 の 肖像 は、丹 青会 でデ ィエ ゴ ・ヴェラス ケス(1599～

く　の

1660)の 模 写 が か か っ て あ っ た と こ ろ に掛 け られ る。

野 々宮 さん は何 とも云 はなかつ た。 くる りと後 ろを向い た。 後 ろには畳一枚 程 の大 き

な画 があ る。 其画 は 肖像画 で ある。 さ うして一 面 に黒 い。着物 も帽子 も背 景か ら区別

で きない程光線 を受 けてゐない 中に、顔 ば か り白い。顔 は痩せ て、頬 の肉が落 ちて ゐ

る。

(中略)

く　 　　

「どうも、原画 が技巧 の極点 に達 した人 の もの だか ら、旨 く行 かない ね 」(八 の九)

野 々 宮 は ヴ ェ ラ ス ケ ス の 「着 物 も帽 子 も背 景 か ら 区別 で き な い程 」 「一 面 に 黒 い 」 「顔 ば

か り 白い 」 「痩 せ て 、頬 の 肉 が 落 ち 」た 肖像 画 の模 写 を 見 て い る 。 ヴ ェ ラ ス ケ ス の 画 の ほ と

ん どは 、 マ ドリ ッ ドに あ るプ ラ ド美 術 館 に収 蔵 され て い て 、 漱 石 は 、 ど こ で ヴ ェ ラ ス ケ ス

の絵 を観 た の だ ろ うか 。東 北 大 学 の 漱 石 文 庫 に は 、『Newnes'ArtLibrary』 とい う全1
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5巻 の 画 集 が あ り、 そ の 中 に 『VELASQUEZ』 とい うタ イ トル の も の が あ る。 これ は 、絵

画 を撮 影 した 白黒 の 写 真 が 貼 り付 け られ た 画 集 で 、そ して この 『Newnes'ArtLibrary』

『VELASQuEz』 の 画 集 を め く っ て み る と、「PHIHPIVASAYOuNGMAN」 《フ

ェ リペ4世 》 の 肖像 画 が 丁 度 、 「着 物 も帽 子 も背 景 か ら 区別 で き な い 程 」 「一 面 に 黒 い 」 「顔

ば か り白 い 」 「痩 せ て 、 頬 の 肉 が 落 ち」 た 肖像 画 と い う記 述 に あ て は ま る。
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PHILIPIVASAYOUNGMANS

(東 北大学付属図書館所蔵

『Newnes'ArtLibrary』 の 『vELAsQuEz』 よ り)

実 際 の 《フェ リペ4世 》 の肖像画 は、黒衣 を纏 った王 が暗 い背 景 の 中に立 ち、顔 と襟 の

白さが 目立つ画 では あるが、 「背景 と区別 がで きない程 」 「一面 に黒い 」 とい う印象 は受 け

ない。「一面 に黒い」 と漱石 が書 いた のは、カ ラー では な く白黒 の写真 を参 考 に して いた か

らでは なか ろ うか。 漱石 は 『三 四郎』 を執筆 す るに あた って、『Newnes'ArtLibrary』

等 の よ うな、 なん らか の画集 を参考 に して いた と想像 す るに難 くない。

さらに原 口は、 ヴェラスケ ス を 「技 巧 の極 点 に達 した人 」だ と評 してい る。 ヴェ ラスケ
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スの絵 画 の特 徴 として 、わ ざ と筆 跡 を残 す ことに よって再 現 され た質感 、光 を描 くことに

く　 　　

よって奥行 きの あ る空 間 を演 出す る 「空 気遠近 法」 な どが挙 げ られ る 。 しか し、モ ノク

ロの写真 では、筆触 は分 か らない。す る と 「空気遠 近法」や 、鏡 を使 った空 間表現 な どが

漱石 に とって、 「技巧 の極点 に達 した」絵 画 とい うよ うに感 じられ たので はない か。

「技巧 の極 点 に達 した人」 の模 写 が掛 け られ てあ った所 に、原 口は美禰 子 の 肖像画 を掛

ける と言 う。 それ は美禰 子 とい う人物 が 「技 巧の極 点 に達 した人 」 であ る とい うこ とを象

徴 してい る よ うに思われ る。 た しか に美禰 子 の態度 は 「技 巧」 的で ある と捉 え られ る。

『三 四郎』 が執筆 され た頃 に書 かれ た と思 われ る、明治40(1907)年41(190

8)年 頃 の断片 に次 の よ うな ものが あ る。

increatingartificialsituationsofherown.

Woman/art{

increatingunnaturalsituationsofherlover.

×Hermotive;purelyegoisticlove,nosenseofjustice.

professesherselfadevoutChristian.sayseverythingsis

God'swill,andhalfbelievesit.mixesupherwillandGod's

will.

XHersuccess.

xHerexposure.

xHerdownfall.(29>

「Woman/art」 とは 、 女 性 の 演 技 ・技 巧 を表 した も の で あ る。 こ の 「Woman/art」 は 、

そ の後 に 「Herexposure」 「Herdownfall」 と書 い て あ る と こ ろ か ら見 る と、 必 ず し も良 い

意 味 で 使 用 され て い る とは い え な い 。 美 禰 子 は 、 本 郷 文 化 圏 の独 身 男 性 た ち の 前 で 教 養 を

発 揮 して い るが 、そ れ は 、 「優 美 な露 悪 家 」 と して 自分 を 高 く売 りに 出す よ うな 「技 巧 」 と

い え る。 美 禰 子 は 三 四郎 に 対 して も 出 会 っ た と き 、匂 い の し な い 「白い花 」 を 三 四郎 の 前

に落 して 行 っ た り、 夏 の盛 りに椎 の 実 が な るか と看 護 婦 に尋 ね た り、 野 々 宮 の 前 で 、 三 四

郎 に何 か 耳 打 ち した りす る とい うよ うな 「技 巧 」 的 な態 度 を と る。

しか し、 一 体 何 人 の登 場 人 物 た ち が 、 美 禰 子 の 自分 を高 く売 らな けれ ば な らな い とい う
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よ うな 「技巧 」 の裏 に隠 され た、 〈頼 るべ き人 も帰 るべ き家 もない 〉孤独 に気 付 くことが

で きた のだ ろ うか。

作 品 の中の登場 人物 た ちには見 えない もの を、我 々読者 に提示す る ヒン トと して、漱石

は ヴェ ラスケス の名 前 を挙 げてい る と思 われ る。

ヴェラスケ スの作 品の 中で は、マル ガ リー タ王女 が描 かれて い る 《ラス メニナ ス》 が最

も有名 で あ る。

SHEFAMILYOFPHILIPIVINTHESTUDIOOFVELASQUESJ

(東北 大学付属図書館所蔵 『Newnes'ArtLibrary』 の 『VELASQUEZ』 よ り)

《ラス メニナス》は、鏡 を使 った空 間演 出 の代 表作 と して名 高 く、『三 四郎』の 中に も、鏡

に よる演 出が な されて い る個所 が ある。

三 四郎 が半 ば感 覚 を失つ た眼 を鏡 の 中に写す と、鏡 の 中に美禰 子 が何 時 の問 にか立つ

て ゐる。 下女 が 閉てた と思 つた戸 が開 いてゐ る。 戸 の後 に掛 けて あ る幕 を片手 で押 し

分 けた美禰 子 の胸 か ら上 が明 らかに写つ てゐ る。 美禰子 は鏡 の 中で三 四郎 を見 た。 三

の 　　

四郎 は鏡 の 中の美禰 子 を見た。美禰 子 はに こ りと笑 つ た 。(八 の五)
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視 点人物 で ある三 四郎 の眼 には、背 後 に立って い る美禰 子 の姿は写 らない。 けれ ども、

三 四郎 の正 面 に鏡 を配置 す る ことによって 、三 四郎 よ りも後 方 にい る美禰 子 の姿 を確認 す

る ことが で きる。 「胸 か ら上 」 を鏡 の 中に写 した美禰 子 は 「幕 を片手 で押 し分 け」 てい る。

ヴェ ラス ケスの 《ラス メニナ ス》 も、正面 の壁 に鏡 を配置す る ことに よって 、絵 の外 部 に

存在す る、本 来 な らば不 可視 であ る者 の存在 を、画 面 の 中央 に見せ て くれ る。 左側 に位 置

し、髭 を生や した黒衣 の男が画 家 ヴェ ラス ケス 自身。 右側 にい る正装 した少女 が王女 マル

ガ リー タであ り、彼 女 の周囲 には侍女 を始 め とす るお付 きの者達 がい る。 そ して正 面に は

鏡 があ り、我 々 と同 じく絵 の こち ら側 にい るフエ リペ4世 とそ の妻 の姿が写 ってい る。 国

王夫妻 は、鏡 の 中に彼等 の 「胸 か ら上 」 を写 し、彼 等の頭 上 には、バ ラ色 の幕 が写 ってい

る為 、 まるで彼 等 が幕 を押 し分 けた よ うで あ る。

ヴェラスケ スには、 この 《ラス メニナ ス》 の他 に も、鏡 によって、本 来 な らば 目に見 え

ぬ はず で あ るものを、鑑 賞者 に見せ る とい う方法 を使 った 《鏡 の ヴィーナ ス》 とい う絵 が

ある。

ξ・ノ

しうイ 醗 ㌔嘱
%.rR

/`1

　へ 　ロ
_1.

,'1

,緊 緯 、き' .

h_叉 ＼ 、 ・

VENUSANDCUPID

(東 北 大学付属図書館所蔵 『NewneslArt

1

噸
馳

,

1、ibrary』 の 『vELASQuEz』 よ り)

布 の上 に横 た わ る裸 の ヴィー ナス を描 い た ものだが、 ヴィーナ ス は我 々鑑 賞者 には背 を

向けてお り、そ の表 情 は本来 な らば伺 う事 はで きない。 しか し、キ ュー ピ ッ ドが ヴィーナ

スの前 に鏡 を差 し出 してい る為 、見 る者 には不可視 の部分 で ある ヴィーナ スの顔 を見 る事

ができ るので ある。
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画 の 中にい る ものが 見 えない もの を、鑑 賞者 に見せ る とい う方法 に よって、『三 四郎』の

作 中人 物 が美禰 子 の 「技 巧」にばか り目を向 けてい て、そ の本質 に気 付 いてい ない こを我 々

読者 に提示す る ことに も繋が らない だ ろ うか。

6.原 口 と黒 田清 輝

小説 の後 半で三 四郎 は、美禰 子が原 口に よって 肖像 画 を描 かれ てい るこ とを知 る。 三 四

郎 は、曙 町の原 口の家 まで、美禰 子 に借 りた三十 円 を懐 にや って くる。 そ こでは じめて、

美禰子 の肖像 画 を見た。

三 四郎 が 見 る と、此画 は一体 にばつ と して ゐ る。何 だ か一 面 に粉 が吹 いて、光 沢 の

な い 日光 に 当つた様 に思 はれ る。 影 の所 で も黒 くは ない。寧 ろ薄 い紫 が射 して ゐ る。

三 四郎 は此画 を見 て、何 とな く軽 快な感 じが した。浮 い た調 子 は猪 牙船 に乗つ た心持

が ある。 それ で も何 処か落 ち付 いてゐ る。 剣呑 でな い。 苦つ た所 、渋 つ た所、毒 々 し

くヨの

い所 は無論 ない。三 四郎 は原 口さん らしい画 だ と思つ た 。(十 の四)

その絵 は、「一体 にばつ と」 した、「一 面 に粉 が吹 いて、光 沢の ない 日光 に 当つ た様」な、

「影 の所 で も黒 くは ない。寧 ろ薄 い紫 が射 して」い て 「苦 つた所 、渋 つ た所 、毒 々 しい所 」

がない、「軽快 な感 じ」がす る ものであ った。 この 肖像画 は、黒 田清輝(1866～192

4)を は じめ とす る 「外 光派」の絵 を彷彿 と させ る。「外光派 」 とは、印象 派 の外光理 論 を

情緒 的 に と りいれ た ラフ ァエル ・コラン(1850～1916)か ら学 んだ黒 田清輝 らが、

印象派 風 の明 るい色彩 で描 い た新 しい油彩画 とそ の グルー プで あ る。

黒 田 らは、陰影部 を描 く時 に茶褐 色や黒 を使 わず 、紫や 青 を用 い たた めに、「紫派 」とも

呼 ばれ た。一 方 「紫派 」に対 し、旧来 の明治美 術会 系の 油絵 は、褐 色 の色調 で画面 を整 え、

陰影部 を黒 く描 いてい たので 「脂 派」 と呼 ばれた。

三 四郎 は、原 口に 「一 体斯 うや つ て、毎 日毎 日描 いて ゐ るのに、描 かれ る人 の眼 の表情

が何 時 も変 らず にゐ る ものでせ うか」 とい う質問 を投 げか けた。 三 四郎 に とって、美禰 子

の眼は一種 の謎 であ った。 そ の都 度何 か を訴 えか け るよ うな、 い ろい ろな表情 を持つ美 禰
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子 の眼付 に一喜一 憂 していた ため、 この よ うな質 問が 出たので あ る。

原 口は答 える。

「か う遣つ て毎 日描 い てゐ る と、毎 日の量 が積 り積 つ て、 しば らくす る内 に、描 い

て ゐる画 に一 定 の気 分が 出来て くる。 だか ら、た とひ外 の気 分で戸 外 か ら帰つ て来て

も、画 室へ這入 つ て、画 に向ひ さへすれ ば 、 ぢきに一種一 定の気 分 になれ る。 つま り

画 の中の気分 が、此 方へ乗 り移 るのだ ね。 里 見 さん だつ て同 じ事 だ。 自然 の儘 に放 つ

て置 けば色 々の刺激 で色 々の表情 にな るに極つ てゐ るん だが、それ が実 際画 の上に大

した影 響 を及 ぼ さない の は、 あS云 ふ 姿勢 や 、斯 う云 ふ乱雑 な鼓 だ とか 、鎧 だ とか、

虎 の皮 だ とかいふ周 囲の ものが 、 自然 に一 種 一定 の表情 を引 き起 す様 になつ て来 て、

其習慣 が次第 に他 の表情 を圧 迫す る程強 くな るか ら、ま あ大抵 な ら、此 眼付 を此儘 で

の 　　

仕 上 げて行 けば好 いんだ ね 。」(十 の六)

原 口は、毎 日画 を描い てい る うちに、「画 に一 定の気分 」が出て くるた め、その 「画 の 中

の気分 」 が、描 いてい る 自分 に 「乗 り移 る」 とい う。 モデル で あ る美禰子 に とって も、姿

勢や 、ア トリエ の雰囲気 が 「一種 一定 の表情 」 を引 き越す た め、次第 に他 の表 情 は出て こ

ない よ うにな る と原 口は言 う。

ここで 、原 口に よって連呼 され る 「気 分」 とは、黒 田清輝 が画 の こ とを語 るときに多用

す る 「心持 」 とい う語 に似 て い る。黒 田が 「絵 画 の成 り立 ちを語 っ た り作 品の評 価 を下す

際 に最 も頻 出す る用語 は、「感 じ」「心地」「心持 」 とい った言葉 で あ り、そ のため、久米桂

の ヨ　
一郎 らに 「心持」 とい うあだ名 をっ け られ たほ どで あっ た

。

「それ に表情 と云 つ たつ て」 と原 口さん が又始 めた。 「画 工 はね 、心 を描 くん ぢや な

い。心 が外へ 見世 を出 してゐ る所 を描 くんだ か ら、見 世 さへ 手落 な く観察 すれ ば、身

代 は 自か ら分 るもの と、 まあ、 さ うして置 くんだね。 見世 で窺 へ ない身代 は画 工の担

任 区域 以外 と諦 めべ きものだ よ。 だか ら我 々 は 肉ばか り描 いて ゐ る。 どん な肉を描 い

たっ て、霊 が籠 らな けれ ば、死 肉だか ら、画 と して通有 しない丈 だ。 そ こで此里 見 さ

ん の眼 もね。 里見 さん の心を写す積 で描 いて ゐ るん ぢや ない。 た 粗 艮として描 いて ゐ

る。此 眼が気 に入つ たか ら描 い てゐ る。 此眼 の恰 好 だの 、二 重瞼 の影 だ の、眸 の深 さ

だ の、何 で も僕 に見 える所 丈 を残 りな く描 い て行 く。す る と偶然 の結果 と して 、一種
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の表情 が 出て来 る。 も し出て来 な けれ ば、僕 の色の 出 し具合 が悪 かつた か、恰好 の取

り方 が間違つ て ゐたか、何 方か にな る。 現 にあの色 あの形そ の ものが一種 の表情 なん

の 　　

だか ら仕 方 がな い 」(十 の六)

原 口の上記 の発 言 は、明治29年(1896)の 黒 田清輝 「洋 画 問答 」 の発 言 と非 常 に

よ く似 て い る。

景色 な ら景色 の形 を記す のが 旧派 、新派 と云ふ 方は先 づ其景色 を見て起 る感 じを書 く、

或 る景色 を見 る時 には雨 の降 る時 もあ り、天気 の極 く宜い 時 もあ り色 々あ る、其 変化

を写す のです。 総べ て の絵 が其通 りで 、人間 の顔 色 で も色合 ひで も、皆 さ う云ふ 所 を

の ら　

写 す 。

「洋 画 問答 」 の 中で黒 田は、景色 を 「見 て起 る感 じ」 を描 くと言 う。描 く対 象 よ りも、

そ の対 象 を 「見 て起 る感 じ」 を描 く黒 田の発 言 は、対象物 を忠実 に描 くと言 うよ りも、対

象物 を見 て、そ の時そ の時、 自分 に湧 き あがった 「感 じ」 を絵 に表 す とい った ものであ っ

た。

新 関公子 氏 は、『「漱石 の美術 愛」推理 ノー ト』 の 中で 、画家原 口は黒 田清輝 がモデ ルで

の 　　

はない か と述 べ てお り、そ の論拠 と して、原 口の 「風 貌 」 をあげ てい る が、 た しか に、

原 口は 「仏 蘭西式 の髭 を生や して、頭 を五分刈 に した、脂肪 の多 い男」(七 の四)と して描

かれ てお り、黒 田の容 姿 と一致す る。

さらに、新 関氏 は、原 口の絵 が 「黒 田の外 光派 と言 われ る、や や アカデ ミスム の要素 も

残 る折 衷 的印象 主義 の特徴 」を持つ こ と、「西洋人 の よ うな大 きな眼 の女性 を好 ん で描 くこ

と」 「画 会の頭 目らしく 「西洋 軒」 で文化人 の会 を組織 した りして い るこ と」 「邸宅や ア ト

リエ が宏壮 で、暖 炉、絨 毯、虎 の皮 、骨 董類 の装飾 を備 えてい る こ と(黒 田家 は麹 町平河

くヨの

町 に七千坪 の屋 敷 を有 してい た)な ど」 を傍 証 として挙 げてい る 。
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黒 田清輝(1866～1924)

(『黒 田清輝』隈元謙次郎1966年 日本経済新聞社 より)

漱石 が黒 田 と直接 会 った とい う証拠 は無 いが、新 関氏 は、以 下の漱石 の断片 か ら、漱 石

と黒 田 との関係 を想 像 してい る。

○黒 田清暉 日ク先 日支 那公使館 へ行 つ た ら公使 ノ令嬢 が僕 二loveシ テ 居 タラ シイ ガ

不幸 ニシテ言語 ガ通 ジナイ ノデ分 ラナ カツ タ、秘密 ヲ守ル信 用 ノ出来ル通 弁が居 ルナ

の 　　

ラ周 旋 シ テ ク レ 、

新 関氏 は、漱石 は黒 田 と面識 が あ り、 「断片 」 に書 かれて い るよ うな軽 口を 叩き合 え る

ほ どの仲 であ った と してい るが、漱石 は黒 田と書簡 を交 わ した ことも無 く、交 友 関係 の

の 　　

中に黒 田清輝 の名 前 は無 い。た とえ 白馬会 の展覧会 や 、東京 美術学校 の講 演 会 で黒 田 と

面識 が あった として も、「相 当に遠 慮 のない冗談 を交 わす仲 」で あった か ど うか は疑 問で あ

る。

「断片 」は、明治37、38年(1904・1905)頃 の もので 、漱石 はち ょ うど 『吾

輩 は猫 で あ る』 を執筆 中で あ り、 この 「○黒 田清暉 日ク」 の前後 に書 かれ て い るエ ピソー

ドは、全 て 『吾輩 は猫 であ る』のモチ ー フにな って い るこ とか ら、この 「○黒 田清 暉 日 ク」

も、『吾輩 は猫 で あ る』の作 中で美 学者迷 亭 がま こ と しや かに語 る画壇 のエ ピソー ドの一つ

として構想 して いた ものだ といえ る。 そ して、 このエ ピ ソー ドは、漱石 が直接 黒 田か ら見

聞き した 内容 で はな く、迷亭 のモデル とされ て い る友人 の美学者 大塚保 治や 、画 家浅井 忠、

中村不 折 、橋 口五葉 らか ら伝 え聞 く黒 田の話 な どか ら創 造 した もの であ ろ う。漱 石 は、美

術界 に縁 が深 い友 人達 の話や 、新 聞や評 論 な どか ら窺 える黒 田像 しか知 らなかった と思 わ
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れ る。

黒 田は、明治28年(1895)4月1日 か ら7.月31日 まで京 都 市上京 区岡崎 で開催

され た第 四回 内国勧 業博 覧会 に裸 体画 「朝版 」 を出品 して以来 、何 か と話 題 の人物 であ っ

た。

7.漱 石 と 「裸 体 画 問題 」
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黒田清 輝 「朝 牧 」

(1895年) 裸 体 画 問題 につ い て の調 刺 画

ビゴー 「『朝牧 』 を見 る人 々」

「シ ョ ッキ ング ・オ ・ジ ャ ポ ン」(1895年)

明治28年(1895)4.月 か ら京都 市上 京 区岡崎で 開催 され た第 四回 内国勧 業博 覧会

に、黒 田清輝 は裸 体女性 を描 いた 「朝 版」 を出 品す る。

西洋 人 の裸 婦 が等身大 の鏡 に向か ってい るこの絵 につ いて、4月7日 『東京 朝 日新 聞』

は 「美 術館 内の裸 体画」 と題 して報 じ、『日本 新 聞』は非難 を繰 り返 した。一般 の鑑 賞者 が

観 る こ との出来 る博 覧会 での裸 体画展示 で あった ことや 、それ が審 査員 の絵 であ る ことな

どか ら物議 を醸 し、警察 が警告 に乗 り出す な ど、作 品の公表 をめ ぐって賛否 両論 の大 騒動

が起 こった一一 いわ ゆ る裸 体画論 争 が勃発す る。5月2日 『東京 朝 日新 聞』 に審査 総長 九

く　 　　

鬼 隆一 の意 見が全 文掲載 され 、 これ に よって裸 体画 問題 は、一応 、決着 が付 い た 。

.・



この時 、漱 石 は松 山へ赴 任 してい たが 、この裸 体画 問題 は 『帝 国文学』(5.月 号 ・7月 号 ・

8月 号)に 掲 載 されて お り、 当然 漱石 も知 ってい た に違 いない。

この後 、英 国留 学 中の明治34年(1901)の メモ に、漱石 は 、裸 体画 につい ての批

判 を書い てい る。

裸 体画 の可否 、裸体 画 の美 、裸体 画の不徳

美 と して見 れ ば宇 宙 の もの 皆美 な り 裸 体 画 な るのみ な らず 春 画 に も美 あ り道徳 よ

り見れ ば双 方 ともdegeneratingeffect[退 廃 的効果]を 有す 世 間 はartistの み で

出 来 て 居 らんartistに も道 徳 的 方 面 が あ る又 之 を守 るべ き 義 務 が あ る 以 上 は

artisticナ ラザル 方面 に裸 体 画や春 画 を拡 ぐ るは世 間 の人 に其 美 を味 は ㌧しむ る能

く　の

は ざる無益 の骨 折 をなす のみ な らず却つ て道徳 的 にあ しき弊 を作 りつ ㌧あ るな り

これ は留 学先 の美術館 で 目に した さま ざまな裸体 画 を指 して い る とい うよ りも、 日本 で

起 こって い る二 回 目の裸 体画論争 につ いて の漱 石 な りの考 えを記 した ものだ と思われ る。

二 回 目の裸 体画論争 とは、明治34年(1901)秋 第六 回 白馬会 展 で、黒 田が 「裸 体婦

人像 」 を出品 し、当局 か ら下腹 部 を布 で覆 うよ う命 じられ 、画 の下半分 を布 で覆 って展示

し、新 聞 がふた たび裸体 画問題 を話題 に した こ とで ある。

第 六 回 白馬 会 で の裸 体 画 騒 動 を報 じた図

『中央新 聞』明治34年(1901)10月31日

(植野 健造氏作成 白馬会関係新 聞記事一覧ホー ムページ独 立行政法人東京文化財研 究所 よ り)
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後 に漱石 は、 明治40年(1907)5.月 東京美術 学校 で 「文 芸 の哲 学的基礎 」 とい う

講演 を行 う。 東京美 術学校 といえ ば、黒 田が教授 と して後進 を育 て てい る ところで あ る。

裸体画 問題 で名 前 を知 ってい た黒 田の顔 を、漱石 はそ こで初 めて 目に した のか も知れ ない。

漱石 は、そ の講演 「文芸 の哲学 的基礎 」の 中で 、芸術 家の理想 を美 ・知(真)・ 情(愛 や

く　 　　

道 義)・ 意(荘 厳)の4つ に分 けて 説 明 した。

一 「感 覚物 その ものに対す る情緒(其 代表 は美 的理想
。)」

二 「感 覚物 を通 じて知、情 、意 の三作用 が働 く場合」

(い)知 の働 く場合(代 表 は真 に対 す る理想)

(ろ)情 の働 く場合(代 表 は愛 に対す る理想 及び道 義 に対す る理想)

(は)意 志 の働 く場合(代 表 は荘厳 に対す る理想)

この4つ の どれ かだ けが突 出 した り、欠 けた りして は、芸術 として成 り立た ない こ とを、

さま ざまな例 を挙 げて説 明す るのだ が、漱石 はそ の 中で 、 「真 」 を描 いた作 品の例 と して、

第七 章で も取 り上 げたイ プセ ンの 『ヘ ッダ ・ガブ ラー』や 、裸体 画 の問題 に触 れ る。

現今 西洋 で も 日本 で も八 釜 し く騒 いで ゐ る裸 体画 杯 と云 もの は全 く此 局部 の理想 を

生涯 の 目的 として苦 心 してゐ るので あ ります。 技術 としては六つ か しい か も知れ ぬが

文芸家 の理想 と しては、 ほん の一 部分 に過 ぎんので あ ります。 人 に よる と裸 体画 さへ

く　 ヨ　

か けば、画 の能事 は尽 きた様 に吹聴 してゐ る 。

漱石 は、裸体 画は技術 として優 れ ていた と して も、芸術 家 の理想 と して は、「ほん の一部

分」なだ けで、「裸体 美 と云ふ ものは尊 い ものか は知れ ぬ が、狭 い ものに は相 違 ない」 と批

判 してい る。

さらに、現代文 芸の理想 は 「真 」だ けに なって しまって い る として、「真」ばか りを重要

視 して しまい極端 に なった例 と して 、再び裸 体画 を挙 げる。

た とへ ば、 かの裸体 画が公 々然 と青天 白 日の 下 に曝 され る様 な もので あ ります。 一般

社 会 の風 紀 か ら云ふ と裸体 と云ふ もの は、見苦 しい不 体裁 であ ります。西 洋人 が何 と
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く　 　　

云 は う と、 さ うに違 あ りませ ん 。 私 が 保 証 しま す 。

漱石 の説 明で は、裸体 とい うの は、 「見苦 しい不体裁 」 であ るが、 「人体 の感 覚美 」 を現

す ため には裸 体 に し、 この 「不 体裁 を冒 さねば」 な らな い。 そ こで社会 と折 り合い をっ け

て 、「肉体 の感 覚美 に打 たれ て ゐる うちは、裸 体の社会 的不体裁 を忘 るべ し」とい う約 束事

が生 まれ たので あ り、 その約束 が あるか らこそ裸体 画は 「漸 く其 生命 を繋 ぐ事 が 出来 た」

のであ って、「あ る画 工や文芸批 評家 の考へ る様」に、「世 間晴れ て」「大 きな顔 を され た義

理」 で はないの だ と攻撃 す る。

漱石 が 、 この講 演 を行 った 明治40年(1907)に も黒 田は、第 十一 回 白馬会展 に半

身裸体 画 「野辺」 を 出品 し、第 一回文 展 には、左 向 きの半身裸婦 立像 「白芙蓉 」 を出品 し

く　 らラ

て い た 。

「朝版 」が発表 され た明治28年(1895)と 比べ ると、社会 問題 に発展 す る よ うな

こ とは無 かった が、 まだまだ裸 体画 とい う存在 は、ス キャ ンダラス な もので あった。

漱石 が言 う、 「あ る画工や 文芸批評 家 の考へ る様」 に、裸体 画 は 「世 間晴 れて」 「大 きな

顔 を され た義 理」 で はない との手厳 しい言葉 は、暗 に裸体 女性 の絵 を発表 し続 ける黒 田へ

の批判 と見 て取れ るので ある。

く　 　　

「裸婦 像 に独 自の表 現 を求 めてい た 」黒 田が い る東京美 術学校 で の講 演会 で、執拗 に 「裸

体画 」 の問題 を学 生 に向か って投 げかけ る漱 石の行 為は挑発 的 とさえ言 える。 学生達 は も

ちろん師黒 田の裸 体画 を思い浮 かべ たで あろ うし、また その裸体 画 が引き起 こした さま ざ

まな論 争 も同時 に思い起 こ したに違 いない。

『草枕』(明 治39年(1906))で も、漱 石 は、裸体 画批判 を行 ってい る。

仏 国の画家 が命 と頼 む裸体 画 を見 る度 に、 あま りに露 骨 な肉の美 を、極端 迄描 き尽 さ

うとす る痕跡 が、 あ り/＼ と見 えるので、 どこ とな く気韻 に乏 しい心持 が 、今 迄 わ

れ を苦 しめてな らなかつ た。 しか し其折 々 はた ゴどことな く下 品だ と評す る迄 で、何

故下 品で あるか ゴ、解 らぬ故、吾 知 らず 、答へ を得 るに煩 悶 して今 日に至つた のだ ら

う。 肉 を蔽へ ば、 うつ くしき ものが隠れ る。 か く さねば卑 しくなる。 今 の世 の裸 体画

と云ふ は只 か く さぬ と云ふ 卑 しさに、技 巧 を留 めて居 らぬ。衣 を奪 ひた る姿 を、其儘

写す 丈 にて は、物 足 らぬ と見 えて、飽 く迄 も裸 体 を、衣 冠 の世 に押 し出 さ うとす る。

服 をつ けた るが、 人 間の常 態 な るを忘れ て 、赤裸 に凡 て の権 能 を附 与せ ん と試 み る。
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十分 で事足 るべ きを、十 二分 にも、十五 分 に も、 どこ迄 も進 んで 、只管 に、裸体 で あ

るぞ と云ふ感 じを強 く描 出 しや うとす る。 技巧 が此極端 に達 した る時、人 は其観者 を

強ふ る を随 とす る。 うつ く しきもの を、弥が上 に、 うつ くしくせ ん と焦せ る とき、 う

く　 の

つ くしきものは却つ て其度 を減ず るが例 で あ る 。

ここで画 工 が非難 す るの は 「仏国」 の 「裸 体画」 で あ るが 、漱 石 は黒 田の裸 体画 が 引き

起 こした 「裸 体画 問題 」 を念頭 に置 いてい ると見 る こ とが出来 よ う。

漱石 は、風 呂場 に現れ た那美 さん の裸 体 を描 き、「下品」にな らず に裸 体 を表 現す る事 に

成功 した。

しか も此 姿は普通 の裸体 の如 く露骨 に、余 が眼の前 に突 きつ け られ て は居 らぬ。 凡

て のもの を幽玄 に化 す る一種 の霊 鼠の なか に髪 髭 として、十 分 の美 を奥床 しくもほ の

めか して居 るに過 ぎぬ。片鱗 を溌 墨淋滴 の間 に点 じて、虫L龍の怪 を、楮 豪 の外 に想像

せ しむ る如 く、芸術 的 に観 じて 申 し分 のない 、空気 と、 あた ㌧か み と、冥 遡 な る調子

とを具へ て居 る。 六 々三十 六鱗 を丁寧 に描 きた る龍 の、滑稽 に落つ るが事 実 な らば、

赤裸 々 の肉 を浄 洒 々 に眺 めぬ うち に神 往 の余韻 はあ る。 余 は此輪 郭 の眼 に落 ちた 時、

桂 の都 を逃れ た月界 の嬬蛾 が、彩 虹の追 手 に取 り囲 まれ て、 しば らく躊躇 す る姿 と眺

く　 　　

め た 。(『 草 枕 』 七)

「や わ らか な光 線 を一分子毎 に含 んだ」湯 姻 の中 に朦朧 と映 る那美 さん の 白い肢 体(『 草

枕』七)は 、「普 通 の裸 体」の よ うに 「露骨 」に眼 の前 に突 きつ け られ てはい ない。それ は 、

あたか も 「ターナ ーが描 く汽車 の画」 の よ うに、湯 姻 に よって輪 郭 がぼや けて、 「空気 と、

あたたかみ と、冥遡 な る調 子」(『草枕 』七)を 具 えて、美 しく浮 かび あが っていた。

この那美 さんの裸 体 の描写 につい て、漱石 は、 明治40年(1907)2.月 の談話 「家

庭 と文 学」 の 中で次 の よ うに語 って い る。

私 はあの 『草枕』 の 中で、若 い女の裸 体 を描 いた が、 あれ な どは、格別 さ う読 む人

に厭 な感 じを与へ は しなかつた ら うと思 ふ。実の ところ私 は、裸 体 のや うな もので も、

か きや うに依 つて は 、随分綺 麗 に、厭 な感 じを起 させ ないや うに書 くこ とが 出来 る 、

く　 　　

強 ち出来 ない ものでは ない と云ふ 、そ の一例 と して あれ を書 いて 見た のであ る 。
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『草枕』 の 中の那美 さん の裸 体の描 写 は、当時世 間 を騒 がせ てい た裸 体画へ の アンチテ

ーゼ だ ったので あ る。

漱石 は 『草枕』 で、那美 さんの裸体 を露骨 な生 々 しい描 写 を避 けて美 し く描 くこ とに成

功 した が、『三 四郎 』で は、 肉体描 写 な しに 「官 能」 を描 く ことを試 み る。 それ は、 「オ"

ラプチ ュアス」 な美禰 子 の眼付 で あった。

女 の咽頭 が正 面か ら見 る と長 く延 びた。 同時 に其眼 が三 四郎 の眸 に映っ た。

二三 日前 三四郎 は美 学 の教師 か らグル ーズ の画 を見せ て もらつ た。 其 時美学 の教師

が、此 人の画 いた女 の 肖像 は悉 くオ"ラ プチ ュアスな表情 に富 んで ゐ る と説 明 した。

オ"ラ プチ ュア ス!池 の女 の此 時 の眼付 を形 容す るには是 よ り外 に言葉 が ない。 何 か

訴へ てゐ る。 艶 なるあ る もの を訴 へて ゐ る。 さ うして正 しく官能 に訴へ てゐ る。 けれ

ども官能 の骨 を透 して髄 に徹 す る訴へ 方 で あ る。 甘い もの に堪 え得 る程度 を越 えて、

烈 しい刺 激 と変ず る訴へ方 で ある。 甘 い と云 はん よ りは苦痛 で ある。 卑 しく媚 び るの

くらの

とは無論 違ふ。 見 られ る もの の方 が是非媚 び た くな る程 に残酷 な眼付で あ る 。

(四 の十)

ここで 、漱 石 は、美禰子 の持 つ官能性 を、その 肉体 で はな く、「眼付 」によって語 るの で

くら ユ　

あ る。 そ して、そ の 「眼付」 は、 グル ー ズの画 の よ うに 「オ"ラ プ チ ュア ス!」 で あ る

と形 容 した。 しか も、美禰 子 の 「眼付」 は 「官能 の骨 を透 して髄 に徹 す る」 もの で あ り、

「見 られ る もの の方が是 非媚び た くな る程 に残 酷 な眼付」 で ある とい うのだ。

三 四郎 の 「官能 に訴 え る」 のは、美禰 子 の肉体 では な く、 「眼付 」で あ るとい うこ とは、

田山花 袋 らの 自然 主義文 学が 、性 的 な事柄 を剥 き出 しに して、官 能 を描 くこ とへ の反発 と

も見 て取れ る。

さらに、『三 四郎』の作 品中、最 も官能 的な場面 と して、読者 の印象 に残 るのは 、広 田の

引越 の 日、広 田の家で 、三 四郎 と美禰 子が 「人魚」 の描 かれ た画集 を覗 き込む ところで あ

ろ う。

「一 寸御 覧 な さい」 と美禰 子 が小 さな声 で云ふ。 三 四郎 は及び腰 になつて 、画帖 の

上へ顔 を出 した。美禰 子 の髪 で香 水の匂 がす る。
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画 はマー メイ ドの図で あ る。裸 体の女 の腰 か ら下 が魚 になっ て、魚 の胴 が、 ぐる り

と腰 を廻つ て、 向ふ側 に尾 だ け出てゐ る。 女 は長 い髪 を櫛 で杭 きなが ら、杭 き余 つた

の を手 に受 けなが ら、此方 を 向いてゐ る。 背景 は広 い海 であ る。

マ　 メイ ド

「人 魚 」

マ　 メイ ド

「人 魚 」

くら 　　

頭 を擦 り付 けた 二人 は同 じ事 を さ ＼や い だ 。(四 の十 四)
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マ　 メイ ド

三 四 郎 と美 禰 子 が 覗 き 込 む 「人 魚 」 の絵 は 、 ウ ォ ー タ ー ハ ウ ス の 「マ ー メ イ ド」 で あ る

くら ヨ　

と言 われ てい る 。

若 い女性 が男性 に、「一寸御 覧 な さい 」と誘 いか け るに しては 、あ ま りに もなま めか しい

絵 であ る。絵 を挟 む形 で、二人 の距離 は接近 し、「美禰 子 の髪 」か らは 「香 水 の匂 い」がす

る。『三 四郎』 中、最 も印象 的で、 官能 的な場 面 とい え るだ ろ う。

けれ ども、そ こに 、生 々 しさやい や ら しさは微塵 も感 じない。 そ の理 由の一 つ と して、

「人魚 」 とい う主題 ゆえに、「裸 体 の女」の 「腰 か ら下」は魚 にな ってい るこ とも関係 す る

と思 われ る。 こ こで、黒 田 らの裸 体女性 を描 いた絵 が 、当局 か ら下腹 部 を布 で覆 うよ うに

命 じられ た こ とを思い 出 して もらい たい。

『三 四郎 』 におけ る この 「人魚 」 の絵 の場 面 は、官能性 を描 きな が らも、 際 どい ところ
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を避 けて描 かれ てい る。

漱石 は、 自然 主義文学 の露骨 な描写 と、黒 田等 が描 く裸 体画へ挑 戦す るよ うに、 肉体的

描写 を意 図的 に省 いて 、その 「眼付」 や表情 で もって、官能 を描 こ うと考 えていた と思 わ

れ る。

8.漱 石 と ター ナ ー

前節 「漱 石 と 「裸 体画 問題 」」の中で 、私 は、『草枕』(明 治39年 ・1906年)の 中の

那美 さん の裸 体描 写 を、あた か もター ナー が描 く汽 車の絵 の よ うだ と述べ た。

湯姻 の中に浮 かぶ那美 さん の肢 体 は、朦朧 としてお り、その輪郭 は はっ き りとは しない。

室 を埋 む る湯姻 は、埋 めっ くした る後 か ら、絶 えず湧 き上 が る。春 の夜 の灯 を半透

明 に崩 し拡 げて、部屋 一面 の虹電 の世界 が濃 か に揺れ るなかに、朦朧 と、黒 きか とも

思 はるS程 の髪 を輩 して 、真 白な姿が雲 の底 か ら次第 に浮 き上が つて来 る。其輪廓 を

くら 　　

見 よ 。(『 草 枕 』 七)

湯気 は一 面 に広 が って、「虹 電 の世 界」を作 り出 してい る。そ の中 に、那美 さん の肢 体 は

朧 に浮 かび 上が ってお り、 「普通 の裸 体 の如 く露 骨 に」 現れ てはい ないの であ る。

水蒸 気 が虹 の よ うに取 り巻 く中 を、朦 朧 と対象物 が浮 かび上 がっ てい る絵 と して 、 ター

ナー の 「雨 ・蒸気 ・速度 」が挙 げ られ るだ ろ う。

『草枕』 の 中で画工 は ターナ ー の 「雨 ・蒸 気 ・速度 」 につい て語 る。

ターナ ーが汽 車 の美 を写す 迄 は汽 車の美 を解せ ず、応 挙 が幽 霊 を描 く迄 は幽霊 の美 を

くら ら　

知 らず に打 ち過 ぎるので あ る 。(『草枕』 三)
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J.M.W.タ ー ナ ー 「雨 ・ 蒸 気 ・ 速 度 」

(1844年)

PhotoOTheNationalGallery,London

htt:〃www.nationalaller.or.uk!aintins1'oseh・mallord-william-to

rner-rain-steam-and-speed-the-ereat-western-railwa

(2012.10.2ア ク セ ス)

この ターナー が描 い た 「雨 ・蒸 気 ・速度」 は、煙 るよ うな雨 の 中を疾 走す る汽車 の絵で

あるが、「雨 ・蒸気 ・速度 」とい うタイ トル が示す よ うに、絵 の主体 は、汽 車 とい うよ りも、

む しろ汽車 を包む 大気や 、雨 と混 じる汽車 の蒸 気 、それ に伴 う汽 車 のス ピー ド感 といった

ものを描 いてい る。

それ は、対 象物 を写実 的 に描 か ない とい う方法 に よって成 され た ターナー の絵画 的達成

で もあ る。

漱石 は、そ こに東洋文 化 との接 点 を見つ け出 し、応 挙 の幽霊 の絵 を並列 し、 さ らに文学

的方法 論 の啓 示 を読み取 った ので ある。

漱石 は、 この 「雨 ・蒸 気 ・速 度」 につい て、『文学論 』(明 治40年 ・1907年)第 三

編第 二章 「文 芸上 の真 と科学上 の真」 の 中で も触れ てい る。

か のTurnerの 晩年 の作 を見 よ。 彼 が描 き し海 は燦燗 として絵具箱 を覆 した る海 の

如 し。彼 の雨 中 を進行す る汽 車 を描 くや浜濠 として色彩 あ る水 上 を行 く汽車 の如 し。

此海 、此 陸は共 に 自然界 に あ りて見 出 し能 は ざる底 の ものに して、 しか も充分 に文

芸上 の真 を具有 し、 自然 に対す る要求 以上 の要求 を充た し得 るが故 に、換 言す れ ば

吾人 は こ5に 確 乎 た る姓名 を認 む るが故 に、彼 の画 は科学 上真 な ら ざれ ども文芸上

くら 　　

に醇乎 として真 な るもの と云ふ を得 るな り 。

「燦 燗 と して絵 具箱 を覆 した る海 」 と形容 してい る絵 は、1840年 に描 かれ た 「奴隷

船 」 の絵 の こ とで あろ うか。
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J.M.W.タ ー ナ ー 「奴 隷 船 」

(1840年)

PhotoOMuseumofFineArts,Boston

htt:〃www.mfaor!collectlons!obect!slave・shi 一slavers-throwine一

overboard-the-dead-and-dvine-tvnhoon-comine-on-31102

汐(2°12・1° ・2ア クセ ス)

『文学論』 の中で、漱 石 は、 ター ナー の絵 を 「科 学上真 な らざれ ども文芸 上 に醇 乎 とし

て真 な るもの と云ふ を得 る」 と説 き、科学 上、真実 に忠 実な描写 で はない けれ ども、芸術

の上 で は、そ の光 の描 写 は、驚 異的 な 自然 の変化 を表現 してお り、「確 乎 た る生命 」が ある

としてい る。

この 「文 芸上」 の 「真 」 とい う概念 は、漱石 の芸術 感 、文学 的方 法論 に大 き く係 わ る事

柄 であ り、明治39年(1906)の 『ホ ト トギス』 に載せ た談話 「文 章一 口話」 で、 こ

の 「文 芸上 」の 「真 」 と同 じこ とを指 す、 「芸術 的」 な 「リヤル 」 につい て説 い てみせ る。

余 の 考 で は か ＼る 場 合 に 於 て よ し有 の儘 を有 の 儘 に 写 し了 せ て もattractiveで な け

れ ば 物 足 らぬ 。attractiveで あ れ ば 如 上 の 意 味 に 於 て リヤ ル で な くて も構 は ぬ 。神 は

ク リエ　 ト クリエ　 ト

創 造 す る、人 も創 造 す るが よい。一定 の時 の一定 の事物 を隅 か ら隅 まで一豪 一厘写

さず とも、 のみ な らず 、進 で一葉 一枝 一 山一水 の削加 増減 を敢 てす る とも、宛 も一

定 時の一 定事 物 に接 したか の感 じを与 へ得れ ば よい。 更 に一歩進 め る と、何 時か何

処 か に果 して存在 し又 は存在 すべ き ことを要せ ぬ、 唯、直 に全 く実在 す る と感 じら

れ 、実在 す るで あ ら うかせ ぬで あ ら うか と遅 疑す る余裕 のな い ものな らば其れ で沢

山だ。是 亦一 種 の意 味 に於 て リヤル であ る。 此意 味 に於 ての リヤル とは、一定 の時

に一定 の場所 に起 つ た事物 の証拠 力 では ない、歴 史 的考証 力で もな い、身 方 に其説

述 の裏 に同化 し真偽 の間際 に躊躇 ふ ことなき境涯 の状 態 を意味す るので あ る。斯 く

て事物 の証拠力 として は許 されぬ 筍 一遙ンは如 上 の同化 の境 涯 を真覚せ しめ る為 めに
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は許 され 得べ きの みな らず又 実 に必 要 であ る。 或場合 に在 つ ては多 少 の諸「遙ンを許

くらの

す が 故 に十 分attractiveと な り、attractiveで あ つ て 始 め て 芸 術 的 に リヤル とな る 。

(「文 章 一 口話 」 明 治39年(1906)11.月1日 『ホ ト トギ ス 』10巻2号)

こ こで 漱 石 は 、 「芸 術 的 」 な 「リヤ ル 」 とは 、 「一 定 時 の 一 定 事 物 に 接 した か の感 じを 与 」

え る 、 「直 に全 く実 在 す る と感 じ られ 」 る も の だ と述 べ 、 「証 拠 力 」 や 「歴 史 的 考 証 力 」 と

い っ た も の よ り も、 「attractive」 で あ る こ とが 大 事 で あ る と述 べ て い る。

この 「文 芸 上 」 の 「真 」 や 「芸 術 的 に リヤ ル 」 とい う概 念 は 、 な に も絵 画 の 手 法 だ け の

こ とで は な く、 漱 石 は文 学 の 方 法 論 に お い て も 同様 の 考 え を述 べ て い る。

然 し自分が今 弦で リヤル と云ふ のは実 際世間 に在 る人 其儘 と云ふ意 味で はな くて、作

者 の想像 に依 つ て作 られ た架 空 の人 物 で もい ＼か らそれ が 読者 を して今 迄曾 て 見 た

こ とも聞 いた こ ともな い けれ ど世界 の何 処 か にそ んな人 が在 る様 に 思 はせ る其 力 を

くら 　ラ

云ふ ので、 之が なけれ ば其 作物 は全然価値 の ない ものだ ら うと思 ふ 。

(「作 中の人物」 明治39年(1906)10月21日 『読売新 聞』)

漱石 は、小説 の 中の登場人 物 も、「実 際世 間に在 る人 其儘 」を描 き出すの では な く、想 像

で もいい か ら 「世 界 の何 処か にそん な人が在 る様 に思はせ る」作者 の力 量 こそが大切 で あ

る と説 い てい る。

同様 の意 見 は 「田山花 袋君 に答 ふ」 の 中で も述べ られ てお り、

椿へ もの を苦 にせ らる ＼よ りも、活 きて居 る と しか思へ ぬ人 間や 、 自然 と しか思へ

ぬ脚色 を椿へ る方 を苦心 した ら、 ど うだ ら う。椿 へ た人 間が活 きてゐ る と しか 思へ な

くっ て、椿へ た脚色 が 自然 と しか思へ ぬな らば、椿へ た作者 は一種 の ク リエー ターで

くら 　　

あ る。 椿 へ た 事 を誇 り と心得 る方 が 当然 で あ る 。

(明 治41年(1908)11.月1日 『国 民 新 聞 』)

と、事 実 に重 きを置 くよ りも、「柞へ もの」で もいいか ら 「活 きてゐ る」よ うに描 くこ とこ

そ作家 の 「誇 り」 で ある と説 く。

ここで 、第七 章で取 り上 げた漱石 のイ プセ ン感 につ いて思 い出 して貰い たい。漱 石 は 『へ
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ッダ ・ガ ブ ラー 』 の ヘ ッダ につ い て 次 の よ うに 述 べ て い る。

早い話 がヘ ッダ、 ガブ ラなんて女 は 日本 に到底居 や しない。 日本 は愚 か、イプセ ンの

生 まれ た所 にだつ てゐ る気 づかひ は ない。 それ だか らイ プセ ン劇 にな るので ある。 只

こん な底 抜 をつ らまへて来 て さも生 きて居 る様 に、 隣 りに住 んで ゐ る様 に、 自分 と交

く　 　　

際 して居 る様 にか くのがイ プセ ンの芸術 家た る所 、一 大 巨匠た る所 以で あ る 。

(明治41年 ・1908年1月1日 『趣味』3巻1号)

ヘ ッダの よ うな異常 な性 格 の持 ち主 は、 日本 に もノル ウェー に もいない が、そん な女性

を 「さも生 きて居 る様 に」描 くイプセ ンの能 力 を、漱 石 は高 く評価 してい た。

ところが、イ プセ ンの作品 はイプセ ンの哲 学 を主 張す るゆえに 「情操化 され て居 ら」ず

く　 の

「文 学的効果 を減 ず る」 はめ になって 「損 を して居 る」 と考 えてい た 。(「近作小説 二三

に就 て」)こ の こ とは、「文芸 の哲学 的基礎」の 中で、「真 に対 す る理 想 の偏 重」 と して 『ヘ

ッダ ・ガ ブ ラー』の名 前 を挙 げてい る こ とか らも分 か る。 この講演 の 中で漱 石 は、「真 」を

重要視 す るあ ま り、そ の他 の文 芸上 の理想 であ る 「美」や 「善」や 「荘厳 」 を打 ち壊 して

しま う作 品は 「不愉 快」 な作 品で ある と断 じてい る。

さらに 「真 に対す る理想 の偏重 」の極端 に至 った例 と して、漱 石 は 「裸 体 画」を挙 げ る。

肉体 の 「美 」 を表 現す る とい う理 由で、 あか らさま に裸体 を描 く姿勢 を非難 して い るので

ある。

「文芸 の哲 学 的基礎 」 の考 え を記 した と思 われ る明治40年41年(1907・190

8)頃 断片 に は、

此 点カ ラシテNaturalismハ 性 欲デ モ肉欲デ モ人生 ノ真 ノー部 デアル カ ラシテ其真

ヲrepresentス ル ト云 フ了見デ カ ク。 ダカ ラ真 ノ為 メニ カク ノデ真 カ ラシテ其真 デ ア

ル ガ為 メニ成程 ト云 フemotionヲ 読者 二起 サセ レバ ヨイ。

肉欲 其物 二興味 ヲ以テ 之 ヲ挑発 シ タ リ又ハ排 斥スル様 ナemotionヲ 示 シテ カ クベ キ

筈 ノモ ノデハ ナイ。褒 貝乏以外 二超 然 トシテカ クベ キモ ノデ アル 。 自ラ批評 的態度 デカ

クベ キ筈 ノモ ノデハ ナイ。 サ ウデ ナイ ト矛 盾 ニナル。 肉欲杯 ハ別 二排斥 スル必 要モ ナ

ケ レバ奨 励 スルニモ 足 ランモ ノデ アル カ ラシテ今 日事新 ラシ ク之 二emotionヲ 以テ読

者 二強 ヒル ノハ陳腐 デ アル ト共 二余計ナ御 世話 デアル。
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く　　　

(田 山花袋 君 ノ蒲 団ハ 此点二於 テ 自然 派 ノ態度 ニ カナ ツテ 居 ル)

と 「肉欲 」 に よって 「emotion」 を 「読 者 二強 ヒル」 こ とは 「陳腐 」 で あ り 「余 計ナ御 世

話」 だ と述 べて い る。

漱 石 は、対象 を写 実的 に描 くこ とに終始 してい る絵画 や 、 リアル で ある ことばか りに

重 きを置 いてい る 自然 主義文学 に対 して、事 実だ けが真実 で はない 、事 実 を積 み重 ね るだ

けでは真実 に な らない 、それ に命 を与 え るには、「美 」と 「荘厳」を兼 ね備 える必 要が あ り、

それ こそ が芸術 的表現 の要な ので ある と考 えてい た。

この こ とか ら漱石 は、『三 四郎』にお いて 、ヒロイ ン美禰 子 の持つ 「官 能性」を描 くとき、

直接 的 な肉体描写 を避 け、そ の ミステ リア スな 「眼付 」 の描 写 のみ に留 めたので あった。

さらに、三四郎 と美禰子 の 間に起 こ る最 も ロマ ンテ ィ ックで官 能的 な場面 に、「人魚 」とい

う 「腰 か ら下」 が魚 になった裸 体女性 の絵 を配す るこ とに よって、 際 どい描 写 を避 けなが

らも読 者 に 「emotion」 を起 こ させ るので ある。

9.明 治40年 東京府 勧業博 覧会美 術審査 員 問題

『三 四郎』 が連 載 され てい た 当時 、明治40年(1907)の 東 京府勧 業博 覧会 の美術

審査員 の選 定 をめ ぐって新 旧両派の対 立が表 面化 し、連 日新 聞に報 道 され て いた。 この審

査員選 定 をめ ぐって、数 人 の審 査員辞 退 問題 が起 こ り、彫刻 家 北村 四海 に至 って は 自作 の

く　 ヨ　

塑像 『霞』 を破 壊 す る とい う騒 ぎになっ た 。

黒 田は明治40年(1907)東 京勧 業博 覧会 に出 品 こそ しかな ったが、 その審査 官 を

委嘱 され ていた。

『三 四郎 』で は、静養 軒で の集 ま りの際 、原 口が 「九段 の上 の銅 像 の悪 口」 を しき りに

言 う場 面が 出て くる。

た ゴ原 口さんが、 しき りに九段 の上の銅像 の悪 口を云っ てゐた。 あん な銅 像 を無 暗 に

立て られ て は、東京 市民 が迷 惑す る。 それ よ り、美 くしい芸者 の銅像 で も椿 らへ る方

が気 が利 い てゐ る といふ説 で あつ た。与 次郎 は三 四郎 に九段 の銅 像 は原 口さん と仲 の

く　　　

悪 い人 が作つ たん だ と教へ た 。(九 の三)
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この九段 の銅 像 とは、明治26年(1893)年2.月 に靖 国神社 の境 内 に立て られ た大

く　 ら　

村益次 郎 の銅 像 の こ とであ り、作者 は大熊氏 広(1856～1934)で 、大熊 は、コニ

部美術 学校 で ラグーザ に師事 し、多 くの 肖像彫 刻 を手が けた人物 で ある。 明治28年 に は

第4回 内国勧 業博 覧会 の審査官 に任命 され 、明治40年(1907)か ら始 まった文 部省

美術展 覧会 「文展 」で は、彫刻 部 門の審 査員 を、大 正7(1918)年 まで勤 めた人 物で

あった。

原 口が 「九段 の銅 像」 の作者 と対 立す る立場 にあ る として 『三 四郎 』の 中に描 かれ てい

るのは、『三 四郎』執筆 当時の東京 府勧 業博覧 会の審 査員選 定 の問題 とそれ に引 き続 いて 開

催 され た第 一回 「文展」 での審査 員選 定の混 乱 といった 、 当時 の美 術界 の混乱 を暗 に示唆

してい る とい える。

そ して 、大村益 次郎 の銅 像 な どよ り 「美 しい芸者 の銅 像 」で も椿 える方 がいい と主張す

る原 口は、公 衆 の前 に 「芸者 の銅 像」 を立 てた ほ うが よい と発言 す る点が 、黒 田が展 覧会

で一般 の人 々の前 に 「裸 体画」 を展示 す る とい うこと とどこか通 じてい る。

審 査員選 定で大 きな騒 動 となった 明治40年(1907)東 京 府勧 業博覧 会で は、青木

繁(1882～1911)の 「わだつ みの い ろこの宮」 が三等末席 とい う事実 上最 下位 と

な り、 この博 覧会 の審査 の公平性 を疑 う画家 達が 、次々 と褒 賞 を返却す る とい う事態 が起

く　 　　

こ る 。

自信 作 であ った 「わだつみ のい ろ この宮」 が三等 末席 とな った こ とに憤 愚や るか たない

青木 は、S.Aと い う匿名 で 、雑 誌 『方寸』 に不満 をぶ ちま けた。

青木 は、「今 日の大 家 と為 るには資格 を要す 、六七年 の留 学の看板 は最 有力 に して 、法螺

達者 に して、技術 拙劣 な る可 し。_大 家 は退化 な り、画 が描 けては大家 になれ ず 、貯 財せ

く　の

ず ば大家 になれ ず 」 と暗 に審査 員側 で ある 「大 家」黒 田清輝 をは じめ とす る画壇有 力者

を痛烈 に批判 した。

い く ら匿名 とはい え、内容や イ ニシ ャル か らす ぐに青木 の記 事だ と分か った。そ のため、

青木 は事実 上美術 界か ら追放 され る羽 目にな る。

漱石 は、青木繁 との直接 の面識 はないが 、青木 の作品 を高 く評価 していた。 それ ゆ え、

この東 京府勧 業博 覧会 の審査 の不平等性 に 目をつぶ って はい られ な かった のであ ろ う。

『それ か ら』(明 治42年 ・1909年)の 中で代助 が、
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いっ かの展覧 会 に青 木 と云ふ人 が海 の底 に立っ てゐ る脊 の高 い女 を画い た。代助 は多

く　 　ラ

くの出品の うちで 、あれ丈 が好 い気 持 に出来 てゐ る と思っ た 。

と、青木 の名前 をあげて 、展 覧会 の 「多 くの 出品」の 中で 、「わだつ みのい ろ この宮 」だ

けをいい と褒 めたの は、明治40年(1907)7月 の東京 府勧 業博 覧会 で の青木 の評 価

が低 か った事 へ の、漱石 な りの批 判 があ った と見 て取れ る。

漱石 は、『それ か ら』だけで はな く、大正元年(1912)に 朝 日新 聞で連載 され た 「文

展 と芸術」 で も青木 の作 品 を褒 めた。 この 「文展 と芸術」 で の青木 の擁護 につ いて は後 に

記す。
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青木 繁 「わだ つ み の い ろ この 宮 」(1907年)

(「黒 田清輝 ・青木繁」世界名画全集 新規矩男ほか編集

1962年 平凡社 より)

10.漱 石 と文 展

明治40年10月 東京府 勧業博 覧会 のす ぐ後、 日本 で初 めての官設美術 展 「文展 」が 開
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催 され る。博 覧会 で の審 査員選 定 を巡 る騒動 は、 この文展 の審査員 問題 に まで発 展 し自体

は泥 沼化 してい た。 文展 に 当選す るか落選す るか も、勧業博 覧会 と同様 に審査員 た ちの派

閥が大 き く関係 してい たので あ る。

漱石 は、大 正2年(1913)12月12日 第一 高等学校 で 開かれ た講演 「模倣 と独 立」

の中で、「文展 を見 て私 は感 じた 、ど うも私 は文 展 に反 対 であ る、私 は元来 文部省 には反 対

く　 　　

す る こ とが多い ので博 士 も辞退 したや うな わ けで あ るが今度 の文 展 も面 白 くなかつ た 」

と述べ てお り、文 展 には反 対 であ った。

「模 倣 と独 立」 の公演 の前年 、大正 元年(1912)第 六 回文 展 の批評 を頼 まれ た漱 石

は 「東 京朝 日新 聞」 に 「文展 と芸術」 と題 して、計12回 の連載 を行 った。

く　の

その 中で 、 「芸 術 は 自己の表 現 に始 つ て、 自己の表現 に終 るもので あ る 」 と芸術 論 を

説 き、文展 の審査 員た ちに 向かって 、「自分 の圏 内に胴 踏 して、同臭 同気 の ものば か り撰択

けの

す る といふ精神 では審査 な どの出来 る道 理 がない」 とその精神 を問いた だ し た 。文展 の

審査 も、や は り黒 田を始 め とす る新派 が優勢 で あ り、それ に対立す る派 閥 の作 品 は当選 し

に くか った。

小 出楢重 が友人石 浜純 太郎 にあて て書い た葉書 には(大 正4年 ・1915年10,月10

日)「KURODASEIKI」 と記 され た大男 が、雲 の上 か ら幾枚 もの画 を下界 に放

り投 げ る様子 が描 いて あ り、文 展 に出品す るも落選 が続 いてい た小 出のせ めて もの憂 さ晴

く　 　　

らしだ ったのだ ろ う 。 この こ とか らも、文 展の殊 に洋画部 門の審 査 の行 方 を握 ってい る

人物 が黒 田清輝 であ った こ とが分か る。

勧 業博 覧会 や文 展 の審 査員 の問題 か ら、事 実上西洋 画壇 の頂上 に君 臨す る黒 田に対 して

の、漱 石 の印象 は良 くなか った と思 われ る。名 前 こそ挙 げてい ない が、文展 の審査員 へ の

批判 に は、黒 田に対 しての批判 が多分 に含 まれて い る と感 じるのは 、私の深読 み に過 ぎな

い だ ろ うか。

東京 府勧 業博覧 会で 三等末席 に なった後 、画壇 を追われ るよ うに流浪 した青 木繁 は、文

展 に出 品す るも落選 し続 け、 明治44年(1911)3月 に天折 した。

漱石 は、明治40年(1907)の 東 京府勧 業博 覧会 で、青木繁 とい う一人 の尊 い 「芸

術 的生命 」 が、審 査員達 の 「自己の粗忽 と放 漫 と没鑑 識 とに よって殺 さ」れ た こ とを知 っ

て いた。 そ して 、審 査員 た ちにあの よ うな 同 じ過 ち を二度 と犯 して欲 しくない と思 い、次

の よ うに書 いた。
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さ うして具 眼者 として期待 されっ ＼あ る文展 の審査員 諸氏 に 向っ て、 た とひ一 人た り

とも助 か るべ き筈 の芸術 的生命 を、 自己の粗忽 と放漫 と没鑑識 とに よつ て殺 さざ らん

け ヨ　

事 を切 望 して已 まぬので あ る 。

漱石 は続 けて 、明治45年(1912)3月 に開かれ た、青木 の没後 一周年 遺作展 を見

た とき の感想 を書 き記す。

く　 　　

自分 はかつ て故青 木氏 の遺作展 覧 会 を見 に行 った事 が ある。其時 自分 は場 の 中央

に立つ て一種変 な心持 になつ た。 さ うして其心持 は 自分 を取 り囲む 氏の画 面か ら自 と出

る霊妙 な る空気 の所為 だ と知 った。 自分 は氏 の描 いた海 底 の女 と男 の下 に停 ん だ。 自分

は其絵 を欲 しい とも何 とも思 は なかつた。 けれ ども夫 を仰 ぎ見 た時 、い くら下 か ら仰 ぎ

見 て も恥 つ か しくない といふ 自覚 があつ た。 斯 んな もの を仰 ぎ見 ては、 自分 の人格 に関

は る といふ気 は ちつ とも起 らなかつ た。 自分 は其 後所謂 大家 の手 になつた もの で、 これ

と同 じ程度 の品位 を有 っべ き筈 の画題 に三 四度 出会つ た。 けれ ども 自分 は決 してそれ を

仰 ぎ見 る気 にな らなかつた。 青木氏 は是等 の大家 よ りも技イ雨の点 に於 て は劣 つ てゐ るか

も知れ ない。或 人 は 自分 に、彼 はまだ画 を仕 上 げ るカ がない とさへ告 げた。 それ です ら

彼 の制作 は纏 まつた一 種 の気 分 を漂 ら して 自分 を襲つ たので あ る。 して見 ると手腕 以外

く　 ら　

に も画 に就 て 云ふべ き事 は沢 山あるのだ ら うと思 ふ 。

ここで 、漱石 は青木 の絵 に囲まれ た ときに 「一種変 な心持 」になっ た ことを語 っ てい る。

それ は、青木 の絵 か ら自然 とわ き出て くる 「霊妙 な る空気 」 のせ い であ った。 青木 の絵 に

は、まだ まだ技楠 の拙 さが 目立つ ものの 、絵 が持 つ 「纏 ま った一種 の気分 」が 自分 を襲 い、

強 く心 を揺 さぶ られた ことを告 白す る。

ア ツ ト ラ ク ト

これ は 、明治39年(1906)の 「文 章 一 口話 」に お け る 「惹 き付 け る 力 」「attractive」

(76)と 通 じ る。

この よ うに 、 観 る者 の 気 持 ち を 強 く揺 さぶ り、 惹 き付 け られ る絵 こそ 、 漱 石 の評 価 す る

絵 で あ っ た の だ 。
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11.描 かれ なかった美禰 子 の影

では 『三 四郎』 で原 口画伯 が描 い た 「森 の女」 は、は た して漱石 が好 む よ うな観 る者 の

心 を強 く揺 さぶ る よ うな絵 で あった ので あろ うか。

もし、原 口が黒 田をモ デル と して い るの な ら、黒 田の描 く女性像 を漱石 が ど う評価 して

い たか を探れ ば、 どん な 肖像画 で あったの か分か る とい うものだ ろ う。

漱石 が 、唯一黒 田清輝 の絵 を評 した文章 が、前述 した大 正元年(1912)の 「文 展 と

芸術 」 にあ る。 この 「文 展 と芸術 」 の後半 では、辛辣 に各絵 画 の批 評 をす る漱 石だ が、黒

田の絵 に対 して は、驚 くほ ど無 口 ともい え る。

黒 田清輝 氏 の 「習作 」で あ る。 それ には横 向の女の胸 以上 が描 い て あつ た。女 は好 い

色 の着物 をたつた一枚 肩 か ら外 して、装飾 用 の如 く纏 つ てゐた。其顔 と着 物 と背 景 の

調 子 が ひ た りと喰 付 い て有機 的 に分 化 した様 な 自然 の落 付 を 自分 は 味 はっ た ので あ

る。 さ うして若 し日本 の女 を 品位 の あ る画 らしい ものに仕上 げ得 た ものがあ る とす る

な ら、此習作 は其一 つ に違 ない と思つ たので あ る。 けれ ども夫以 上 自分 は此絵 に対 し

く　の

て感 ず る事 は出来 なかつ た 。

銚
1

',♪
黒 田清輝 「赤 き衣 を着 た る女 」(1912)

(鹿児 島県歴史資料セ ンター黎明館蔵)

(『黒 田清輝』隈元謙次郎1966年 日本経済新聞社 よ り)
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漱石 が その時 見た黒 田の絵 は、「赤 き衣 を着 た る女」で、文展 で は 「習作」 と して出品 さ

れ ていた もので あ る。

この 「赤 き衣 を着 た る女 」は、漱石 に とって、「日本 の女 を品位 の あ る画 らしい もの に仕

上 げた」絵 で はあ るが 、残 念 なが らそれ以上 で も以 下で もな く、た だ綺m.nな 画 と してのみ

認識 され 、 「夫 以上 自分 は此絵 に対 して感ず る事 は 出来 なかつ た」 と述べ るに留 ま る。

しか し、 これ よ り前 に 「文展 と芸術 」の 中で、青 木繁 の遺作展 の絵 は 「霊妙 なる空気」

が出てお り 「一種 変 な心持 に」 な る絵 で、 「纏 まつた一種 の気 分 を漂 らして 自分 を襲つ た」

と熱 っ ぽ く語 った後で は、 この黒 田の絵 に対 す る沈 黙 に も似 た 「夫以 上 自分 は此絵 に対 し

て感ず る事 は 出来 なかつ た」 とい う感想 は、黒 田の絵 は、観 る者 の心 を惹 き付 けない とい

うことを暗に述べ てい るので はない か。

『三 四郎 』の最 後で 、美禰子 の 肖像 「森 の女」 は、丹青会 の一 室 の正 面 に掛 け られ る。

「森 の女」 の前 には人 が集 ま ったが 、それ は 「森 の女」 が 「特別 の 出来 」で 「人 の 目を惹

く題 」であ る と同時 に美禰 子 を描 い た もの だか ら、「全 く大 きい か ら」とい う理 由で もあ っ

た。

「森 の女 」 を観 て、野 々宮 は 「色 の出 し方 が 中々洒落 て」い る 「意気 な画 」だ と評 し、

広 田は 「少 し気 が利 き過 ぎてゐ る位 だ。」と言 った。そ の後、二人 は 「技巧 の評 ばか りす る。」

誰 も画 家原 口の作 品か ら漂 う 「一種 の気 分」 に打 たれた もの はいな かった。

漱石 に とって 「肖像画 」 とは、 「所 謂性格 描 写(Charactersketches)に 匹敵 す るもの」

であった。

一体
、画で 肖像 画 と称す るの は文 学 に於 て何 に相 当す るだ ら う。 写実小説 で もあ るま

い。(是 は画の方 で云ふ とホーガー スの領分 で ある。)歴 史 的 ロマ ンス で も有 まい。(是

は歴史 画 に当 る。)古 代 の神話杯 を題 目 とした詩 で もなか らう。(是 は クラシカル な題

目の絵 画 に相 当す る。)す る と レノル ズ杯 が描 いた 肖像 画 は文 学 で云ふ と何 に 当 るだ

ら うか。 余 の考で は所謂性格 描写(Charactersketches)に 匹敵す る もので はあ るま

いか と思ふ。(中 略)

何 故此意 味 の性 格描 写が 肖像 画 に比較す べ き ものか と云ふ と、御 承 知 の通 り肖像 画 は

現前 の人 を其儘 にあ らはす のが主 で あつ て、モ デル其物 があ る 目的の方便 に使 用 され

るの とは大変趣 が違 ふ。(中 略)

斯 様 に描 か るべ き人 物が 、偽 らざる 自己の表情則 ち性格 の符徴 を持 つ て くるのを画家

166



の方 では随 時に摸写 す るので あるか ら、所 謂 カ ラクター、 スケ ッチ と大変 其揆 を一 に

く　 　　

した 所 が あ る 。

これ は 、『文 学 評 論 』 の 中 で 、ジ ョシ ア ・レ ノル ズ(1723～1792)の 肖像 画 を論

け 　　

じて い る も の だ が 、 この 漱 石 の 「肖像 画 」 に 対 す る 考 え に 基 づ く と、 原 口が 描 い た 「森

の女 」 とい う 「肖像 画 」 が ヒロ イ ン美 禰 子 の 「性 格 描 写(Charactersketches)」 に な る と

い え る。

原 口 は 、美 禰 子 の 「肖 像 画 」 を 描 き な が ら、 美 禰 子 の 「性 格 」 を画 布 に 表 そ う とす る。

漱 石 が 言 う と こ ろ の 「偽 らざ る 自 己 の 表 情 則 ち性 格 の 符 徴 」 を 「摸 写 す る」 わ けで あ る。

「それ に表情 と云 つ たつ て」 と原 口さん が又始 めた。 「画 工 はね 、心 を描 くん ぢや な

い。心 が外へ 見世 を出 してゐ る所 を描 くんだ か ら、見 世 さへ 手落 な く観察 すれ ば、身

代 は 自か ら分 るもの と、 まあ、 さ うして置 くんだね。 見世 で窺 へ ない身代 は画 工の担

任 区域 以外 と諦 めべ きものだ よ。

(中略)

此眼 の恰 好 だの、 二重瞼 の影 だ の、眸 の深 さだの、何 で も僕 に見 え る所丈 を残 りな く

描 い て行 く。す る と偶然 の結果 と して、一種 の表情 が 出て来 る。も し出 て来な けれ ば、

僕 の色 の 出 し具合 が悪かつ たか 、恰好 の取 り方 が間違 つ てゐたか 、何 方 かに なる。 現

く　　　

に あの色 あの形 そ の ものが一種 の表情 なんだ か ら仕方 が な い 」(十 の六)

三 四郎 は、原 口のア トリエ で始 めて 「森 の女」を見た とき、「影 の所 で も黒 くは ない。寧

ろ薄 い紫 が射 して」い る、 「軽 快 な感 じ」 「浮 いた調 子」 がす る画 だ と思った が、原 口が美

禰子 の 「心 が見世 を出 した ところ」が描 けていた な らば、その画 か ら 「軽 快 な感 じ」「浮 い

た調子 」 は出て こなか った はず で、む しろ、 自分 の青春 に見切 りを付 けた女 の寂 しさや諦

めがに じみ でて いた こ とで あろ う。

原 口は、美禰 子 の その よ うな寂 しさが 「見世 を出 した ところ」 を捉 える こ とが 出来ず 、

「森 の女」 に は、美禰 子 が抱 えてい た苦悩 は描 かれ なか った。 つ ま り原 口は美 禰子 の 「性

格描 写(Charactersketches)」 に失敗 した のだ。

美禰 子 の突 然 の結婚 に隠 され た 〈頼 るべ き人 も帰 るべ き家 もない 〉寂 しさに、原 口、野 々

宮 、広 田、与次郎 の男性 達 はつ いぞ気 が付 くこ とはなか った。
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ただ一 人三 四郎だ けが 「森 の女 と云ふ題 が悪 い」と言い 、「ぢや 、何 とす れ ば好 い んだ」

と与次 郎 に尋 ね られ、 「迷 羊」 「迷 羊」 と眩 いたが 、その時 、三 四郎 だ けは よ うや く美禰 子

の寂 し さに気 が付 いた のか も しれ ない。
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お わ りに

小説 『三四郎』 は、 三 四郎 を主人公 と した、教養 小説 、青春小説 、 も しくは美禰子 へ の

淡 い恋 と失恋 といった恋 愛小説 とい う形 を取 りなが ら、 日露戦争(1904～1905)

直後 の 明治40年(1907)41年(1908)の 日本 を描 き出 した、 明治 とい うく 日

本 の青春 〉 を描 いた小説 で ある とい え る。

そ こに描 かれ てい る文 化 ・風俗 は、単 に、 〈 旧い もの と新 しい もの 〉〈西洋 対 日本 〉 と

い った対比構 造 として描 かれ てい るので はな く、矛盾 を抱 えなが らも混 ざ り合 って い る。

そ のく矛 盾 〉こそが 明治40年 代 の 日本 の状 況 を表 して い る とい えよ う。

本論 で は、三 四郎 の青 春小説 、教養 小説 的な要 素 には特 に強 く触 れ ず、む しろ美禰 子 を

は じめ とす る女性 達 に焦 点 を当てた が、 ヒロイ ン美禰 子 の存在 も、 また一つ の 〈矛盾 〉で

あった。

ロ 　

三 四郎 は 、美 禰子 を初 めて大学 の池 の畔 で見 た とき 「矛 盾 だ 」 とつぶや くが、 その理

く　　

由はは っき りとは分か らなか った ものの、 「た ゴ何 だ が矛 盾 」 だ と感 じる。

それ は、表 面 的に は 「西洋 的」で近 代的 な、一 見華や かな女性 に見 え る美禰 子 が、内 に

〈孤独 〉や く寂 しさ〉を抱 えてい る女性 で あ るこ とを、 暗示 させ るもので あった。

美禰 子 が内 に抱 えるシ リアスな問題 は、作 品 の上 に直接 的 には描 かれ て はいない。 しか

し、背 景 として描 かれ てい る事柄 を丁 寧 に読 み取 ってい くこ とに よって、美禰 子が抱 える

問題や 、登場 人物 た ちが抱 える問題 を明 らかに してい った。

『三 四郎 』 に描 かれ てい る風俗 や風 景 は、小説 に華 を添 える単 な る 「小道具 」 としで描

かれ てい るので はな く、相 当な意味づ け を もって描 かれ てい る とい え よ う。

ヒロイ ン美禰 子 が抱 え る〈頼 るべ き人 も帰 るべ き家 もない 〉孤独 は、表面 に は現 れず 、

彼女 が停 む 「崖 の上」 が、そ の立場 を象徴 してい る。 明治39年(1906)の 『草枕』

で は、那美 は身投 げす る女のイ メー ジで語 られ、 明治40年(1907)の 『虞美人 草』

では、藤尾 はプ ライ ドの高 さか ら憤死す る。短 編で も明治38年(1905)の 『倫敦塔 』

『莚 露行』、 明治41年(1908)『 夢十夜 』 な ど、作 品に登場す る ヒロイ ン達 には 〈死

のイ メー ジ 〉が漂 って いたが 、『三 四郎』で は一転 して く死 のイ メー ジ 〉は消 えたか に見 え

た。 ところが、作 品 に散 りばめ られ た事象 を丁寧 に読み取 っ てい く と、 〈 自殺 す る女 〉 と

い うシ リアス なテーマ が隠 され てい る こ とがわか る。
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そ こには、イ プセ ンの 『ヘ ッダ ・ガブ ラー 』の よ うな 自殺 す る ヒロイ ンや 、英文学 や英

国絵画 に描 かれ た 〈水 に飛 び込 む女 〉た ちの系譜 は もちろん の こと、漱 石 が明治31年(1

898)5月 に体 験 した、鏡子 夫人 の入 水未 遂事件 が大 き く係 わっ ていた であ ろ う。加 え

て 、明治36年(1903)5月 に華厳 の滝 か ら投 身 自殺 した藤村 操 を初 め とす る煩 悶す

る青年 の 自殺 も念頭 にあった と思われ る。この く 自殺 〉 とい うテーマ は、後 に大正3年(1

914)の 『こ ＼ろ』 で クロー ズア ップ され 、作 品か らは徐 々に風 俗 的要素 は省 かれ 、登

場人物 達 の内面 を描 い てい く ことが主 軸 とな り、色調 は暗 くなってい く。

しか し、『三 四郎 』の作 品の 印象 は 明 るい。陰影 を含 みなが らも、華や か な青 春 の群 像 を

絵 として描 こ うとした魅 力 に溢 れて い る。

漱石 は 『三 四郎 』 の中で、登 場人物 達が持 っ深刻 な 問題 を深刻 に は描 か なかっ た。 シ リ

アスなテー マ は内包 され 、個 々のエ ピソー ドや風景 、風俗 に象徴 的 な意 味 を持 たせ て描 い

て いった のだ。

では、漱石 はなぜ 、 この よ うな方法 を とったの だ ろ うか。

一っ には
、漱 石 が、自然主義 の赤裸 々 な描 写 を好 ま なか った ことが挙げ られ るだろ う。

田山花 袋 が言 うよ うな 「露骨 な る描写 」(『太 陽』 明治37年 ・1904年)を 避 け、登場

人物達 の内面 に立ち入 らない手 法 を用 いて 、シ リアスなテ ーマ を描 き出そ うと した。

二っ めは、 明治41年(1908)3月26日 に起 きた森 田草 平 と平塚 明子 の 「煤 姻」

ア ンコンシャス ヒ ポ ク リッ ト

事件 か ら、天性 のま ま男 を翻 弄す る 「無 意識 の偽善家 」(3)で あ る ヒロイ ンを描 こ うと試

く　　

み てお り、 「イ プセ ンの女 の様 な所 が あ る 」 ヒロイ ン美禰 子 を創 造 す る。美禰 子 は、『ヘ

ッダ ・ガ ブ ラー』 のヘ ッダの よ うな 自我 の強 さを持 った 自由奔放 な女性 で あるが、ヘ ッダ

くら　

ほ ど 「徹 頭徹尾 不愉 快 な 女 」(「文 芸 の哲学 的基礎 」)と して は描 かれ てい ない。 それ は、

ヘ ッダ のよ うな因習 に捕 らわれ ない女 を 日本 の風土 に適す るよ うに創造 した結 果で あ り、

漱石 はイ プセ ンの よ うに作者 の 「哲学 」 を剥 き出 しに しない方法 で、近代 的 自我 に 目覚 め

た女性 の限界 を現 そ うと した。

さらに、明治28年(1895)か らたび たび世 間 を騒 がせ た 「裸 体画」 の よ うに、刺

激 的な 「裸 体」とい う対象 を あ りのま まに描 くとい うこ とも、漱石 の美意識 に反 していた。

漱石 は、事実 であ る こ とや リアル な描 写 にば か り重 きを置い てい る 自然主義 文 学や、対

象 を写 実的 に描 くこ とに終始 してい る絵画 に対 して 、事 実だ けが 「文芸 上 の 貿 」(『文学

論』第 三編 第二章)で はない ことを繰 り返 し説い ていた。

この よ うな こ とか ら、漱石 は、 自身 の考 え を前面 に押 し出す ことも、登場人 物 たちが抱
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える問題 の全 て をつぶ さに描 き出す こ ともせ ず、そ れぞれ の風景や 風俗描 写 に意味 を託す

る とい う方 法 を とった ので ある。

それ は、俳 句や俳 画 、文 人画 に見受 け られ るよ うな 「余韻 」「余 白」の美 学 とい ってい い

か もしれ ない。幼 い頃 か ら南画 に親 しみ、 自身 も よく水彩 画 を描 き、俳句 を詠 んだ漱 石 な

らでは の感性 で もあ った とい え るだ ろ う。

『三 四郎』 で描 かれ る一つ一 つの場 面 は、美 しい明治 の風俗絵巻 の よ うで あ る。表 面的

には淡 い青春 小説 の形態 を と りなが ら、そ の 中には シ リアス な問題 を内包 してい る ことを

見落 と しては な らない のだ。 それ は、内 に孕 む シ リアス な問題 を絵 解 きす るよ うに、暗示

を読 み取 る能 力 を読者 に要求す る ともい え る。 しか し、 それ らの暗示 を読 み取 るこ とので

きない読者 に も、美 しい風俗絵巻 として楽 しめ る要 素 をふ んだ ん に盛 りこんだ。 その シ リ

アスな要素 と風俗 的 な要 素のバ ランスが 『三 四郎』 の大 きな魅力 となってい る。

漱石 は、談話 「現時 の小説及 び文章 に付 て」(『神 泉』 明治38年8月1日)で 、事件 で

人 を楽 しませ る小説 は 「発 達せ ぬ読者 」に 向って作 る ものであ り、「発達せ る読者 」は、「事

件 を述 べ る為 の小説 」 では満足 しない と語 ってい る。

事実 で人 の感情 を楽 しませ るもの は、大変 必 要だ けれ ど、其 のみ に 目を着 け るの は、

発 達せ ぬ読者 に 向ツて作 るので 、発 達せ る読者 には 、事件 のみで な く、事 件 と同時 に

前後 に関係 ない一幕 、即 ち前後 を切 りはな した一幕其 者 が、生 きてい なけれ ば、事件

許 り活 動 した とて 、其 丈 では満 足 出来 ぬ と思 ふ、 さ うす るに は、光 景(周 囲 の)と 、

人 間 の挙動 及言 語 か ら成 り立つ て い る其材 料 を写生 的 に書 か ぬ と何 して も活 動 は 出

来ぬ 、写生 的に書 くと云 ことは、話の筋 ばか り書か ない で全 体が躍 出す る様 に描 写す

る方 法 だか ら、つ ま り一つ話 を見て も届 出 の様 に要件 の こ と許 りで な く、 どこか に、

余裕 があ る様 に思 はれ る、則 ち実 際の用 事 としては不必 要 であ るけれ ども、活動 を さ

せ るには必要 な光景 とか或 は会話 とか を持 て くるこ とをいふ のだ 、其様 す る と事件 を

述 べ る為 の小説 で な く、世 の 中を叙 して る小説 で、世 の 中で 自然 と事件 が発達す る様

に書 き こな され る、然 うでな けれ ば世 の中か ら事件 だ けを引抜 い た要事 だ けの小説 が

くの

出来 る

『三 四郎』 には、全 く とい ってい いほ ど事件 らしい事件 は起 こらない。 作 品の 中心で あ

る美禰 子 との 関係 にお いて も、何 らの進 展 もな く、ただ 、原 口のア トリエ を訪 問 した理 由
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く　ラ

を 「あ なたに会ひ に行つ たん で す 」(十の八)と 思 い切 って言 っただ けで終 わって しま う。

作 品の 中で、事件 ら しい事件 は起 こ らない ものの 、三 四郎 の周 囲で は 「菊 人形 」 「運動会 」

「展 覧会」 「演 芸会」 とい った沢 山の行事 が執 り行 われ る。 それ ら明治40年 代 の風 俗 は、

「発達 せ ぬ読者 」 に は、小説 を彩 るための点 景や娯 楽的要 素 として しか映 らないか も しれ

ないが、漱石 は、それ らの風俗 の背後 に隠 された 、急 速 に西洋化 し近代化 へ の道 を押 し進

んでいた 明治 日本 と、そ こに生 きる若 者 たちが抱 えるシ リア スな問題 を読み 取 る ことを「発

達せ る読者 」た ちに期待 して い るのでは ないか。

シ リアスな 問題 を、 シ リアスに描 かない。

それ こそ、漱石 が好 んだ手法 で あ り、 自然 主義文 学 の よ うな赤裸 々な描 写 、イ プセ ン劇

のやや 露骨 な ところ、「裸体 画」の よ うに対象 を あ りのま ま描 くこ と、そ うい った もの を排

除 して、生 まれ たのが 『三 四郎 』で あ り、作 品全体 と して、漱石 が好 んだ水彩 画や ターナ

ー の絵 のよ うに、淡 く軽 い印象 に仕上 げた ので はないだ ろ うか。

先述 の 「現時 の小説及 び文 章 に付 て」で漱 石 は、「本 当の活動 を して る物 を背景 と して其

中に世 の中の物 を活 動 して る様 に描 くのが真 の色彩 で ある、無論 事柄 は必要 で ある、然 し

く　　

色彩 として は無駄 な事 が是非 必 要 だ 」 と述 べ、話 の筋 に直接 関係 ない と思 われ る 「無駄

ロ 　　

な事 」 は決 して 「無用 でな く、非常 に大切 な色 彩 」 で ある と言 う。

その談話 に即 して言 うな らば、『三 四郎 』は、さま ざまな色彩 で もって描 かれ る美 しい 明

治 の風 俗絵巻 ともい える。 そ の陰影 を孕 ん だ明 る さは、 百年後 の現在 で さえ古び る こ とな

く我 々 を魅 了す るので あ る。
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ん ど孤児 院 ・授 産所 ・施療 院 な どにお いてい た。 文化 ・教育 事業 よ りも社 会 ・慈善事
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名 古 屋 大 学 出 版 会)p.13

178
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隼 これ はい かな ご と。 無礼 とは汝 等が事 な るぞ。 これ は畏 くも天 が下
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(『漱 石 全 集 』 第25巻1996年5.月 岩 波 書 店)p.263

(19)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5,月 岩 波 書 店)p.265

(20)明 治40年(1907)7月19日 小 宮 豊 隆 宛 書 簡(『 漱 石 全 集 』 第23巻

2004年2.月 岩 波 書 店)p.84

(21)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4月 岩 波 書 店)p.110

(22)明 治40年(1907)7月19日 小 宮 豊 隆 宛 書 簡(『 漱 石 全 集 』 第23巻

2004年2.月 岩 波 書 店)p.84

(23)大 正2年(1913)11.月21日 高 原 操 宛 書 簡(『 漱 石 全 集 』 第24巻 』199

7年2.月 岩 波 書 店)p.220

そ の他 、 「ヘ ッダ ・ガ ブ ラー 」 中傍 線 が 引 か れ て あ る と こ ろ は 以 下 の 通 りで あ る。

まず 、ヘ ッダが、判事 ブ ラ ックに新婚 生活 の不満 を述べ るセ リフ
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HEDDA.

一一Everlastinglytobeinthecompanyof--ofoneandthesame 一

ヘ ツ ダ

永 久 に 、 一 緒 だ と い う こ と よ 、 一 同 じ 一 人 の 人 間 と一

テ ス マ ン を 政 治 家 に し よ うか と 言 い 、 ブ ラ ッ ク に 失 笑 され る 場 面

HEDDA.

BecauseIambored,Itellyou.Aftera -pause.ノDoyouthinkitwouldbeabsolutely

impossibleforTesmantobecomeaCabinetMinister?

ヘ ツ ダ

だ っ て 、 退 屈 な ん で す も の 。(短 い 間)あ な た は テ ス マ ン が い つ か 大 臣 に な る な ん て

不 可 能 だ と思 っ て い ら っ し ゃ る の?

BRACK.

H'm!Yousee,dearMrs.Hedda,inordertobecomethathemustfirstofallbea

tolerablyrichman.

ブ ラ ッ ク

ふ ふ ん 、 ね え ヘ ッ ダ さ ん 、 そ う な る に は テ ス マ ン が うん とお 金 持 ち で な い と 、 何 に し

て も 。

HEDDA.

RisingImpatienty,ノYes,therewehaveit!ItisthispovertythatIhavecomeinto-一!

Crosses訪 θ∬oo君 五tisthatwhichmakeslifesomiserable!soperfectlyludicrous!For

that'swhatitis.

ヘ ツ ダ

(い ら い ら し て 立 ち 上 が り)え え 、 そ う い うわ け ね!そ うい う馬 鹿 な 境 遇 に 、 私 は 、 す

っ か り落 ち 込 ん だ の ね!(部 屋 を 突 っ 切 り)惨 め っ た ら し い 一 生 を 送 る こ と に な る の ね!

ブ ラ ッ ク に い ず れ ヘ ッ ダ が 新 し い 責 任 を 負 う こ と に な る と言 わ れ 憤 慨 す る 場 面

BRACK.
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No,no,nevermindaboutthat.Butsupposenowtherewerecreated--whatone--inthe

loftierstyle--mightcallmoreseriousandmoreresponsibleclaimsuponyou?

β1η ∠1θ5.ノNewclaims,littleMrs.Hedda.

ブ ラ ッ ク

い や 、 い や 、 そ ら ま あ い い で し ょ う。 し か し 、 あ な た が で す よ 、 一 何 と い う か 一 少 し

大 袈 裟 な 言 い 方 か も し れ な い が 、 一 ま あ 、 神 聖 で 、 一 そ し て 、 の っ ぴ き な ら な い 責 任 と

で も 言 い ま す か 、 そ うい う も の に 直 面 し た と し た ら?(に や っ と し て)新 し い 責 任 で す

よ 、 ヘ ッ ダ さ ん 。

HEDDA.

∠Angry.ノBequiet!Ybushallneverlivetoseeanythingofthatsort.

ヘ ツ ダ

(怒 っ て)よ け い な お 世 話 よ!そ ん な こ と に な る も ん で す か!

BRACK.

如 ∂召孟fo召θ加 ノWewilltalkaboutthatayearhence--attheverylatest.

ブ ラ ッ ク

(用 心 して)せ い ぜ い 、 ま あ 、 一 年 も た っ た ら 、 ま た お 話 し ま す か ね 。

HEDDA.

畑o∬6取 ノIhavenovocationforthatkindofthing,Judge.Noresponsibilitiesfor

me.

ヘ ツダ

(そ っ け な く)あ た く しは 、 向 い て い ま せ ん の 、 そ うい うほ うに は。 責 任 な ん て 、 ま っ

ぴ ら よ!

テ ス マ ンや ブ ラ ッ ク の 目 を気 に して 、 レー ヴボ ル グ を諫 め る場 面

HEDDA.

No.Youmaybeallowedtothinkit;butyoumustnoysayit.

ヘ ツダ

い け な い とい うの!あ な た の胸 の 中 で そ う思 うの な らか ま わ な い け ど、 口に 出 して

言 っ て は い け な い 。
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レー ヴ ボ ル グ が 、 ヘ ッ ダ の 前 で 過 去 の さ ま ざ ま な 臓 悔 を し た こ と は 、 ヘ ッ ダ の 神 秘 的 な 力

に よ っ て な さ れ た と 言 う場 面

LOVBORG.

YeshowelsecanIexplainit?Andallthose--thosemysteriousquestionsthatyouused

toaskme‐

レ ー ヴ ボ ル グ

じ ゃ 、 ほ か に 、 ど う言 え ば い い ん で す?そ れ に あ の 、 遠 ま わ し の 質 問 で す よ 、 い つ も 、 僕

に 向 け て き た 一

HEDDA.

Andwhichyouunderstoodsothoroughly-一.

ヘ ツ ダ

そ れ を あ な た は 、 実 に す ば や く呑 み 込 ん で 一

レー ヴ ボル グ が よ く も平 気 で あ ん な こ とを ズ ケ ズ ケ と聞 け た もの だ と言 っ た と き に 、

ヘ ッダ が 言 っ た"Mysteriously ,ifyouplease."「 遠 ま わ し とお っ し ゃ っ て 」

テ ア に 向 か っ て 、 一 生 に 一 度 、他 人 に 対 して 支 配 力 を持 っ て み た い が ま だ 一 度 もや っ た こ

とが な い と言 う と、 テ ス マ ン に 対 して した こ とが な い の か と 問 わ れ 驚 く場 面

HEDDA.

Oh!thatwouldbeworthtalkingalotoftrobleabout!Oh,ifyoucouldonlyknowhow

poorIam.Andyouareallowedtobesorich.Throwsherarmspassionatelyround

ゐθ君五believeIshallscorchyourhairoff,aftera11.

ヘ ツダ

あ あ!主 人 の で さ え 、 そ ん な 事 を し よ う と思 う とそ れ こそ 大 変 な 手 数 が か か る。 あ な た

は 、 ま だ 知 ら な い ん だ もの一 私 は 大 変 な 貧 乏 人 よ一 そ う して 、 あ な た は 、 お 金 持 ち よ。

(情 熱 的 に エ ル ヴス テ ー ド夫 人 を 抱 き しめ)私 、 あ な た の髪 の毛 を焼 い て や る わ

レー ヴ ボル グが 原 稿 を紛 失 した こ とを ヘ ッダ に 告 げ に来 て 、 テ ア に も 聞 く よ うに 言 うと、

"Yes
,butIdon'twishtohearanyting,Itellyou."
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「え え、 で も私 何 も聞 き た く な い わ 。」

と言 うテ ア の セ リ フ に は 二 重 傍 線 をひ い て あ る。

レー ヴ ボル グの 原 稿 を燃 や して しま っ た こ と を聞 い て 、 テ ス マ ン が 喜 ぶ 場 面

TESMAN.

∠Laughinginexcesso!ノ(塀 力rheservant!No;youarefun,Hedda!Theservantis--just

Bertha!IwillgooutandtellBerthamyself.

テ ス マ ン

(う れ し くて た ま ら な い とい うよ うに 笑 い)女 中!つ ま らん こ と言 うん じゃ な い よ 、 ヘ ッ

ダ!女 中 っ た っ て一 昔 か らい る ベ ル テ じゃ な い か!こ っ ち か ら出 か け て行 っ て 、 教 え て や

りた い く らい だ よ!

レー ヴ ボル グの 自殺 を知 っ た とき の ヘ ッ ダ の独 白

HEDDA.

Halfaloud.Atlastanheroicact!

ヘ ツダ

(半 分 声 に 出 して)と うと うね 、 一 本 当 に勇 ま しい 行 為 だ わ!

TESMAN.

Terrified.ノGodsaveus--Hedda,whatareyousaying?

ア ス マ ン

(び く り と して)お い お い 、 ヘ ッ ダ 、何 を言 っ て る ん だ?

HEDDA.

Isaythatthereissomethigbeautifulinthis.

ヘ ツダ

こ の行 為 に は 美 し さが あ る っ て 、 あ た し、 言 っ て る の よ。

こ こま で 見 て き て 、 漱 石 は 、 特 に ヘ ッダ の 性 格 が よ く分 か る と こ ろ に傍 線 を 引 い て い る こ

とが 見 て とれ る。
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第人 章 く頼 るべ き人 も帰 るべ き家 〉も持 た ない者 た ち

(1)『 漱 石全集 』第5巻(2002年8.月 岩 波書店)p.371

(2)一 般 女性 が名 刺 を作 る とい う風俗 は、早 くに二葉 亭四迷 『浮雲』 第二編(明 治20

お ん な
～22年 発表)で 見 られ る。 お勢 が名刺 を作 ろ うとし、弟 の勇 に 「婦人 の くせ に園 田

な ふ だ

勢子 とい う名 刺 を こ しらえ る ッて ッた か ら、 お勢 ッ子 で沢 山」 だ 「婦人 の癖 にいか ん

生意気 で」 と言 われ る場 面が ある。(『新 日本 古典文 学大系 明治 編』18坪 内適遙 二

葉 亭 四迷集2002年10月 岩 波書店)p.329

(3)小 森 陽一 「「個人 と活字 」『三 四郎』 にお け る文字 の ドラマ トゥル ギー」(『現 代思想 』

1993年10月)

(4)中 山和子 「『三 四郎 』一 「商売 結婚 」 と新 しい女 た ち一 」(『漱石研 究』第2号19

94年5月 翰林書房)

(5)芳 川 泰久 「「婚 姻 ・鏡 ・父 の名 」一 あ るいは書 くこ との強度一 」(『漱石研 究』第2号

1994年5月 翰 林書房)

(6)石 原 千秋 「長 男 の記号学 」(『漱 石研 究』第5号1995年11,月 翰林書房)

(7)角 田旅 人は 「「三 四郎 」覚書 き一 美禰 子 と三四郎一 」(『漱石 作 品論集 成第 五巻 三 四

郎』1991年1.月 桜楓 社 初 出 『文 学年誌 』41978年12月)の 中で、

「た しかに美禰 子 は兄 恭助 か ら放任 され てい る。気 まま に外 出 し、若 い男 と一緒 に歩 き、

自分 の宰領 で三十 円 もの金 を貸す こ とがで き る。 しか し、それ はまた兄 か ら構 いつ け

られ ない とい う域 に さえ達 してい るこ とも見落 とす わけ にいか ない 」 と述 べ て い る。

(8)『 漱 石全集 』第5巻(2002年8月 岩 波書店)p.494

(9)こ れ と同 じよ うな内容 で、 明治42年(1909)6月5日 の 『風俗 画報』 に掲載

され た 「女学 生 の新 取締法 」 もあ った。 〈青年 女子 の男子 に対す る心得 〉の原案 とあ

るので、 「若 き婦 人の男 子 に対す る心得 」 の原 案 か も しれ ない。

(10)小 森 陽一 「漱石 の女 た ち一 妹 た ちの系譜一 」(『文学 』1991年 冬 号 岩 波書 店)

「なぜ な ら 「小姑」 とい う烙印 には、 自らの父 母 を中心 とした 「一 家」 か らは潜在 的

な外部 と して排 斥 され、兄夫婦 か らはその新 しい 「一家 」を脅 かす者 と して敵視 され、

愛が存在 しよ うが しまい が、他家 の男 の金 銭 に よって扶 養 され る しか生 きる道 の ない

く妹 の宿命 〉が刻 まれて い るか らだ」

(11)『 漱石 全集』 第8巻(1994年7月 岩波 書店)p.234
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(12)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.545

(13)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.274-275

(14)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.275

(15)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.330

(16)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11.月 岩 波 書 店)p.385

(17)平 岡 敏 夫 『日露 戦 後 文 学 の研 究 上 』(1980年5月 有 精 堂)

(18)小 森 陽 一 「文 学 と メデ ィア ー 一 夏 目漱 石 『三 四郎 』1908年 「帝 国 」 とい うネ

ッ トワ ー ク」(『文 学 の 方 法 』川 本 皓 嗣 他 編1996年4月 東 京 大 学 出 版 会)p.321

(19)二 葉 亭 四迷 は 明 治39年(1906)10,月 に 『女 学 世 界 』 の 中 で 「未 亡 人 と人

道 問題 」 と題 す る 、 次 の よ うな意 見 を述 べ て い る。

▲要 す る に、 自分 は姦 通 され た此 の令夫 人 よ りも、姦 通 に陥つ た未 亡人 に 、読者

の 同情 を惹 か うと考へ て居 るが、世 間 が認 めて呉れ ＼ば 良いが … …兎 に角 も未 亡

人再 婚 問題 は、座 上 の空論 で は無 く して、 日露戦争 が戦後 に遺 した人道 問題一 一

社会 問題 で あ るか ら、世 間 も浮気 でな く、真 面 目に考 へ て貰ひ た い ものだ。 今度

の戦争 で、十 幾万人 といふ未 亡人 が 出来て ゐ るか らね。

▲(前 略)一 一 露西亜 で は、婦 人 の職 業 と言 ふ と、家庭 教 師で あるが、今 日の露西

亜で は、此 の家 庭教 師が 、ぎつ し りと一杯 に成 つて居 る ら しい のだ、最 も品位 を落

とせ ば、種 々 の職 業が有 らうが其様 はゆ かぬ …… といふ ので婦 人 の職 業 問題 が起つ

て居 る らしい が、婚姻 に持参金 の準備 が要 る国柄 で ある丈 け、 日本 よ りは何 んだ か

酷 いや うで ある。 日本 はま だまだ 、女 子大学 の卒業 生 が路傍 に彷 往 しとる といふ こ

とを聞 かない が、そ の 中に露 西亜 のや うな惨状 が遣 つ て来 るか も知れ ぬ。

(『坪 内迫遙 ・二葉 亭 四迷集 現代 日本 文学全 集1』1956年8.月 筑摩書房

p.381)

(20)『 漱石研 究第2号 』(1994年5月 翰林 書房)島 田雅彦 ・小森 陽一 ・石 原千

秋 らの鼎 談 に よる

(21)西 村 好子 「恋愛 の誕生 と近代 の成 立一 『三 四郎』論 一 」(『国語 と国文学』199

7年3月)

(22)松 村 昌家 『文 豪 た ちの情 と性 へ の まな ざ し』(2011年2月 ミネ ル ヴァ書房)

p.168-171
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(23)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8.月 岩波 書店)p.450

(24)芳 賀 徹 『絵 画 の領 分』(1990年10.月 朝 日新 聞社)

(25)熊 坂 敦子 氏 は 「『三 四郎』 と英 国絵 画」(『日本 女子大学 紀要』341985年3

月)の 中で ラス キ ンや ラフ ァエ ル前 派 の影 響 を指摘 した。 同趣 旨の もの と して、 「三

四郎一 西洋絵 画 との関連 で一 」(『国文学 』1983年11,月)が あ る。

(26)サ 相仁 氏 は 『世 紀末 と漱 石』(1994年2月 岩 波 書店)の 中で、世紀末 芸術 と

漱 石 の作 品 との 関連 性 につ い て言及 し、『三 四郎 』 とラフ ァエ ル前 派 につ いて触 れ て

い る。

(27)『 漱石 全集』 第3巻(1994年1月 岩波 書店)p.129

(28)小 坂 晋 ・水 田卓 郎 「『三 四郎』研 究 の問題点一一 美禰 子 の青春一一 」(『岡 山大 学

教養部 紀要』271990年7月)

(29)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8月 岩波 書店)p.401

(30)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8月 岩波 書店)p.455

(31)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8.月 岩波 書店)p.461

(32)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8月 岩波 書店)p.404

(33)漱 石 が飛 行機 に興味 を持 った理 由 と して、村 上正 明は 『航 空事始 不忍 池滑空記 』

(1992年11.月 東 京 書籍)で 、寺 田寅 彦 か らの話 では ない か と推 察 してい る。

寺 田は、我 国 の飛行機 開発 を語 る時 に欠 かせ ない人物 、 田 中館愛 橘 の弟 子 で あった。

また 、 さ らに興味深 い事実 が ある。

「空 中飛行器 」を、独 学 で研 究 していた人 物 の名 前が 、二宮 忠八 とい うので ある。二

宮 は愛 媛県 八幡浜市 出身 で、独 学で飛 行 の原 理 を見出 し、ゴム紐 を動力 とした 固定 翼の

模型飛 行機 を飛行 させ る ことに成 功 した人物 で あ り、明治26年(1893)12月 に

愛媛 県松 山市の松 山衛 生病 院 に勤 務 が決 った時、飛行 機 を解 体 して運 び、研 究 を続 けて

い た。漱石 が愛媛 県尋 常 中学校(後 の松 山中学)に 嘱託 教員 と して赴 任す るの が、明治

28年(1895)の4月 。 この時 、漱石 が二宮 の噂等 を耳 に して いた とす るな ら、二

宮忠 八 と名 前 の似 てい る 「野 々宮宗八 」 な る人物 に 「空 中飛 行 器」 の話 を させ るの は、

偶然 に して も面 白い事 であ る。

(34)『 漱石 全集』 第16巻(1995年4,月 岩 波書店)p.456

(35)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8月 岩波 書店)p.334-335

(36)松 村 昌家 『ヴ ィク トリア朝 の文学 と絵画』(1993年4.月 世 界思想社)p.75

192



(37)『 世 界 の 女 性 史6イ ギ リス1忍 従 よ り自 由へ 』(青 山 吉 信 篇1976年5.月 評

論 社)p.217で は 、

「一 八 四 一 年 創 刊 の調 刺 譜 誰 雑 誌 『パ ンチ 』 は 、 四 、 五 十 年 代 に 「わ が 国 の あ り余 っ

た 女 性 の 問 題 」 す な わ ち女 性 人 口 中、 統 計 的 に 結 婚 不 可 能 な 余 剰 部 分 の 問題 を繰 り返

し討 論 の 主 題 と して い た 。(中 略)こ の 両 性 問 の 数 の 不 均 衡 は 、 男 性 に相 対 的 に 高 い

死 亡 率 、 独 身 男 性 の ア メ リカ や 植 民 地 へ の 大 量 移 民 、海 外 で の 軍 役 、 そ して 男 性 の 独

身 生 活 享 楽 や 晩 婚 の傾 向 な どが 組 み 合 わ され て 生 じた とい え よ う。

こ れ ら未 婚 女 性 の 苦 境 は 実 に深 刻 で あ っ た 。(中 略)当 時 の 大 多 数 の 家 族 が 、 こ の

よ うな 「余 分 」 の女 性 の少 な く と も一 人 を か か え こ ん で い た か ら、 ヴ ィ ク トリア 朝 の

人 は この 問 題 を こ の 上 な く よ く知 っ て い た 。」 と指 摘 して い る。

(38)MarthaVicinus"lndependentWomen1850-1920"(1985ThaUniversityofChicago

Press)

(39)川 本 青争子 『ガ ヴ ァネ ス(女 家 庭 教 師)ヴ ィ ク トリア 時 代 の 〈余 っ た 女 た ち 〉』(1

994年9.月 中央 公 論 社)p.14-15

(40)前 掲 書 『世 界 の 女 性 史6イ ギ リス1忍 従 よ り 自由 へ 』(青 山吉 信 篇1976年

5.月 評 論 社)p.217で は 、 「ヴ ィ ク トリア 朝 文 学 に は 「未 婚 の お ば 」 が つ き も の で あ

る」 と して い る。

(41)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.595

(42)『 漱 石 全 集 』 第5巻 注 解(2002年8,月 岩 波 書 店)p.679

(43)前 掲 書(36)で 、 松 村 昌家 は 「結 婚 生 活 が 即 社 会 的地 位 に な っ て い た 時 代 に 、

生 まれ が よ く、 ま た 相 応 の 教 養 を そ な え た 女 が 、 不 幸 に して 家 運 や 結 婚 運 に 見 離 され

た と した ら、 ど の よ うな生 き 方 が あ っ た の だ ろ うか 。 い や し く も 「レイ デ ィ」 と して

の 面 目を保 つ に は 、 選 択 の道 は た だ 一 つ 、 ガ ヴ ァネ ス に な る ほ か は な か っ た。」 と述

べ て い る。

(44)松 村 昌家 『ヴ ィ ク トリア 朝 の文 学 と絵 画 』(1993年4月 世 界 思 想 社)p.83

(45)OLIVEANDERSON"SuicideinVictorianandEdwardianEngland"(1987CLARENDON

PRESS・OXFORD)

(46)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11.月 岩 波 書 店)p.390-393

(47)「 熊 本 の 漱 石 一 旧制 第 五 高 等 学 校 関 係 資 料 に今 、 漱 石 を見 る 」(村 田秀 明 ・道 園 達

也 ・村 田 由美 『国 文 学 』2008年 学 燈 社p.171)に よ る と、 これ ま で どの 年 譜 も、

193



鏡 子 夫 人 の 入 水 事 件 は 、 荒 正 人 氏 の 『漱 石 研 究 年 表 』 の 「六 月 末 か 七 月 初 め 」 とい う説

を と っ て い た が 、五 高 に残 され て い る漱 石 の 出 欠 調 に よ り、五 月 に お こ った と して い る。

(48)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11月 岩 波 書 店)p.378

(49)『 漱 石 全 集 』 第3巻(1994年2.月 岩 波 書 店)p.23

(50)『 漱 石 全 集 』 第3巻(1994年2月 岩 波 書 店)p.30

(51)『 漱 石 全 集 』 第8巻(1994年7月 岩 波 書 店)p.188

(52)『 漱 石 全 集 』 第22巻(1996年3月 岩 波 書 店)p.296

(53)『 漱 石 全 集 』 第3巻(1994年2.月 岩 波 書 店)p.86-87

(54)蓮 實 重 彦 『夏 目漱 石 論 』(1978年10∫1青 土社)p.215

第 九 章 明 治40年 代 の 絵 画 事 情

(1)芳 賀 徹 『絵 画 の 領 分 』(1990年10.月 朝 日選 書)p.374

(2)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.426-427

(3)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8∫1岩 波 書 店)p.426-427

(4)石 井 研 堂 『増 補 改 訂 明 治 事 物 起 源 』 下 巻 復 刻 版(1996年1月 春 陽 堂)p.760

(5)向 後 恵 里 子 「日本 葉 書 会 一 日露 戦 争 時 にお け る絵 葉 書 ブー ム と水 彩 画 ブ ー ム を め ぐ

っ て 一 」(『早 稲 田大 学 教 育 学 部 学 術 研 究(複 合 文 化 学 編)第58号(2010年2

月)

(6)土 居 次 義 『水 彩 画 家 大 下 藤 次 郎 』(1981年7.月 美 術 出 版 社)p.122

(7)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.394-395

(8)当 時 、 女 学 生 の 問 に 水 彩 画 を描 く こ とが 流 行 して い た よ うで 、 『青 春 』(明 治38年

1905年 か ら 『読 売 新 聞 』 で連 載)で は 、香 浦 園枝 が銚 子 に水 彩 絵 具 を持 っ て い き 、

「東 京 の 友 達 へ 出す 絵 葉 書 」 を 画 い た り、 「浪 の 写 生 」 を した りす る場 面 が あ る。 そ

の 中 で 、 「だ が 、 貴 方 は 水 彩 画 を遣 らな い か ら、 ハ イ カ ラ の 点 ぢや 一 歩 園 枝 さ ん に 譲

りま す な 」 とい う発 言 が あ る こ とか ら、 「水 彩 画 を描 く」 と い う こ と は 、 当 時 、 か な

り進 ん だ 趣 味 と して 見 な され て い た こ とが 窺 え る。

(9)津 田 青楓 『自撰 年 譜 』 大 正2年(1913)年8,月 こ ろ の記 述(1940年9.月)

(10)田 村 宏 「夏 目漱 石 、 そ の 自己 治 療 と して の絵 画 一 明 治36～38年 の 水 彩 画 ・自

筆 絵 は が き を 中心 に 」(『 日本 芸 術 療 法 学 会 誌 』38.22007年)

194



(11)漱 石 の水彩 画 がいっ ごろ始 め られ たのか 、はっ き り分 か らない。 然 し今 日保 存 さ

れ てゐ る漱 石 の水彩 画 の最 も古 い 日附 は、 明治三 十六年(一 九 〇三)年 十 月 で ある。

是 は或 は寺 田寅彦 の刺激 では なかつた のか とも想 像 され るが、然 し明治 三十七年(一

九〇 四)年 以 降、漱 石 と最 も頻繁 に 自筆水 彩画絵 は が きを交換 した者 が、橋 口貢 で あ

る所 か ら考へ る と、重 な刺激 は、或 は橋 口貢 か ら来 て ゐ るのか も知れ ない。(中 略)

画 をか く事 が、 さ うして かいた画 を見 て、 自分 でい ろん な批評 を加 へた り連想 を逞 し

うした りす る事が 、楽 しくてた ま らない といふ や うな、それ だか ら自分 も一つ画 をか

き、 かいた画 を見 てい ろいろ批評 した り連 想 を逞 し うした りして見た くて堪 らな くな

るや うな、不 思議 なカ を持 つた文 句が書 いて あ る。

(『夏 目漱石 』小 宮豊 隆1938年6.月 岩波 書店)p.495-496

(12)中 島 国彦 氏 は、藁屋根 とい うモチー フに注 目し、浅井忠 の藁屋根 を描 いた水 彩画

や 油彩 画、 明治38年(1905)4月 に創刊 され た 「月刊 ス ケ ッチ」 に載せ られた

堺 枯川 の 『我 が夢(一)』 の中に 出て くる 「藁葺」 の家 のイ メー ジか ら、 「藁屋根 」 と

い うもの が、 同 時代 の文 学者 に共通 す る理 想 の 田園風 景 で あ る と して い る。(「藁屋

根 ・郊外 ・水彩 画一一 『三四郎』 の一説 か ら」熊坂敦 子編 『迷 羊の ゆ くえ一一 漱石 と

近代』1996年6翰 林 書房)

(13)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8.月 岩波 書店)p.398

(14)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8.月 岩波 書店)p.502

(15)芳 賀 徹 『絵 画 の領 分』(1990年10.月 朝 日選 書)p.311

(16)『 漱石 全集』 第5巻(2002年8.月 岩波 書店)p.503

(17)黒 田重太 郎 『京都 洋画 の黎 明期』(1947年1月 高桐書 院)p.137

(18)『 水彩 画の歴 史』橋秀 文監修 ・執筆2001年3.月 美術 出版社)p.4

(19)『 ビジ ュアル美 術館 第7巻 水 彩画 の技法 』ミッシェル ・ク ラー ク著荒川裕 子訳

(1994年3.月 同朋社)p.40

(20)『 ビジ ュアル美 術館 第7巻 水 彩画 の技法 』ミッシェル ・ク ラー ク著荒川裕 子訳

(1994年3月 同朋社)参 照

(21)『 ビジ ュアル美 術館 第7巻 水 彩画 の技法 』ミッシェル ・ク ラー ク著荒川裕 子訳

(1994年3.月 同朋社)参 照

(22)『 水彩 画の歴 史』橋秀 文監修 ・執筆2001年3.月 美術 出版社)参 照

(23)サ 相 仁 『世紀末 と漱石 』(1994年2月 岩 波書店)p.126

195



(24)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11.月 岩 波 書 店)p.51

(25)Ben.WeinrebandChristopher.Hibbert,ed.,TheLONDONEncyc」1α ρ躍01f∂,London

Papermac.1983p.695

(26)こ の ベ ラ ス ケ ス の 模 写 を描 い た の は 小 説 中 で は 三 井 とい う画 家 で あ るが 、 芳 賀 徹

氏 は 、 これ は湯 浅 一 郎(1868～1931)で は な い か と して い る。 湯 浅 は 明 治4

3年(1910)に 欧 州 留 学 か ら帰 国 して 、同年5.月 か らの第 十 三 回 白馬 会 展 覧 会 に 、

ベ ラ ス ケ ス の 『織 女 』 『官 女 』 『エ ソ ッポ 』 『メ ニ ッポ 』 な どの模 写 を 出 展 して い る。

これ は 『三 四郎 』 よ り後 の こ とに な る の だ が 、 木 下 杢 太 郎 が 「パ ン の 会 の 回想 」 で 、

明 治42年(1909)4月10日 の 深 川 永 代 亭 で の 会 の と き 、 「湯 浅 氏 の模 写 の エ

ラ ス ケ ス な どに つ い て み ん な が 話 しあ っ た 」 と しる して い る こ とか ら、湯 浅 が 外 遊 先

か ら一 点 ぐ らい 日本 に 送 っ て 展 示 され て い た の で は な い か と推 察 して い る。

ま た 吉 田博 に も 「メ ニ ッポ 」 の模 写 が あ っ た ら しい こ とか ら、 吉 田博 の 可 能 性 も あ

る と して い る。 『絵 画 の領 分 』(1990年10.月 朝 日選 書)p.342-343

(27)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8.月 岩 波 書 店)p.500-501

(28)加 藤 哲 弘 「ベ ラ ス ケ ス[ラ ス ・メ ニ ー ナ ス]名 画 の 条 件 」(野 口螢 子 監 修 『ヨー ロ

ッパ 美 術 史 』1997年10.月 昭 和 堂)と 、 大 高 保 二 郎 「ラ ス ・メ ニ ー ナ ス 絵 と

い う終 わ りな き 迷 路 の旅 」(大 村 重 信 他 監 修 『NHK日 曜 美 術 館 名 画 へ の 旅12絵

の 中 の 時 間17世 紀II』1994年1月 講 談 社)を 参 考 に した 。

(29)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11月 岩 波 書 店)p.380

(30)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.489

(31)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8.月 岩 波 書 店)p.543

(32)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.548-549

(33)貝 塚 健 「自然 主 義 と黒 田清 輝 一 白馬 会 の 主題 」(『 白馬 会 結 成100年 記 念 ・明

治 洋 画 の 新 風 』 展 カ タ ロ グ1996年 日本 経 済 新 聞 社)p.136

(34)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8.月 岩 波 書 店)p.549-550

(35)大 橋 乙羽 『名 流 談 海 』(1896年3月 博 文館)

(36)新 関 公 子 『「漱 石 の美 術 愛 」 推 理 ノー ト』(1998年6月 平 凡 社)p.133-134

(37)新 関 公 子 『「漱 石 の美 術 愛 」 推 理 ノー ト』(1998年6.月 平 凡 社)p.133-134

(38)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11月 岩 波 書 店)p.166

(39)明 治40年(1907)4.月20日 、漱 石 は東 京 美 術 学 校 で 「文 芸 の 哲 学 的 基 礎 」

196



と題 す る講 演 を して い る。

(40)竹 田道 太 郎 『新 聞 にお け る美 術 批 評 の 変 遷 』(2010年11.月 ゆ ま に書 房)

(41)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11.月 岩 波 書 店)p.107-108

(42)黒 田 に よ る 日本 人 モ デ ル を使 っ た 初 め て の裸 体 画 は 、 「智 ・情 ・感 」 とい うタ イ ト

ル で あ り、 漱 石 は そ れ を意 識 した の か も しれ な い 。

(43)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4,月 岩 波 書 店)p.92

(44)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4月 岩 波 書 店)p.107

(45)黒 田 の裸 体 画

・「朝 牧 」 明 治28年(1895)4月 ～7 .月裸 体 画 問題 、

・「智 ・感 ・情 」 明 治33年(1900)パ リ万博 に 出 品 、 銀 賞

第 二 回 白馬 会 に 出 展

この 作 品 を掲 載 した 「美 術 評 論 」 第 二 号 合 評 は 、 発 行 停 止 処 分 に な る

・「裸 体 婦 人 像 」 明 治34年(1901)秋 第 六 回 白馬 会 展 出展

・「春 」 「秋 」 西 洋 婦 人 の裸 体 画 第 八 回 白馬 会 展 裸 体 画 は 会 員 の 紹 介 の あ る 関係

者 だ け に公 開 され る

・「野 辺 」 明 治40年(1907)第 十 一 回 白馬 会 展 出 品 庭 の 裸 婦 の 上 半 身

・「白芙 蓉 」 明 治40年(1907)第 一 回 文 展 左 向 き の 半 身 裸 婦 立 像

(46)隈 元 謙 次 郎 『黒 田清 輝 』(1966年6.月 日本 経 済 新 聞社)p.65

(47)『 漱 石 全 集 』 第3巻(1994年2月 岩 波 書 店)p.90

(48)漱 石 全 集 』 第3巻(1994年2月 岩 波 書 店)p.92

(49)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5月 岩 波 書 店)p.230

(50)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.369

(51)こ の 「オ"ラ プ チ ュ ア ス 」 とい う単 語 で あ る が 、柏 木 隆 雄 氏 は 、 メ リメ の 『カ ル メ

ン』 に お け る カ ル メ ン の 眼 の 描 写`Hereyes,especially,hadanexpressionatonce

voluptuousandfierce,whichIhaveneverseensinceinanymortaleye."と の

関 連 を指 摘 し(1977年1.月 『英 語 青 年 』)、芳 賀 徹 氏 は 、漱 石 旧蔵 書 中 の ウォ レス ・

コ レ ク シ ョ ン の 解 説 書FrederickMiller,PictureslntheWallace

Collection,London,1902に あ る グル ー ズ の絵 に つ い て のvoluptuouscharmと い う説

明 に依 っ た も の だ と して い る。(『 絵 画 の 領 分 』1990年10.月 朝 日新 聞 社)ま た

松 村 昌家 氏 は 、 ウォ レス ・コ レ ク シ ョン が1900年6月 に 一 般 公 開 され た 時 の カ タ
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ロ グ 『ウォ レ ス ・コ レ ク シ ョ ン蔵 油 彩 画 お よび 水 彩 画 暫 定 カ タ ロ グ』 に 掲 載 され て

い る グル ー ズ の 評 論 の 中 に もvoluptuousgraceと い う語 が あ る こ と を挙 げ て お り、グ

ル ー ズ の 絵 の 説 明 に はvoluptuousと い う言 葉 が つ き もの の よ うで あ っ た こ とを 述 べ

て い る。(『 文 豪 た ち の情 と性 へ の ま な ざ し』2011年2.月 ミネ ル ヴ ァ書 房)

(52)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.381

(53)芳 賀 徹 『絵 画 の領 分 』(1990年10.月 朝 日選 書)p.384

(54)『 漱 石 全 集 』 第3巻(1994年2月 岩 波 書 店)p.91

(55)『 漱 石 全 集 』 第3巻(1994年2.月 岩 波 書 店)p.34

(56)『 漱 石 全 集 』 第14巻(1995年8.月

(57)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5月
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(61)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5月

(62)『 漱 石 全 集 』 第19巻(1995年11月

(63)浦 崎 永 錫 『日本 近 代 美 術 発 達 史 』(1974年7月

(64)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.514-515

(65)大 熊 は 、 フ ラ ン ス で 、 留 学 中 の 黒 田 と親 交 が あ り、 盛 ん に 手 紙 の や り取 りも して

い る。 実 際 の 黒 田 と大 熊 は 『三 四 郎 』 の原 口 と九 段 の銅 像 の 作 家 の よ うに 、 仲 が 悪 い

わ け で は な い。

(66)松 永 伍 一 『青 木 繁 そ の 愛 と放 浪 』(1979年8月 日本 放 送 出 版 協 会)

(67)S.A生 「斎 東 風 語 」 『方 寸 』(1907年10.月)

(68)『 漱 石 全 集 』 第6巻(1994年5.月 岩 波 書 店)p.68

(69)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5月 岩 波 書 店)p.61

(70)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4月 岩 波 書 店)p.507

(71)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4月 岩 波 書 店)p.519

(72)『 白馬 会 結 成100年 記 念 ・明 治 洋 画 の 新 風 』展 カ タ ロ グ(1996年 日本 経

済 新 聞社)p.137

(73)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4月 岩 波 書 店)p.516

(74)こ の 明治45年(1912)3月 に 開 催 され た 青 木 の没 後 一 周 年 遺 作 展 を 見 た 感

岩 波 書 店)p.259

岩 波 書 店)p.199

岩 波 書 店)p.195

岩 波 書 店)p.255

岩 波 書 店)p.247

岩 波 書 店)p.263-265

岩 波 書 店)p.364

東 京 美 術)

・ ・



想 を3.月17日 津 田 青 楓 宛 書 簡 に 書 い て い る。

「青 木 君 の 絵 を 久 し振 に 見 ま した あ の 人 は 天 才 と思 ひ ま す 。 あ の 室 の 中 に 立 つ て 自 か

ら故 人 を惜 い と思 ふ 気 が 致 しま した 。」

(75)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4月 岩 波 書 店)p.532

(76)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5月 岩 波 書 店)p.198-199

(77)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4,月 岩 波 書 店)p.537-538

(78)『 漱 石 全 集 』 第15巻(2003年6月 岩 波 書 店)p.95-96

(79)松 村 昌 家 氏 に よ る と、漱 石 は 、レ ノル ズ のDiscoursesを 参 考 に して い た の で は な

い か との こ とで あ る。Discoursesの 中 で 、 レ ノル ズ は 歴 史 画 と肖像 画 を パ ラ レル で 論

じて お り、肖像 画 に必 要 な 要 素 は描 く相 手 をparticularmanと して 描 く こ とで あ る と

説 く。 こ のparticularmanと い う概 念 と、漱 石 が 『文 学 評 論 』 で 言 う所 謂 性 格 描 写

(Charactersketches)と は 共 通 す る と こ ろ が あ る。

(80)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.549-550

お わ りに

(1)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.302

(2)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.303

(3)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5月 岩 波 書 店)p.291

(4)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8.月 岩 波 書 店)p.430

(5)『 漱 石 全 集 』 第16巻(1995年4.月 岩 波 書 店)p.110

(6)『 漱 石 全 集 』 第14巻(1995年8.月 岩 波 書 店)p.259

(7)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5.月 岩 波 書 店)p.118-119

(8)『 漱 石 全 集 』 第5巻(2002年8月 岩 波 書 店)p.554

(9)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5.月 岩 波 書 店)p.118-119

(10)『 漱 石 全 集 』 第25巻(1996年5月 岩 波 書 店)p.119

なお 、画像 に †を付 けた ものに関 しては、著 作権者 に尋 ね あた りませ んで した。お 心 当た

りの方 は大 手前大 学 に ご連絡 くだ さい。
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・蓮 實重彦 『夏 目漱 石論 』(1978年 青土社)

・原 千代海 『イ プセ ン戯 曲全集 』第4巻 ・第5巻(1989年 未来社)

・平 岡敏夫 『日露 戦後文 学の研 究 上』(1980年 有精 堂)

・平 岡俊夫編 『明治大正 文学 回想 集成3「 近 代の小説 」(1999年 日本 図書 セ ンター)

・平川 祐 弘 『夏 目漱 石一 非西洋 の苦 闘』(1995年 講談社 文庫)

・平 野恵 『十 九世紀 日本 の 園芸文化 江 戸 と東京 、植木 、屋の周辺』(2006年 思 文 閣出版)

・フーケー 作 ・柴 田治 三郎訳 『水 妖記 』(1979年 岩波文 庫)

・フォー チ ュン ・ロバ ー ト著 ・三宅馨 訳 『江 戸 と北京 』(1979年 廣川 書店)

・フ レイ ザー ・メア リー著 ・コー タ ッツ ィ ・ヒュー編 ・横 山俊夫訳 『英 国公使 夫人 の見た

明治 日本』(1988年 淡交社)

・文京 ふ る さ と歴 史館 『菊人形今 昔一 団子坂 に花 開いた秋 の風物 詩』 カ タログ(2002
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年 同館)

・文京 ふ る さ と歴 史館 『本郷座 の時代一 記憶 の 中の劇 場 ・映画館 』 カタ ログ(1996年

同館)

・本 田和子 『女学 生 の系譜 彩 色 され る明治 』(1990年7 .月 青土社)

・本 田康雄 『新 聞小説 の誕 生』(1998年 平凡社)

・マ ー シュ ・ジャン著 ・河村 錠一郎 訳 『ラ ファエル前派 画集 女』(1990年 リブ ロポ

ー ト)

・前 田愛 『都 市空 間 のなかの文 学』(1984年 筑摩 書房)

・松 浦暢 『水 の妖精 の系譜 文学 と絵画 をめ ぐる異界 の文化誌 』(1995年 研 究社 出版)

・松 岡譲 『漱 石先 生』(1986年 岩波 書店)

・松永 伍一 『青木繁 その愛 と放浪』(1979年 日本放送 出版 協会)

・松村 昌家 『ヴィ ク トリア朝 の文学 と絵 画』(1993年 世界思想 社)

・松村 昌家 『文 豪た ちの情 と性 へ のまな ざし 迫 遙 ・漱石 ・谷 崎 と英 文 学』(2011年 ミ

ネル ヴ ァ書房)

・松村 昌家編 『夏 目漱石 に置 け る東 と西』(2007年 思文 閣 出版)

・三好 行雄 『作 品論 の試 み』(1967年 至 文堂)

・三好 行雄編 『夏 目漱石 辞典』別 冊 国文学(1990年 学燈社)

・三好 ・江藤 ・平 岡 ・平川 編 『講 座夏 目漱石 』全5巻(1981年 ～1982年 有 斐閣)

・村 上勇編 『漱石 資料一 文学論 ノー ト』(1976年 岩波 書店)

・村 上信彦 『明治 女性 史』 中巻 前篇(1974年 理論社)

・村 上正 明 『航空 事始 不忍池 滑空記 』(1992年 東京 書籍)

・『明治 翻訳文 学全集 新 聞雑 誌編 』4シ ェイ クス ピア集IV(1997年10月 ナ ダ出

版 セ ンター)

・メス レー ・オ リヴィエ 著 ・藤 田治彦監修 『ターナー一 色 と光 の錬金 術』(2006年 創

元社)

・森 田草平 『夏 目漱 石』(一)～(三)(1980年 講談 社学術 文庫)

・サ相 仁 『世紀末 と漱石 』(1994年 岩 波 書店)

・吉 田 ・荒 ・北 山編 『図説 漱石 大観』(1981年 角川書店)

・ ラスキ ン ・ジ ョン著 ・内藤 史郎訳 『芸術 の真 実 と教 育一 近代 画家論 ・原理 編1』

(2003年 法蔵館)
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・ラ ス キ ン ・ジ ョ ン著 ・内 藤 史 郎 訳 『構 想 力 の 芸 術 思 想 一 近 代 画 家 論 ・原 理 編II』

(2003年 法 蔵 館)

・ ラ ス キ ン ・ジ ョン 著 ・内藤 史 郎 訳 『風 景 の 思 想 とモ ラル ー 近 代 画 家 論 ・風 景 編 』

(2002年 法 蔵 館)

・ロゲ ン ドル フ ・ヨゼ フ 『現 代 思 潮 とカ ト リシ ズ ム 』(1959年 創 元 社)

・若 .月紫 蘭 著 ・朝 倉 治 彦 校 注 『東 京 年 中行 事 』 全2巻(1968年 平 凡 社)

・ENGLISHWATER-COLOUR(復 刻 版1997年 本 の 友 社)

本稿 にお いて掲載 して い る画像 の二次使 用 を禁止 します。
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